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本
紙
﹁
週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活
﹂
は
、
日
本
で
、
国
立
国
会
図

書
館
︵
東
京
都
千
代
田
区
永
田
町
１
丁
目
︶
に
所
蔵
さ
れ

て
お
り
、
利
用
者
の
閲
覧
が
可
能
で
す
。
ま
た
東
京
大
学

の
本
郷
と
駒
場
の
両
図
書
館
で
も
閲
覧
が
可
能
で
す
。

サ
ン
タ

大
集
合

　

メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
交
通
局
︵
Ｍ

Ｔ
Ａ
︶
は
こ
の
ほ
ど
川
崎
車
両
に

17
億
ド
ル
で
６
４
０
台
の
新
型
車

両
Ｒ
２
１
１
を
発
注
し
た
。
Ｒ

２
１
１
は
ド
ア
が
従
来
の
も
の
よ

り
８
イ
ン
チ
︵
約
20
セ
ン
チ
︶
広

く
、
ま
た
各
車
両
間
の
ド
ア
が
な

く
ス
ム
ー
ズ
に
行
き
来
で
き
る
オ

ー
プ
ン
ギ
ャ
ン
グ
ウ
ェ
イ
を
採

用
。
座
席
の
多
く
は
混
雑
時
や
車

椅
子
の
た
め
に
折
り
畳
む
こ
と

が
で
き
、
情
報
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
、

W
i-Fi

、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
な
ど
の

新
機
能
も
組
み
込
ま
れ
て
い
る
。

２
０
２
１
年
に
試
験
車
両
が
搬
入

さ
れ
て
い
た
。
今
後
、Ｂ
、Ｄ
、Ｎ
、

Ｑ
線
な
ど
か
ら
順
次
、
投
入
さ
れ

る
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
の
古
い
地

下
鉄
車
両
約
３
０
０
０
台
は

２
０
２
８
年
ま
で
に
順
次
新
型

に
置
き
換
え
ら
れ
る
が
、
こ

れ
ま
で
あ
っ
た
﹁
会
話
型
座

席
﹂
は
消
え
る
こ
と
に
な
り
そ

う
だ
。
最
大
で
１
５
９
２
台
が

製
造
さ
れ
る
Ｒ
２
１
１
は
一
般

的
な
通
勤
電
車
同
様
、
車
両
内

の
両
側
に
内
向
き
の
座
席
だ
け

が
あ
る
ス
タ
イ
ル
と
な
っ
て
い

る
。

 
﹁
会
話
型
座
席
﹂
は
車
両
側

面
の
３
つ
の
オ
レ
ン
ジ
色
の
席

と
、
鉄
道
列
車
の
よ
う
に
前
後

ろ
を
向
い
た
黄
色
の
２
座
席
を

組
み
合
わ
せ
た
も
の
で
、
座
っ

て
い
る
人
も
外
の
景
色
が
眺
め

や
す
く
、
ま
た
乗
客
同
士
が
会

話
し
や
す
い
。
起
源
は
１
１
８

年
前
の
最
初
の
地
下
鉄
ま
で
さ

か
の
ぼ
る
。
地
下
だ
け
で
な
く

高
架
も
走
る
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の

地
下
鉄
で
は
、
景
色
を
眺
め
や

す
い
こ
と
か
ら
廃
れ
ず
マ
ン
ハ

ッ
タ
ン
・
ス
タ
イ
ル
と
呼
ば
れ

採
用
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し

１
９
７
０
年
代
か
ら
使
わ
れ
て

い
る
車
両
は
最
新
の
車
両
の
２

倍
以
上
の
頻
度
で
故
障
す
る
た

め
サ
ー
ビ
ス
の
信
頼
性
が
損
な

わ
れ
て
い
た
。
ラ
ッ
シ
ュ
時
の

混
雑
緩
和
も
あ
り
、
こ
れ
を
機

会
に
﹁
会
話
型
座
席
﹂
は
過
去

の
も
の
と
な
る
よ
う
だ
。

NYに新型地下鉄
川崎車両が 640 台受注
会話型座席役目終える

お
知
ら
せ　

来
週
は
休
刊
週
の
た
め
新
聞
は
お
休
み
で
す
。

次
号
新
春
特
別
号
の
配
達
は
、
12
月
28
日
︵
水
︶、
郊
外
29

日
︵
木
︶
と
な
り
ま
す
。　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
生
活
プ
レ
ス
社

　

街
に
サ
ン
タ
が
や
っ
て
き
た
。
し
か
も
い
っ

ぱ
い
！　

ク
リ
ス
マ
ス
を
前
に
、
市
民
が
サ
ン

タ
ク
ロ
ー
ス
の
格
好
を
し
て
街
に
繰
り
出
す
イ

ベ
ン
ト
、
サ
ン
タ
コ
ン
が
10
日
、
ブ
ロ
ー
ド
ウ

エ
ー
38
丁
目
で
開
か
れ
、
数
百
人
の
サ
ン
タ
が

集
ま
っ
た
。
遠
く
郊
外
か
ら
電
車
に
乗
っ
て
集

ま
っ
て
き
た
グ
ル
ー
プ
も
。
週
末
に
は
雪
も
ち

ら
つ
き
、
ホ
ワ
イ
ト
ク
リ
ス
マ
ス
に
な
る
か
。

お
楽
し
み
。　
　
　
　
　

︵
写
真
・
三
浦
良
一
︶
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イ
ー
ス
ト
ビ
レ
ッ
ジ
の
劇
場

で
１
９
９
４
年
２
月
か
ら
続
い

て
い
た
オ
フ
ブ
ロ
ー
ド
ウ
エ
ー

シ
ョ
ー
﹁
ス
ト
ン
プ
︵
Ｓ
Ｔ
Ｏ

Ｍ
Ｐ
︶
﹂
が
、
２
０
２
３
年
１

月
８
日
︵
日
︶
を
も
っ
て
閉
幕

す
る
。
ス
ト
ン
プ
は
、
ほ
う
き

や
ゴ
ミ
箱
、
ホ
ー
ス
や
ジ
ッ
ポ

の
ラ
イ
タ
ー
な
ど
身
近
な
素
材

や
道
具
で
リ
ズ
ム
を
奏
で
、
ダ

ン
ス
や
コ
メ
デ
ィ
で
舞
台
を
盛

り
上
げ
る
人
気
の
シ
ョ
ー
で
、

英
語
が
わ
か
ら
な
く
て
も
楽
し

め
る
と
世
界
中
の
旅
行
者
に
人

気
が
あ
る
。

　

ス
ト
ン
プ
は
１
９
９
１
年
に

エ
ジ
ン
バ
ラ
で
ス
タ
ー
ト
し
、

そ
の
後
ロ
ン
ド
ン
に
渡
り
、
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
は
94
年
に
イ
ー

ス
ト
ビ
レ
ッ
ジ
の
オ
ル
フ
ェ
ウ

ム
劇
場
で
初
公
開
さ
れ
た
。
製

作
側
は
舞
台
終
了
の
理
由
を
明

確
に
し
て
い
な
い
が
、
Ｎ
Ｙ
市

の
観
光
業
と
同
様
に
劇
場
産
業

も
コ
ロ
ナ
前
の
水
準
に
は
回
復

し
て
い
な
い
。
同
シ
ョ
ー
は
コ

ロ
ナ
禍
の
15
か
月
の
中
止
を
経

て
21
年
７
月
に
再
開
し
、
劇
場

街
で
最
初
に
公
演
を
再
開
し
た

劇
場
の
ひ
と
つ
だ
っ
た
。
最
終

回
ま
で
の
約
29
年
間
で
、
全

１
万
１
４
７
２
回
の
公
演
を
果

た
す
こ
と
に
な
る
。

　

プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
は
声
明
で

﹁
オ
ル
フ
ェ
ウ
ム
劇
場
で
の
閉

幕
は
悲
し
い
が
、
ス
ト
ン
プ
が

国
内
外
で
ツ
ア
ー
を
行
い
大
き

な
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
た
こ
と

を
誇
り
に
思
う
﹂
と
述
べ
て
い

る
。
北
米
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
の

ツ
ア
ー
は
継
続
さ
れ
る
。

  

ス
ト
ン
プ
の
元
出
演
メ
ン
バ

ー
で
、
現
在
女
性
和
太
鼓
グ

ル
ー
プ
﹁
鼓
舞
﹂
の
リ
ー
ダ

ー
を
務
め
る
宮
本
や
こ
さ
ん

は
﹁
20
年
前
、
英
語
も
話
せ

な
い
一
介
の
学
生
だ
っ
た
私

を
、
舞
台
の
セ
ン
タ
ー
に
立

た
せ
、
ポ
ス
タ
ー
と
し
て
使

い
、
人
生
を
１
８
０
度
ひ
っ
く

り
返
し
た
の
が
Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｍ
Ｐ
で

す
。W

elcom
e to Stom

p 
Fam

ily. 
と
電
話
で
言
わ
れ
た

日
、
タ
イ
ム
ズ
ス
ク
エ
ア
の
真

ん
中
に
立
ち
、
エ
ン
タ
メ
を
や

る
な
ら
こ
こ
に
自
分
の
ポ
ス
タ

ー
が
出
る
く
ら
い
や
る
。
と
誓

っ
た
気
持
ち
を
、
今
で
も
鮮
明

に
覚
え
て
い
ま
す
。
私
の
15
年

が
ぎ
っ
し
り
と
詰
ま
っ
た
宝
箱

で
あ
り
、
か
け
が
え
の
な
い
家

族(

仲
間)

に
出
会
わ
せ
て
く

れ
た
家
で
あ
り
、
い
つ
で
も
ウ

エ
ル
カ
ム
と
出
迎
え
て
く
れ
た

場
所
。
大
好
き
で
し
た
。
幕
の

お
り
る
最
後
の
日
ま
で
、
あ
の

シ
ア
タ
ー
が
悲
し
み
で
は
な
く

笑
い
と
爆
音
に
包
ま
れ
る
こ
と

を
願
い
ま
す
﹂
と
本
紙
に
コ
メ

ン
ト
を
寄
せ
た
。

オ
ペ
ラ
座
の
怪
人
は

閉
幕
を
８
週
間
延
長

　

ま
た
、
２
月
18
日
に
閉
幕
を

予
定
し
て
い
た
ブ
ロ
ー
ド
ウ
エ

ー
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
﹁
オ
ペ
ラ
座

の
怪
人
﹂
は
、
駆
け
込
み
需
要

で
チ
ケ
ッ
ト
完
売
日
が
続
い
た

た
め
、
閉
幕
日
を
４
月
16
日

︵
日
︶
ま
で
８
週
間
延
長
さ
れ

て
い
る
。

ス
ト
ン
プ
閉
幕

29
年
ロ
ン
グ
ラ
ン

　

紐
育
︵
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
︶
男

声
合
唱
団
の
第
21
回
記
念
の
定

期
演
奏
会
が
3
日
夕
、
マ
ン
ハ

ッ
タ
ン
の
ア
ッ
パ
ー
イ
ー
ス
ト

サ
イ
ド
に
あ
る
教
会
で
行
わ
れ

た
。
生
憎
の
雨
に
も
か
か
わ
ら

ず
会
場
に
は
２
０
０
人
以
上
が

足
を
運
び
、
過
去
最
高
の
盛
況

と
な
っ
た
。

　

演
奏
は
、
第
1
部
で
﹁H

eil-
ig

﹂
を
始
め
と
す
る
男
声
合
唱

の
愛
唱
歌
5
曲
、
第
2
部
は

F
ran

k Sin
atra

の
﹁F

ly 
M

e to the M
oon

﹂
等
の
ア

メ
リ
カ
ン
ク
ラ
シ
ッ
ク
を
ビ
ッ

グ
バ
ン
ド
ス
タ
イ
ル
で
演
奏
し

た
。第
3
部
の
ゲ
ス
ト
演
奏
者
、

C
aroly

n
 B

acon
 &

 Jazz 
Q

uartet

の
演
奏
を
経
て
、
第

4
部
で
は
日
本
の
現
代
作
曲
家

の
三
宅
悠
太
が
２
０
１
９
年
に

早
稲
田
大
学
の
委
嘱
に
よ
り
作

曲
し
た
﹁
修
司
の
海
﹂
か
ら
﹁
サ

ン
ゴ
﹂、﹁
か
な
し
く
な
っ
た
と

き
は
﹂
を
披
露
。
第
5
部
で

は
﹁
そ
う
ら
ん
節
﹂﹁
斎
太
郎

節
﹂
等
の
各
地
日
本
民
謡
を
演

奏
。
最
後
の
ア
ン
コ
ー
ル
は﹁O

 
H

oly N
ight

﹂

をC
arolyn 

B
acon &

 Jazz Q
uartet

と

共
演
し
、計
17
曲
を
演
奏
し
た
。

紐育男声合唱団の演奏会

過去最高の大盛況に

日
本
人
ス
タ
ー

宮
本
や
こ
生
む

https://talkme.jp/volunteer-kaigai?utm_source=info&utm_medium=qrcode&utm_campaign=nyseikatsu
https://sobaya.square.site/
tel:2019438003
mailto:meiseimotors@aol.com
https://hsart.com/
http://kiku-ny.com
https://www.bozubrooklyn.com/
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Ｎ
Ｙ
州
の
貧
困

全
米
平
均
上
回
る

Ｎ
Ｙ
日
系
人
会
晩
さ
ん
会

助
け
あ
っ
て
１
１
５
年

　

静
岡
県
の
私
立
保
育
園
で
保

育
士
が
園
児
を
宙
づ
り
に
し
た

り
ナ
イ
フ
で
脅
す
な
ど
し
て
い

た
事
件
で
は
、
保
育
士
３
人
が

暴
行
容
疑
で
逮
捕
さ
れ
た
。
こ

れ
で
保
育
園
内
部
の
虐
待
疑
惑

は
、
暴
行
事
件
へ
と
進
展
し
た
。

事
件
を
隠
蔽
し
た
保
育
園
、
対

応
の
遅
か
っ
た
市
当
局
も
批
判

を
浴
び
て
い
る
が
、
問
題
は
や

は
り
不
適
格
者
が
保
育
の
現
場

に
配
置
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ

と
に
尽
き
る
。

　

つ
ま
り
、
事
件
の
責
任
は

個
々
の
保
育
士
た
ち
に
あ
る

が
、
事
件
を
取
り
巻
く
背
景
と

し
て
は
社
会
的
な
構
造
の
問
題

が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ど
う

し
て
不
適
格
な
人
材
が
大
切
な

保
育
の
現
場
に
配
置
さ
れ
て
い

た
の
か
、
そ
の
原
因
を
解
明

し
、
問
題
に
つ
い
て
は
解
決
の

方
向
へ
と
動
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

　

１
つ
は
、
何
と
言
っ
て
も

保
育
士
の
待
遇
だ
。
過
酷
な

業
務
で
あ
り
な
が
ら
、
年
収

３
０
０
万
円
前
後
と
い
う
条
件

で
は
、
優
秀
な
人
材
を
集
め
る

の
は
難
し
い
だ
ろ
う
。
勿
論
、

少
な
い
年
収
で
あ
っ
て
も
高
い

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
維
持
し
、

勉
強
に
も
熱
心
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
ス
キ
ル
も
高
く
、
子

ど
も
に
慕
わ
れ
、
保
護
者
か
ら

も
評
価
さ
れ
、
実
際
に
安
全
な

保
育
と
教
育
的
な
達
成
を
実
現

し
て
い
る
人
は
数
多
く
存
在
す

る
だ
ろ
う
。
け
れ
ど
も
、
職
種

と
し
て
平
均
年
収
が
低
け
れ
ば

ど
う
し
て
も
不
適
格
な
人
材
が

入
っ
て
く
る
。
苦
労
に
報
い
た

い
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
問
題

の
あ
る
人
物
が
現
場
に
入
っ
て

こ
な
い
た
め
に
も
待
遇
改
善
は

待
っ
た
な
し
で
あ
る
。

　

２
つ
目
は
、
人
手
不
足
の
問

題
だ
。
人
手
不
足
と
言
う
と
、

人
材
の
﹁
売
り
手
市
場
﹂
に
な

っ
て
待
遇
が
上
が
る
の
が
普
通

だ
。
だ
が
、
競
争
原
理
の
働
か

な
い
規
制
業
種
や
、
今
回
の
保

育
園
の
よ
う
な
料
金
設
定
が
公

共
性
を
帯
び
た
サ
ー
ビ
ス
業
の

場
合
は
そ
う
で
は
な
い
。
恐
ろ

し
い
こ
と
だ
が
、
人
手
が
足
り

な
け
れ
ば
適
性
の
な
い
、
も
っ

と
言
え
ば
今
回
の
事
件
を
起
こ

し
た
３
人
の
よ
う
に
保
育
士
に

し
て
は
い
け
な
い
種
類
の
人
材

で
も
採
用
し
な
く
て
は
な
ら
な

く
な
る
。
人
手
不
足
イ
コ
ー
ル

賃
金
の
問
題
だ
け
で
は
済
ま
な

い
の
だ
。

　

待
遇
改
善
に
し
て
も
、
人
手

不
足
に
し
て
も
問
題
を
指
摘
す

る
の
は
簡
単
だ
。
で
は
、
実
際

に
こ
う
し
た
問
題
を
解
決
す
る

に
は
ど
う
し
た
ら
良
い
の
だ
ろ

う
か
。

　

ま
ず
、
待
遇
改
善
に
つ
い
て

は
公
的
な
援
助
を
更
に
拡
充
す

る
し
か
な
い
。
岸
田
総
理
は

２
０
２
２
年
の
初
頭
に
公
約
と

し
て
掲
げ
て
い
た
保
育
士
の
待

遇
改
善
を
全
国
で
実
施
し
た
。

計
算
に
よ
れ
ば
、
一
人
あ
た
り

月
額
９
０
０
０
円
の
改
善
が
さ

れ
る
と
い
う
触
れ
込
み
で
あ
っ

た
が
、
実
際
は
非
正
規
な
ど
の

場
合
も
多
く
、
そ
こ
ま
で
の
改

善
に
は
な
っ
て
い
な
い
。
少
子

化
を
緩
和
し
、
少
な
く
と
も
現

在
政
府
が
考
え
て
い
る
中
長
期

の
人
口
減
少
を
、
こ
れ
以
上
悪

化
さ
せ
な
い
た
め
に
も
拡
充
は

待
っ
た
な
し
だ
。

　

次
に
人
手
不
足
だ
が
、
こ
れ

は
保
育
士
だ
け
の
問
題
で
は
な

い
。
今
後
、
労
働
力
人
口
が
ど

ん
ど
ん
減
少
し
て
ゆ
く
中
で
、

保
育
士
や
介
護
福
祉
士
な
ど
人

の
ケ
ア
を
行
う
現
場
に
は
優
秀

な
人
材
を
回
す
こ
と
が
益
々
困

難
に
な
る
。
そ
の
一
方
で
、
仮

に
世
界
の
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン

見
直
し
の
中
で
、
半
導
体
な
ど

日
本
の
ハ
イ
テ
ク
製
造
業
を
再

度
拡
充
す
る
と
か
、
電
気
自
動

車
の
基
幹
部
品
で
中
国
と
競
争

す
る
、
そ
の
一
方
で
観
光
産
業

を
再
度
活
性
化
す
る
と
な
れ

ば
、
全
く
も
っ
て
労
働
力
は
足

り
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

人
口
は
一
朝
一
夕
に
は
増
え

な
い
の
だ
か
ら
、
例
え
ば
日
本

が
世
界
か
ら
見
捨
て
ら
れ
る
前

に
優
秀
な
移
民
に
来
て
も
ら
う

な
ど
労
働
力
の
確
保
は
待
っ
た

な
し
だ
。
だ
が
、
拙
速
に
移
民

を
導
入
し
て
も
福
祉
や
観
光
の

現
場
の
戦
力
に
す
る
の
は
難
し

い
。
そ
こ
で
切
り
札
に
な
る
の

が
Ｄ
Ｘ
︵
デ
ジ
タ
ル
・
ト
ラ
ン

ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
︶
だ
。

先
進
国
の
中
で
日
本
の
Ｄ
Ｘ
は

遅
れ
に
遅
れ
て
い
る
。
そ
の
た

め
に
、
ペ
ー
パ
ー
を
使
っ
た
手

仕
事
に
よ
る
膨
大
な
事
務
作
業

が
残
っ
て
い
る
。
事
務
の
た
め

の
事
務
が
あ
り
、
そ
の
た
め
に

専
門
の
事
務
要
員
が
存
在
す

る
。Ｄ
Ｘ
に
本
気
で
取
り
組
む
、

つ
ま
り
単
に
電
子
化
す
る
だ
け

で
な
く
官
庁
も
企
業
も
標
準
化

や
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
に
本
気
で
取

り
組
め
ば
、
事
務
要
員
の
相
当

な
部
分
、
そ
れ
も
高
い
教
育
を

受
け
、
市
民
と
し
て
の
倫
理
も

標
準
以
上
の
人
材
を
新
た
に
必

要
な
現
場
に
回
す
こ
と
が
で
き

る
。

　

仮
に
現
在
年
収
４
０
０
万
の

事
務
職
を
Ｄ
Ｘ
に
よ
っ
て
省
力

化
し
、
そ
の
人
材
の
中
か
ら
希

望
す
る
人
、
や
り
甲
斐
を
求
め

る
人
を
福
祉
の
現
場
に
回
し
て

年
収
５
０
０
万
円
を
保
証
す
る

と
す
る
。
そ
う
な
れ
ば
、
福
祉

サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
で
多
く

の
受
益
者
が
安
全
と
安
心
を
享

受
で
き
、
企
業
や
官
庁
で
は
生

産
性
が
劇
的
に
向
上
す
る
。
一

石
二
鳥
で
あ
り
、
現
在
の
日
本

の
低
い
生
産
性
を
考
え
る
と
、

経
済
効
果
を
差
し
引
き
プ
ラ
ス

に
す
る
の
は
十
分
に
可
能
だ
ろ

う
。
こ
う
し
た
人
材
の
再
配
置

に
成
功
で
き
る
か
は
、
中
期
的

に
日
本
の
衰
退
を
ス
ロ
ー
ダ
ウ

ン
で
き
る
か
の
大
き
な
岐
路
と

な
る
に
違
い
な
い
。︵
れ
い
ぜ

い
・
あ
き
ひ
こ
／
作
家
・
プ
リ

ン
ス
ト
ン
在
住
︶

人
材
の
再
配
置
が
必
要
な
日
本

あ
め
り
か
時
評

閑
話
休
題

冷
泉
彰
彦

　

ト
ム
・
デ
ィ
ナ
ポ
リ
Ｎ
Ｙ
州

会
計
監
査
官
は
、
２
０
２
１
年

の
同
州
の
貧
困
率
が
全
米
の
平

均
12
・
８
％
を
上
回
る
14
％︵
約

２
７
０
万
人
︶
だ
っ
た
と
い
う

最
新
の
デ
ー
タ
を
発
表
し
た
。 

　

Ｎ
Ｙ
州
の
貧
困
率
は
、
20
年

ま
で
の
10
年
間
で
２
・
３
％
減

の
12
・
７
％
と
な
っ
た
が
、
コ

ロ
ナ
禍
で
再
び
上
昇
し
た
。
貧

困
率
が
最
も
高
い
の
は
Ｎ
Ｙ
市

ブ
ロ
ン
ク
ス
の
24
％
で
、
次
い

で
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
17
・
8
％
、

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
16
・
３
％
と
な

っ
て
い
る
。
貧
困
線
は
、
所

得
、
家
族
の
大
き
さ
、
構
成
の

デ
ー
タ
を
異
な
る
家
族
の
人

数
に
必
要
な
家
計
と
比
較
し

た
米
国
勢
調
査
局
の
数
値
を

指
標
と
し
て
い
る
。
21
年
の

貧
困
線
は
、
１
人
暮
ら
し
で

１
万
３
７
８
８
ド
ル
、
４
人
家

族
で
２
万
７
７
４
０
ド
ル
だ
っ

た
。
Ｎ
Ｙ
州
の
人
種
別
の
貧
困

率
は
、
ヒ
ス
パ
ニ
ッ
ク
系
が
白

人
の
倍
以
上
で
最
も
高
く
、
黒

人
、
ネ
イ
テ
ィ
ブ
・
ハ
ワ
イ
ア

ン
、
太
平
洋
諸
島
移
民
、
北
米

先
住
民
族
は
約
２
倍
と
な
っ
て

い
る
。
年
齢
別
で
は
、
成
人
よ

り
も
子
供
の
方
が
著
し
く
高

く
、
18
歳
以
下
の
貧
困
率
は
、

国
内
平
均
の
５
％
に
対
し
、
Ｎ

Ｙ
州
は
18
・
５
％
だ
っ
た
。 

　

デ
ィ
ナ
ポ
リ
氏
は
、
パ
ン
デ

ミ
ッ
ク
で
Ｎ
Ｙ
州
全
体
の
貧
困

状
況
が
悪
化
し
た
一
方
、
連
邦

助
成
で
子
女
税
額
控
除
制
度
を

拡
大
し
、
州
行
政
の
衡
平
性
を

強
化
す
る
こ
と
で
、
さ
ら
な
る

貧
困
層
の
増
加
を
抑
制
で
き
る

と
話
し
て
い
る
。
同
州
民
主
党

議
員
は
８
日
、
最
低
所
得
層
を

対
象
に
、
子
女
１
人
当
た
り
最

大
１
５
０
０
ド
ル
の
連
邦
税
額

控
除
を
提
供
す
る
Ｎ
Ｙ
州
勤
労

世
帯
税
額
控
除
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

法
案
を
提
出
し
た
。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
カ
ー
の
14
％

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
系
人
会

︵
Ｊ
Ａ
Ａ
、
佐
藤
貢
司
会
長
︶

は
12
日
夜
ハ
ー
バ
ー
ド
ク
ラ
ブ

で
Ｊ
Ａ
Ａ
１
１
５
周
年
記
念
晩

さ
ん
会
を
開
催
し
た
。
会
長
の

開
会
の
挨
拶
に
続
き
、
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
総
領
事
の
森
美
樹
夫
大

使
が
祝
辞
を
述
べ
た
。

　

当
日
は
、
企
業
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
賞
が

三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行
︵M

U
FG

 
B

ank Ltd

︶
に
贈
ら
れ
た
。

Ｍ
Ｕ
Ｆ
Ｇ
は
Ｊ
Ａ
Ａ
の
奨
学

金
、
東
日
本
大
震
災
、
米
国
同

時
多
発
テ
ロ
な
ど
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

に
長
年
に
わ
た
り
積
極
的
に
貢

献
し
て
き
て
い
る
。
個
人
で
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
リ
ー
ダ
ー
シ

ッ
プ
賞
は
Ｊ
Ａ
Ａ
の
会
長
を
６

年
間
務
め
た
弁
護
士
の
ゲ
ー
リ

ー
森
脇
Ｊ
Ａ
Ａ
終
身
顧
問
に
ス

ー
ザ
ン
大
沼
名
誉
会
長
か
ら
授

与
さ
れ
た
。

　

登
壇
し
た
米
州
Ｍ
Ｕ
Ｆ
Ｇ
ホ

ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
コ
ー
ポ
レ
ー

シ
ョ
ン
の
小
森
谷
正
敏
取
締
役

会
会
長
は
、
受
賞
へ
の
感
謝
の

言
葉
を
述
べ
た
後
、
次
世
代
へ

の
サ
ポ
ー
ト
に
つ
い
て
ス
ピ
ー

チ
し
た
。
同
社
が
﹃
世
界
が
進

む
チ
カ
ラ
に
な
る
。﹄
を
モ
ッ

ト
ー
に
携
わ
っ
て
い
る
Ｊ
Ａ
Ａ

奨
学
金
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
﹁
今
日

の
紛
争
や
複
雑
な
世
界
の
対
立

の
答
え
を
求
め
ら
れ
る
明
日
の

リ
ー
ダ
ー
で
あ
る
若
者
た
ち
を

支
援
で
き
る
こ
と
を
光
栄
に
思

う
﹂
と
述
べ
た
。
ま
た
、
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
弁
当
や
3
・
11
や

9
・
11
の
追
悼
イ
ベ
ン
ト
な
ど

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
お
い

て
は
喜
ん
で
Ｊ
Ａ
Ａ
と
協
力
し

て
い
る
と
し
、
日
本
の
こ
と
わ

ざ
、﹁
情
け
は
人
の
た
め
な
ら

ず
﹂
を
日
英
語
で
紹
介
し
た
。 

　

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
期
間
中
、
弁

当
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
多
大
な
貢

献
を
し
た
ヨ
シ
ダ
レ
ス
ト
ラ
ン

グ
ル
ー
プ
の
好
田
絵
里
奈
さ
ん

と
北
米
伊
藤
園
の
エ
グ
ゼ
ク
テ

ィ
ブ
・
バ
イ
ス
・
プ
レ
ジ
デ
ン

ト
の
ロ
ナ
・
テ
ィ
ソ
ン
さ
ん
に

２
０
２
０
年
度
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
ー
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
賞
が
ス

ー
ザ
ン
・
マ
コ
ー
マ
ッ
ク
副
会

長
か
ら
授
与
さ
れ
た
。　

　

Ｊ
Ａ
Ａ
に
と
っ
て
は
大
き
な

募
金
活
動
と
も
な
る
晩
さ
ん
会

で
、
当
日
は
ハ
ー
バ
ー
ド
ク
ラ

ブ
名
物
の
大
き
な
ク
リ
ス
マ
ス

ツ
リ
ー
の
下
で
、
１
７
０
人
の

参
加
者
が
デ
ィ
ナ
ー
を
楽
し
み

な
が
ら
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
混
声
コ

ー
ラ
ス
の
ク
リ
ス
マ
ス
ソ
ン
グ

や
、
ク
ニ
・
三
上
バ
ン
ド
の
ジ

ャ
ズ
演
奏
と
メ
グ
・
ジ
ョ
ン
ソ

ン
の
歌
声
を
楽
し
ん
だ
。

　

ま
た
、
Ｎ
Ｙ
日
系
人
会
の
方

向
性
を
リ
ー
ド
し
て
き
た
理
事

の
ス
キ
・
ポ
ー
ツ
さ
ん
の
88
歳

の
誕
生
日
を
お
祝
い
し
た
。　

　

最
後
に
野
田
美
知
代
事
務
局

長
が
登
壇
し
、﹁
コ
ロ
ナ
期
間

中
の
２
０
２
０
年
５
月
４
日

か
ら
21
年
５
月
27
日
ま
で
に

４
２
０
０
個
の
お
弁
当
を
日
系

シ
ニ
ア
に
届
け
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
弁
当

か
ら
学
ん
だ
こ
と
は
、
有
事
の

際
に
日
系
社
会
が
総
領
事
館
を

中
心
に
協
力
し
て
助
け
合
え
る

と
い
う
こ
と
で
す
。
９
・
11
の

時
は
ど
う
し
て
い
い
の
か
分
か

ら
な
か
っ
た
が
、
３
・
11
を
乗

り
越
え
、
助
け
合
っ
て
１
１
５

年
を
迎
え
、
こ
れ
か
ら
も
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ー
に
寄
り
添
っ
た
活

動
を
し
て
い
き
ま
す
﹂
と
ク
ロ

ー
ジ
ン
グ
の
挨
拶
を
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
Ａ
は
、
来
年
１
月
に
同

じ
ビ
ル
の
５
階
に
引
っ
越
す
予

定
だ
。

企業の地域社会リーダー賞を受ける小森谷会長（中央）

個人の地域社会リーダー賞を受ける森脇氏（中央）

2020 年度の地域社会リーダー賞を受ける北米伊藤園のティ
ソンさん（右）とヨシダレストラングループの好田さん（左）

クリスマスツリーの下で 170 人が参加した晩さん会

http://www.919usa.com
mailto:kisotanaka@kisotanaka.com
mailto:info@bcnetwork.org%E2%96%A0NY%E6%97%A5%E6%9C%AC%E4%BA%BA
http://www.Jhelp.com
http://www.nyseikatsu.com
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朝
鮮
戦
争
で
、
米
兵
と
し
て

中
国
共
産
党
と
戦
い
軍
最
高
位

の
勲
章
を
授
与
さ
れ
た
ミ
ヤ
ム

ラ
・
ヒ
ロ
シ
さ
ん
が
11
月
29
日
、

ア
リ
ゾ
ナ
州
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
の

自
宅
で
死
去
し
た
。
97
歳
だ
っ

た
。
12
月
１
日
付
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
タ
イ
ム
ズ
紙
が
大
き
く
訃
報

記
事
を
掲
載
し
て
い
る
。
そ
れ

に
よ
る
と
、
ミ
ヤ
ム
ラ
さ
ん
は

１
９
２
５
年
10
月
26
日
、
24
時

間
営
業
の
食
堂
を
営
む
日
本
か

ら
の
移
民
の
子
と
し
て
ギ
ャ
ラ

ッ
プ
に
生
ま
れ
た
。
44
年
に

徴
兵
さ
れ
、
日
系
二
世
部
隊
、

４
４
２
部
隊
戦
闘
団
に
配
属
さ

れ
た
。
こ
の
日
系
部
隊
は
、
第

二
次
世
界
大
戦
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

で
の
輝
か
し
い
戦
闘
記
録
を
残

し
た
。
一
方
、
西
海
岸
の
日
系

人
た
ち
は
、
治
安
上
の
リ
ス
ク

と
し
て
恐
れ
ら
れ
、
荒
廃
し
た

内
陸
部
の
強
制
収
容
所
で
武
装

警
備
下
に
置
か
れ
た
。

　

ミ
ヤ
ム
ラ
さ
ん
が
訓
練
を

終
え
て
海
外
に
派
兵
さ
れ
た

時
、
既
に
ド
イ
ツ
の
降
伏
は
数

日
後
に
迫
っ
て
い
た
。
46
年
に

除
隊
後
、
陸
軍
予
備
役
に
入
隊

し
、
50
年
の
朝
鮮
戦
争
勃
発
と

と
も
に
現
役
に
復
帰
。
第
二
次

世
界
大
戦
後
に
人
種
差
別
が
撤

廃
さ
れ
、
統
合
さ
れ
た
陸
軍
の

第
三
歩
兵
師
団
の
分
隊
長
に
な

っ
た
。
51
年
4
月
24
日
夜
、
韓

国
の
首
都
ソ
ウ
ル
近
郊
の
前
哨

基
地
を
防
衛
し
て
い
た
部
隊

︵
機
関
銃
兵
と
小
銃
兵
15
人
ほ

ど
︶
は
攻
撃
を
受
け
、
激
戦
の

中
で
ミ
ヤ
ム
ラ
伍
長
の
活
躍
に

よ
っ
て
部
隊
を
救
っ
た
。
53
年

10
月
、
ミ
ヤ
ム
ラ
さ
ん
は
、
ホ

ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
の
式
典
で
ド
ワ

イ
ト
・
Ｄ
・
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー

大
統
領
か
ら
、
勇
気
を
示
す
軍

最
高
位
の
勲
章
を
正
式
に
授
与

さ
れ
た
。
朝
鮮
戦
争
後
は
、
ギ

ャ
ラ
ッ
プ
に
戻
り
、
自
動
車
整

備
士
と
し
て
働
き
、
サ
ー
ビ
ス

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
経
営
し
た
。

孫
娘
の
ミ
ヤ
ム
ラ
・
マ
リ
サ
さ

ん
は
、
米
国
空
軍
士
官
学
校
を

卒
業
後
、
米
空
軍
に
入
隊
、
イ

リ
ノ
イ
州
の
ス
コ
ッ
ト
空
軍
基

地
の
通
信
部
隊
に
中
尉
と
し
て

配
属
さ
れ
２
０
１
０
年
5
月
に

同
基
地
で
開
催
さ
れ
た
ア
ジ
ア

太
平
洋
ア
メ
リ
カ
遺
産
月
間
の

会
議
で
﹁
祖
父
が
い
た
か
ら
こ

そ
、
私
は
今
、
軍
で
働
く
こ
と

が
で
き
て
い
ま
す
。
彼
は
生
涯

を
名
誉
の
た
め
に
生
き
て
き
ま

し
た
。
そ
れ
は
私
に
と
っ
て
大

き
な
遺
産
で
す
﹂
と
挨
拶
し
て

い
る
。

　

グ
リ
ニ
ッ
ジ
ビ
レ
ッ
ジ
の
地

下
鉄
、
西
４
丁
目
ワ
シ
ン
ト
ン

ス
ク
エ
ア
パ
ー
ク
駅
で
８
日
深

夜
12
時
す
ぎ
、
意
識
不
明
の
男

性
に
関
す
る
９
１
１
通
報
が
あ

っ
た
。
駆
け
つ
け
た
警
察
官
は

ホ
ー
ム
か
ら
離
れ
た
階
段
の
ス

ロ
ー
プ
付
近
で
、
体
に
裂
傷
を

負
い
、
意
識
を
失
っ
て
反
応
し

な
い
被
害
者
を
発
見
し
た
。
そ

の
後
、
救
急
隊
員
が
身
元
不
明

の
男
性
の
死
亡
を
現
場
で
宣
告

し
た
。
今
後
は
検
視
官
に
よ
り

死
因
が
特
定
さ
れ
る
と
い
う
。

容
疑
者
は
逮
捕
は
さ
れ
て
お
ら

ず
、
捜
査
が
継
続
し
て
い
る
。

Ｗ
４
駅
で
他
殺
体

何
者
か
に
刺
さ
れ
る

日
系
二
世
の
元
米
兵

ミ
ヤ
ム
ラ
さ
ん
死
去

朝鮮戦争の英雄

　

イ
エ
ー
ル
大
学
や
ハ
ー
バ
ー

ド
大
学
な
ど
の
名
門
が
今
年

の
参
加
辞
退
を
表
明
す
る
な

か
、
Ｕ
Ｓ
ニ
ュ
ー
ズ
＆
ワ
ー

ル
ド
・
レ
ポ
ー
ト
誌
は
５
日
、

２
０
２
３
年
度
の
米
国
大
学
の

ロ
ー
ス
ク
ー
ル
︵
法
科
大
学
院
︶

ラ
ン
キ
ン
グ
を
発
表
し
た
。 

　

コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
は
今
年
７

月
、
昨
年
度
の
ラ
ン
キ
ン
グ
で

不
的
確
な
情
報
を
提
供
し
た
疑

い
が
あ
っ
た
こ
と
で
参
加
辞
退

を
発
表
し
、
イ
エ
ー
ル
と
ハ
ー

バ
ー
ド
大
学
は
先
月
、
同
ラ
ン

キ
ン
グ
の
評
価
方
法
と
イ
ン
セ

ン
テ
ィ
ブ
に
賛
同
で
き
な
い

と
し
て
共
同
で
辞
退
を
伝
え

た
。
さ
ら
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
大

学
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
の
ト
ロ
イ
・

マ
ッ
ケ
ン
ジ
ー
学
院
長
も
書
面

で
﹁
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
を
目
指
す

学
生
た
ち
は
、
将
来
の
ゴ
ー
ル

に
見
合
っ
た
大
学
の
選
択
の
た

め
に
的
確
な
情
報
が
必
要
で
あ

る
。
同
誌
は
、
他
に
は
な
い
情

報
を
提
供
し
て
い
た
時
期
も
あ

っ
た
が
、変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
﹂

と
参
加
し
な
い
意
向
を
伝
え
、

特
に
卒
業
後
の
学
資
ロ
ー
ン
返

済
支
援
や
、
所
得
の
低
い
公
益

法
人
で
働
く
卒
業
生
の
フ
ェ
ロ

ー
シ
ッ
プ
制
度
な
ど
の
支
援
に

関
す
る
情
報
が
乏
し
い
と
指
摘

し
て
い
る
。 

　

今
年
度
は
そ
の
ほ
か
ジ
ョ
ー

ジ
タ
ウ
ン
や
ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ
ア

大
学
を
含
む
上
位
常
連
の
全
14

校
が
参
加
を
辞
退
し
た
が
、
同

誌
は
公
表
さ
れ
て
い
る
デ
ー
タ

を
基
に
、
各
大
学
院
の
評
価
を

発
表
し
た
。
同
ラ
ン
キ
ン
グ
の

上
位
10
位
は
次
の
通
り
。
１
位

イ
エ
ー
ル
大
学
、
２
位
ス
タ
ン

フ
ォ
ー
ド
大
学
、
３
位
シ
カ
ゴ

大
学
、
４
位
コ
ロ
ン
ビ
ア
大

学
、
５
位
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
、

６
位
ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ
ア
大
学
、

７
位
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
大
学
、
８

位
バ
ー
ジ
ニ
ア
大
学
、
９
位
カ

リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
バ
ー
ク
レ

ー
校
、
10
位
ミ
シ
ガ
ン
大
学
ア

ナ
ー
バ
ー
校
。
同
ラ
ン
キ
ン

グ
の
詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

usnew
s.com

を
参
照
す
る
。

全
米
法
科
大
ラ
ン
キ
ン
グ

Ｕ
Ｓ
ニ
ュ
ー
ス
＆
ワ
ー
ル
ド
レ
ポ
ー
ト

名
門
14
校
が
参
加
辞
退

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
保
健
局
は

９
日
、
新
型
コ
ロ
ナ
、
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
、
Ｒ
Ｓ
Ｖ
︵
呼
吸
器

合
胞
体
ウ
イ
ル
ス
︶
の
三
重
波

と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
屋
内

や
混
雑
し
た
場
所
で
の
マ
ス
ク

着
用
を
促
す
勧
告
を
行
っ
た
。

マ
ス
ク
着
用
義
務
の
復
活
ま
で

は
要
求
し
て
い
な
い
。

　

勧
告
で
は
ま
た
、
予
防
接

種
、
検
査
、
手
指
消
毒
、
病
気

の
と
き
は
家
に
い
る
な
ど
の
こ

れ
ま
で
実
証
済
み
の
予
防
措
置

も
強
く
推
奨
し
て
い
る
。
特
に

65 
歳
以
上
の
人
や
免
疫
不
全
の

人
な
ど
合
併
症
の
リ
ス
ク
が
高

い
人
、
ま
た
は
感
染
者
と
会
う

人
に
と
っ
て
重
要
だ
と
し
て
い

る
。
予
防
接
種
に
つ
い
て
は
以

前
接
種
を
受
け
た
こ
と
が
あ
る

場
合
で
も
今
季
に
向
け
て
コ
ロ

ナ
と
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
接
種

を
受
け
る
よ
う
に
促
し
て
い

る
。
保
健
局
は
、
Ｒ
Ｓ
Ｖ
感
染

は
改
善
の
き
ざ
し
が
あ
る
が
、

コ
ロ
ナ
と
イ
ン
フ
ル
は
増
加
傾

向
が
あ
り
、
医
療
機
関
に
過
度

の
負
担
を
か
け
る
可
能
性
が
あ

る
と
指
摘
し
て
い
る
。
ア
シ
ュ

ウ
ィ
ン
・
バ
サ
ン
保
健
局
長
は

﹁
ホ
リ
デ
ー
シ
ー
ズ
ン
は
協
調

す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
安

全
に
集
ま
る
必
要
が
あ
る
。
集

ま
る
前
に
検
査
を
受
け
、
陽
性

の
場
合
は
す
ぐ
に
治
療
を
受
け

て
ほ
し
い
﹂
と
述
べ
て
い
る
。

　

感
謝
祭
後
、
新
型
コ
ロ
ナ
の

感
染
数
は
50
％
ほ
ど
増
加
、
８

日
現
在
で
１
日
当
た
り
平
均

３
８
０
０
人
の
新
規
感
染
が
あ

る
。
検
査
キ
ッ
ト
で
自
分
で
調

べ
た
人
は
把
握
で
き
な
い
た
め

実
数
は
も
っ
と
多
い
と
見
ら
れ

る
。
コ
ロ
ナ
で
入
院
し
て
い
る

の
は
１
５
９
５
人
で
９
月
中
旬

の
ほ
ぼ
２
倍
と
な
っ
て
い
る
。

　

保
健
局
マ
ス
ク
着
用
奨
励

コ
ロ
ナ
、
イ
ン
フ
ル
、
Ｒ
Ｓ
Ｖ
の
三
重
波

1953 年に撮影された写真（国立公文書館所蔵）

https://america-keitai.com/
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■
パ
タ
ゴ
ニ
ア
と
は

　

ア
ウ
ト
ド
ア
用
品
や
衣
料
の

製
造
販
売
メ
ー
カ
ー
で
、
徹
底

し
て
環
境
に
配
慮
し
た
商
品
を

提
供
す
る
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
企

業
。
２
０
２
２
年
９
月
、
地
球

保
全
の
た
め
約
30
億
ド
ル
と
評

価
さ
れ
る
企
業
所
有
権
を
特
別

ト
ラ
ス
ト
と
非
営
利
団
体
に
譲

渡
す
る
と
発
表
し
た
。

２
０
２
２
年
の
ハ
イ
ラ
イ
ト:

米
サ
ス
テ
ナ

ブ
ル
企
業
の
代
表
格
﹁
パ
タ
ゴ
ニ
ア
﹂

創
業
者
イ
ヴ
ォ
ン
・
シ
ュ
イ
ナ
ー
ド
氏
が
語

る
﹃
地
球
が
株
主
﹄

せ
ん
。
最
初
は
職
人

と
し
て
友
人
に
登

山
用
品
を
作
っ
て

い
ま
し
た
が
、
そ

の
後
ア
パ
レ
ル
業

界
に
入
り
ま
し
た
。

温
暖
化
や
生
態
系

破
壊
の
深
刻
さ
を

目
の
当
た
り
に
し
、

パ
タ
ゴ
ニ
ア
の
企

業
方
針
を
徹
底
的

に
改
善
す
る
こ
と

を
決
意
し
ま
し
た
。

企
業
が
正
し
い
活

動
を
行
え
ば
、
顧
客
や
ビ
ジ
ネ

ス
に
好
影
響
を
与
え
自
然
環
境

と
経
済
の
循
環
を
改
善
で
き

る
、
そ
う
思
っ
た
の
で
す
。

--- 

企
業
憲
章
と
理
念
を
明
確

に
示
し
、
社
員
が
環
境
に
良
い

素
材
で
製
品
開
発
す
る
。
最
善

を
尽
く
し
て
い
ま
す
が
十
分
で

な
く
企
業
が
地
球
に
責
任
を
持

つ
方
法
を
見
つ
け
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

*

選
択
肢
一
つ
目
は
、
パ
タ
ゴ

ニ
ア
を
売
却
し
全
財
産
を
寄
付

す
る
こ
と
。
し
か
し
売
却
後
の

新
オ
ー
ナ
ー
が
パ
タ
ゴ
ニ
ア
憲

章
を
理
解
し
社
員
の
雇
用
を
維

持
し
て
く
れ
る
と
は
思
え
ま
せ

ん
で
し
た
。

*

二
つ
目
は
株
式
上
場
で
し

た
。
そ
れ
は
惨
憺
た
る
結
果
を

も
た
ら
し
ま
し
た
。
善
意
あ
る

上
場
企
業
で
も
長
期
的
な
責
任

を
犠
牲
に
し
、
短
期
的
な
利
益

を
生
み
出
す
圧
力
に
さ
ら
さ
れ

る
。
結
局
、
ど
ち
ら
も
良
い
選

択
肢
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

---

﹁
株
式
を
公
開
す
る
﹂
の
で

は
な
く
﹁
目
的
を
達
成
す
る
﹂。

自
然
か
ら
受
け
た
恩
恵
を
投
資

家
の
富
に
変
え
る
の
で
は
な

く
、
企
業
生
産
の
富
す
べ
て
自

然
源
を
守
る
た
め
に
使
う
。
そ

の
た
め
に
議
決
権
付
き
株
式

１
０
０
％
は
そ
の
価
値
を
守
る

パ
タ
ゴ
ニ
ア
・
ト
ラ
ス
ト
に
譲

渡
、
無
議
決
権
株
式
１
０
０
％

は
自
然
環
境
を
守
る
非
営
利
団

体
に
譲
渡
し
、
再
投
資
で
得
た

収
益
は
自
然
保
護
の
資
金
と
し

て
再
分
配
す
る
。

--- 

50
年
後
の
地
球
と
企
業
と

人
類
の
繁
栄
を
真
に
願
う
な

ら
、
今
あ
る
資
源
内
で
で
き
る

循
環
シ
ス
テ
ム
を
つ
く
る
こ
と

で
す
。
地
球
は
無
限
で
な
く
も

う
限
界
を
超
え
て
い
る
。
し
か

し
我
々
が
本
気
で
取
り
組
め

ば
、
破
壊
と
温
暖
化
に
苦
し
む

地
球
を
救
う
こ
と
が
で
き
る
の

で
す
。
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■
古
市
裕
子

SDGs-NY

ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト

(

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
経
営
×
日

系
企
業
Ｎ
Ｙ
進
出
支
援)NY 

Marketing Business Action, 
Inc.

代
表
取
締
役
。
国
連
大
学

SDGs

研
究
員
。
ジ
ェ
ト
ロ
Ｎ

Ｙ
17
年
勤
務
。
著
書
︻SDGs

ピ
ボ
ッ
ト
戦
略
：
欧
米
企
業

１
２
事
例
集
／SDGs

×
次

世
代
×
企
業
価
値
︼https://

www.amazon.co.jp/dp/
B09NVMP2DF

■
創
業
者
イ
ヴ
ォ
ン
の
思
い

︵
プ
レ
ス
抄
訳
︶

　

﹃
地
球
は
、
私
達
の
唯
一
の

株
主
だ
。
地
球
の
繁
栄
を
守
り

企
業
ビ
ジ
ネ
ス
を
成
功
さ
せ
る

為
、
私
達
は
今
あ
る
資
源
で
で

き
る
こ
と
を
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
﹄

--- 

私
は
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
に
な

り
た
か
っ
た
わ
け
で
は
あ
り
ま

257

 　
﹁
量
を
売
っ
て
利
益
を
出
す

な
ら
ア
ジ
ア
、
尖
っ
た
も
の
を

高
値
で
売
る
な
ら
ア
メ
リ
カ
、

利
益
に
は
な
ら
な
い
け
れ
ど
流

行
を
作
る
な
ら
パ
リ
﹂
そ
ん
な

言
葉
が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、

こ
の
パ
リ
が
今
日
本
ブ
ー
ム
ら

し
い
。
そ
ん
な
こ
と
を
教
え
て

く
れ
た
の
は
、
パ
リ
で
ミ
シ
ュ

ラ
ン
ガ
イ
ド
に
も
掲
載
さ
れ
て

い
る
レ
ス
ト
ラ
ン
﹁
ル
・
ク
ロ
・

イ
グ
レ
ッ
ク
﹂
の
オ
ー
ナ
ー
シ

ェ
フ
の
黒
岩
功
氏
。

　

日
本
で
は
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル

レ
ス
ト
ラ
ン
を
展
開
さ
れ
て
い

る
こ
と
で
も
有
名
で
す
。
そ
ん

な
黒
岩
氏
が
教
え
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。﹁
こ
れ
か
ら
パ
リ
で

も
焼
酎
ブ
ー
ム
が
来
る
よ
﹂。

す
で
に
、﹁
お
湯
割
り
﹂
と
か

﹁
ソ
ー
ダ
割
り
﹂
な
ど
は
知
ら

れ
て
き
た
み
た
い
で
す
。
そ
し

て
、
焼
酎
は
、
フ
ル
ー
ツ
と
か

と
も
組
み
合
わ
す
こ
と
が
で
き

る
。つ
ま
り
カ
ク
テ
ル
に
な
る
。

　

何
よ
り
も
、
パ
リ
も
健
康
ブ

ー
ム
ら
し
く
、﹁
焼
酎
は
健
康

に
も
他
の
ア
ル
コ
ー
ル
よ
り
良

い
﹂と
い
う
こ
と
ら
し
い
で
す
。

日
本
の
焼
酎
が
日
の
目
を
見
る

の
は
嬉
し
い
け
れ
ど
、
こ
の
話

を
す
る
と
、﹁
焼
酎
も
値
上
が

り
す
る
の
か
な
・
・
・
﹂
と
、

不
安
に
な
る
人
も
。
実
際
、
人

気
の
焼
酎
の
値
段
が
上
が
っ
た

り
、
手
に
入
ら
な
く
な
っ
て
い

る
み
た
い
で
す
。

　

わ
た
し
も
焼
酎
好
き
で
す
。

晩
酌
に
夫
と
お
湯
割
り
に
し
て

楽
し
ん
で
い
ま
す
。
何
よ
り
焼

酎
を
作
っ
て
い
る
人
た
ち
が
潤

う
と
嬉
し
い
で
す
。

大
谷
由
里
子
：
１
９
６
３
年
、

奈
良
県
生
ま
れ
。
吉
本
興
業
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
を
経
て
、
人
材
活

性
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
。﹁
笑
い
﹂

を
取
り
入
れ
た
人
材
育
成
が
話

題
に
。
著
書
に
﹁
元
気
セ
ラ
ピ

ー
︵
Ｋ
Ｋ
ロ
ン
グ
セ
ラ
ー
ズ
︶﹂

﹁
は
じ
め
て
講
師
を
頼
ま
れ
た

ら
読
む
本
︵
中
経
出
版
︶﹂
な

ど
多
数
。

﹁
フ
ラ
ン
ス
で
焼
酎
ブ

ー
ム
が
や
っ
て
く
る
﹂

　

こ
ん
に
ち
は
！
理
学
療
法
士

の
須
賀
で
す
。
強
い
痛
み
と
い

え
ば
の
、
ぎ
っ
く
り
腰
に
な
る

と
と
て
も
強
い
痛
み
を
感
じ

て
、
動
く
の
が
と
て
も
怖
く
な

る
方
が
多
い
で
す
。
そ
し
て
、

多
く
の
ケ
ー
ス
で
痛
く
な
っ
た

ら
動
い
て
は
い
け
な
い
と
い
う

﹁
誤
っ
た
情
報
﹂
が
医
療
者
か

ら
も
含
め
て
伝
え
ら
れ
て
し
ま

い
ま
す
。
基
本
的
に
は
骨
折
や

内
臓
の
病
気
な
ど
重
篤
な
も
の

が
な
い
場
合
、
適
切
な
説
明
を

受
け
て
動
か
す
こ
と
が
重
要
で

す
。

　

痛
み
は
身
体
で
認
識
さ
れ
る

わ
け
で
は
な
く
、
最
終
的
に
は

脳
の
感
覚
野
と
い
う
と
こ
ろ
で

認
知
さ
れ
ま
す
。
そ
し
て
、
痛

み
に
対
し
て
恐
怖
を
感
じ
る

一
番
大
事
な
の
は
動
か
せ
る
範

囲
で
動
か
し
て
い
く
こ
と
で

す
。
ぎ
っ
く
り
腰
に
な
っ
た
場

合
、
痛
み
が
強
く
て
全
て
の
動

作
が
痛
い
よ
う
に
勘
違
い
し
て

し
ま
い
ま
す
。
た
だ
し
、
身
体

に
明
ら
か
な
異
常
が
な
い
場

合
、
痛
み
を
伴
わ
な
い
動
作
と

い
う
も
の
が
存
在
し
ま
す
。
私

の
と
こ
ろ
に
い
ら
し
た
方
に
は

痛
み
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
ご
説
明

し
、
大
丈
夫
な
動
作
を
探
し
て

動
か
し
、
脳
の
勘
違
い
で
痛
く

な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
部
分
を

取
り
除
い
て
い
き
ま
す
。
も
ち

ろ
ん
、
身
体
自
体
か
ら
来
て
い

る
部
分
も
あ
り
ま
す
の
で
、
そ

の
場
合
は
以
前
ま
で
の
コ
ラ
ム

で
も
記
載
し
て
い
る
よ
う
に
筋

膜
の
状
態
を
整
え
て
い
き
ま

す
。
筋
膜
は
全
身
を
ボ
デ
ィ
ー

ス
ー
ツ
の
よ
う
に
包
ん
で
お

り
、
痛
み
や
運
動
の
神
経
の
セ

ン
サ
ー
も
多
く
含
み
ま
す
。
よ

っ
て
、
硬
く
な
っ
て
い
る
筋
膜

を
整
え
て
、
痛
み
を
軽
減
し
つ

つ
動
き
や
す
い
状
態
を
作
り
、

動
か
せ
る
範
囲
を
拡
大
す
る
と

い
う
こ
と
を
同
時
に
行
っ
て
い

き
ま
す
。
も
し
痛
く
て
動
か
す

https://www.funcphysio.com/
dr-kohei-suga/?lang=ja

恐
怖
心
と
痛
み
と
筋
膜 10

と
、
そ
の
恐
怖
が
痛
み
を
増
さ

せ
ま
す
。
例
え
ば
、
身
体
は
腰

か
ら
３
と
い
う
痛
み
し
か
脳
へ

情
報
を
送
っ
て
い
な
い
に
も
関

わ
ら
ず
、
﹁
動
か
す
の
が
怖
い
﹂

と
感
じ
る
こ
と
で
、
そ
れ
が
痛

み
を
増
幅
さ
せ
、
脳
で
８
と
い

っ
た
痛
み
で
知
覚
さ
れ
る
、
と

い
う
こ
と
が
生
じ
ま
す
。
こ
れ

が
起
き
て
し
ま
う
と
、
痛
い
か

ら
動
か
さ
な
い
↓
動
か
さ
な
い

と
い
う
こ
と
は
そ
こ
が
壊
れ
そ

う
で
危
な
い
！ 

と
い
う
よ
う

に
脳
が
誤
認
し
て
い
き
ま
す
。

自
然
に
痛
み
が
良
く
な
る
方
も

い
る
の
で
す
が
、
こ
れ
が
続
い

て
し
ま
う
と
慢
性
化
し
て
痛
み

が
取
れ
づ
ら
く
な
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
場
合
は
ど
う
す

れ
ば
良
い
の
で
し
ょ
う
か
？　

の
が
怖
い
と
い
う
問
題
を
お
抱

え
で
し
た
ら
、
ぜ
ひ
一
度
私
た

ち
に
ご
相
談
い
た
だ
け
ま
す
と

幸
い
で
す
。

■Dr. Kohei Suga

︵
須
賀

康
平
︶、
Ｐ
Ｔ
、
Ｄ
Ｐ
Ｔ
、
Ｃ

Ｆ
Ｍ
Ｓ

  

日
米
で
の
臨
床
経
験
を
持

ち
、
東
京
２
０
２
０
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
や
日
本
理
学
療
法
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
作
成
に
も
携
わ
っ

た
セ
ラ
ピ
ス
ト
。
世
界
初
で

Fascial Manipulation®

の

認
定
を
取
得
し
た
筋
膜
の
専
門

家
。
専
門
は
筋
膜
、
め
ま
い
、

整
形
外
科
全
般
と
ス
ポ
ー
ツ
。

https://www.takenakapartners.com/
http://kkobo.com/
http://myriverside.net/home
https://www.maxjob.com/
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Ｎ
Ｂ
Ａ
チ
ー
ム
で
の
差
別
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
対
し
て
、

１
０
０
０
万
ド
ル
の
罰
金
は
正
当
か

クイック USA

117
　

N
ation

al B
ask

etball 
A

ssociation

︵
Ｎ
Ｂ
Ａ
︶
及

び

W
om

en
’

s N
ation

al 
B

asketball A
ssociation

︵
Ｗ
Ｎ
Ｂ
Ａ
︶
の
ア
リ
ゾ
ナ
州

フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
市
に
拠
点
の
あ

る
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
・
サ
ン
ズ
、

そ
し
て
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
・
マ
ー

キ
ュ
リ
ー
の
オ
ー
ナ
ー
で
あ
る

ロ
バ
ー
ト
・
サ
ー
バ
ー
氏
が
起

こ
し
た
差
別
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

行
為
の
大
規
模
な
調
査
結
果
が

発
表
さ
れ
た
の
が
、
２
０
２
２

年
9
月
の
こ
と
で
あ
る
。

　

サ
ー
バ
ー
氏
は
サ
ウ
ス
ウ
エ

ス
ト
・
バ
リ
ュ
ー
・
パ
ー
ト
ナ

ス
社
︵
Ｓ
Ｗ
Ｖ
Ｐ
︶
と
い
う
不

動
産
投
資
会
社
を
共
同
設
立
し

て
財
を
な
し
、
04
年
に
当
時
史

上
最
高
額
の
4
億
１
０
０
０
万

 

米
語
ウ
ォ
ッ
チ
が
単
行
本
に
＝
旦
英
夫
氏
著
﹃
米
語
で
ウ
ォ
ッ

チ
：
日
本
か
ら
は
見
え
な
い
ア
メ
リ
カ
の
真
実
﹄
Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所

刊
は
、
ア
マ
ゾ
ン
及
び
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
紀
伊
國
屋
で
好
評
販
売
中
。

　世界一の富豪でテスラ CEO のマスク氏が 440 億ドルでツイッターを買収したあと、SNS における Content 
Moderation に関する議論が急激に高まりました。Content とは SNS に投稿される内容で、Moderation とはそ
れを管理すること。つまり、Content Moderation とは、差別、中傷、ヘイト（憎悪）、ポルノ、暴力扇動など不
適切な投稿を、何らかの基準を用いて制限することです。広い意味では、SNS が特定のメンバーを排除すること
や、また復帰を認める判断も Moderation と言えるでしょう。（注意：SNS という言葉は日本特有です。米国で

は Social Media と呼ばれます。）
　通常 Social Media は、投稿を見張りチェックする担当者（Moderators) を、大量に雇用し目を光らせています。しかし、マス
ク氏は制約がない活発な意見交換の場を提供するとして、Moderation に懐疑的な考えを示しています。実際、買収後 Content 
Moderation 体制が弱体化し、陰謀論やヘイトスピーチなど不適切な投稿がツイッター上で飛躍的に増大しているそうです。また、
暴力を容認するような発信をしたために、ツイッターから締め出されていたトランプ元大統領の復帰をマスク氏が認めたことが、
大きな論議になっています。これらを受けて、社会的責任を重視する会社の多くが、ツイッターを利用した広報・宣伝を中止しま
した。
　ニュースや意見、その他のあらゆる情報の広がりに占める Social Media の役割は今後ますます大きくなるでしょう。米国 Social 
Media における Content Moderation は世界にも大きな影響を与えます。今後の展開に目が離せません。

 （旦　英夫　ニューヨーク州弁護士）

Content Moderation  SNS 上の投稿管理 米 語
Watch

 【240】

ド
ル
で
Ｎ
Ｂ
Ａ
チ
ー
ム
、
フ

ェ
ニ
ッ
ク
ス
・
サ
ン
ズ
を
、

そ
し
て
同
時
期
に
Ｗ
Ｎ
Ｂ
Ａ

チ
ー
ム
、
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
・

マ
ー
キ
ュ
リ
ー
を
購
入
し
た

ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
で
あ
る
。

　

以
前
か
ら
サ
ー
バ
ー
氏
の

発
言
や
行
動
は
問
題
に
な
っ

た
事
は
あ
っ
た
が
、
21
年
11

月
に
70
人
以
上
か
ら
の
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
を
も
と
に
記
載
さ

れ
た
レ
ポ
ー
ト
に
よ
り
、
人

種
差
別
発
言
と
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
︵
特
に
女
性
軽
視
・
女
性

嫌
悪
︶
問
題
が
告
発
さ
れ
て

Ｎ
Ｂ
Ａ
主
導
で
調
査
が
行
わ

れ
て
い
た
。

　

Ｎ
Ｂ
Ａ
は
今
回
の
調
査
に

対
し
てW

achtell, Lipton, 
R

osen &
am

p; K
atz

法
律

事
務
所
に
調
査
を
依
頼
し
た
。

同
法
律
事
務
所
は
３
２
０
人
へ

の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
と
共
に
、
過

去
の
書
類
、
電
子
メ
ー
ル
、
テ

キ
ス
ト
メ
ッ
セ
ー
ジ
や
動
画
等

を
含
む
8
万
件
以
上
の
資
料
を

も
と
に
調
査
結
果
を
ま
と
め

た
。

　

最
終
的
に
サ
ー
バ
ー
氏
へ
は

１
０
０
０
万
ド
ル
︵
14
億
円
︶

の
罰
金
と
1
年
間
の
活
動
停
止

処
分
が
下
さ
れ
た
︵
ち
な
み
に

１
０
０
０
万
ド
ル
の
罰
金
は
Ｎ

Ｂ
Ａ
で
決
定
さ
れ
て
い
る
ペ
ナ

ル
テ
ィ
額
の
上
限
で
あ
る
。
ま

た
こ
の
金
額
は
サ
ー
バ
ー
氏
の

純
資
産
の
１
・
25
％
に
し
か
相

当
し
な
い
︶。

 　

一
見
す
る
と
高
額
な
罰
金
、

そ
し
て
非
常
に
厳
し
い
処
分
で

■
﹃
米
下
院
、
同
性
婚
を
認
め

る
﹁
婚
姻
尊
重
法
案
﹂
を
可
決
、

共
和
党
か
ら
も
39
人
の
賛
成

票
﹄
︵
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
発
︶
＝

米
国
の
連
邦
議
会
下
院
は
12
月

あ
る
と
い
う
見
方
も
出
来
な
く

は
な
い
が
、
多
く
の
Ｎ
Ｂ
Ａ
選

手
や
関
係
者
は
サ
ー
バ
ー
氏
に

対
す
る
処
分
は
軽
す
ぎ
る
と
し

て
声
明
を
発
表
し
た
。

　

実
際
に
人
種
差
別
発
言
や
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
行
為
が
行
わ
れ
て

い
た
と
い
う
事
実
が
明
白
に
な

っ
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
解
雇
や

球
団
売
却
の
処
分
が
下
さ
れ
な

か
っ
た
こ
と
に
対
し
て
の
不
満

が
多
い
。

　

フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
・
サ
ン
ズ
の

ス
ポ
ン
サ
ー
で
あ
る
ペ
イ
パ
ル

社
含
め
て
、
多
く
の
企
業
も
サ

ー
バ
ー
氏
が
オ
ー
ナ
ー
で
あ
る

限
り
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
契
約

を
更
新
す
る
こ
と
は
無
い
と
い

う
声
明
を
発
表
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
下
、
サ
ー

バ
ー
氏
は
サ
ン
ズ
、
マ
ー
キ
ュ

リ
ー
両
チ
ー
ム
の
運
営
か
ら
身

を
引
き
、
チ
ー
ム
を
売
却
す
る

意
向
を
示
し
、
実
際
に
売
却
の

手
続
き
を
開
始
し
て
い
る
。
04

年
に
4
億
１
０
０
０
万
ド
ル
で

購
入
し
た
サ
ン
ズ
は
現
在
の
市

場
価
値
は
約
18
億
ド
ル
で
あ

る
。

　

問
題
の
あ
る
言
動
を
起
こ
し

た
場
合
、
ど
の
よ
う
な
立
場
、

ど
の
よ
う
な
ポ
ジ
シ
ョ
ン
に
い

る
人
で
も
問
題
と
向
き
合
う
こ

と
が
必
要
で
あ
る
。
高
位
ポ
ジ

シ
ョ
ン
に
就
く
場
合
は
、
特
に

意
識
を
し
て
お
く
必
要
が
あ
る

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

榊
原
将
　

HR Linqs, Inc. President
www.919usa.com

8
日
、
上
院
で
可
決
済
み
の
﹁
婚

姻
尊
重
法
案
︵R

espect for 
M

arriage A
ct

︶
﹂
を
２
５
８

対
１
６
９
の
賛
成
多
数
で
可
決

し
た
。
全
民
主
党
議
員
に
加
え

て
、
共
和
党
議
員
39
人
も
賛
成

票
を
投
じ
た
。

■
﹃
バ
イ
デ
ン
米
政
権
、
連
邦

政
府
の
建
物
建
築
基
準
発
表
、

２
０
０
３
年
比
で
化
石
燃
料
消

費
の
90
％
削
減
義
務
付
け
﹄︵
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
発
︶
＝
米
国
ホ
ワ

イ
ト
ハ
ウ
ス
は
12
月
7
日
、
連

邦
政
府
に
適
用
す
る
建
築
性
能

基
準
を
発
表
し
た
。
そ
れ
に
よ

る
と
、
２
０
３
０
年
ま
で
に
連

邦
政
府
所
有
建
物
の
30
％
︵
面

積
べ
ー
ス
︶
で
、
ス
コ
ー
プ
1

の
温
室
効
果
ガ
ス
︵
Ｇ
Ｈ
Ｇ
︶

排
出
量
ゼ
ロ
を
目
指
す
。

■
﹃
米
内
務
省
、
カ
リ
フ
ォ
ル

ニ
ア
沖
合
の
洋
上
風
力
発
電
リ

ー
ス
権
入
札
成
立
を
発
表
、
総

額
7
億
５
７
１
０
万
ド
ル
﹄︵
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
発
︶
＝
米
国
内
務

省
は
12
月
7
日
、
カ
リ
フ
ォ
ル

ニ
ア
州
沖
合
で
の
洋
上
風
力
発

電
の
リ
ー
ス
権
入
札
が
総
額

7
億
５
７
１
０
万
ド
ル
で
成
立

し
た
と
発
表
し
た
。

■
﹃
米
主
要
港
、
10
月
の
輸
入

コ
ン
テ
ナ
量
は
前
月
比
１
・
３

％
減
と
3
か
月
連
続
で
減
少
、

全
米
小
売
業
協
会
﹄︵
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
発
︶
＝
全
米
小
売
業
協

会
︵
Ｎ
Ｒ
Ｆ
︶
と
物
流
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
会
社
の
ハ
ケ
ッ
ト
・

ア
ソ
シ
エ
イ
ツ
が
発
表
し
た

﹁
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ポ
ー
ト
・
ト

ラ
ッ
カ
ー
報
告
﹂︵
12
月
7
日
︶

に
よ
る
と
、
10
月
の
米
国
小
売

業
者
向
け
の
主
要
輸
入
港
の
輸

入
コ
ン
テ
ナ
量
は
前
月
比
１
／

３
％
減
の
２
０
０
万
Ｔ
Ｅ
Ｕ
と

な
り
、
3
か
月
連
続
の
減
少
に

な
っ
た
。

■
﹃
米
Ｇ
Ｍ
、
販
売
店
と
協
力

し
北
米
内
の
充
電
施
設
拡
充

へ
﹄︵
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
発
︶
＝

米
自
動
車
大
手
ゼ
ネ
ラ
ル
モ
ー

タ
ー
ズ
︵
Ｇ
Ｍ
︶
は
12
月
7
日
、

充
電
施
設
の
普
及
が
遅
れ
て
い

る
地
方
や
都
市
に
、
公
共
利
用

が
可
能
な
充
電
施
設
を
設
置
す

る
﹁
デ
ィ
ー
ラ
ー
・
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
充
電
プ
ロ
グ
ラ
ム
﹂
を
立

ち
上
げ
た
。

　
　
　
　
　

◇

　

ビ
ジ
ネ
ス
短
信
の
詳
細
は
、

ジ
ェ
ト
ロ
北
米
ニ
ュ
ー
ス
12
月

9
日
号
を
参
照
。
問
い
合
わ
せ

は
ジ
ェ
ト
ロ
Ｎ
Ｙ
事
務
所
。
Ｅ

メ
ー
ル　

rept@
jetro.go.jp

　

米
紙
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
タ
イ
ム

ズ
の
記
者
な
ど
が
加
入
す
る
労

働
組
合
は
８
日
、
１
０
０
０
人

以
上
の
従
業
員
が
24
時
間
の
ス

ト
ラ
イ
キ
を
実
施
し
た
。
こ
の

よ
う
な
規
模
の
ス
ト
ラ
イ
キ
は

１
９
８
１
年
以
来
、
約
40
年
ぶ

り
。
労
働
組
合
は
こ
の
ス
ト

を
﹁
ウ
ォ
ー
ク
ア
ウ
ト
︵
一
時

的
な
職
場
放
棄
︶
﹂
と
表
現
し
、

同
日
午
前
０
時
か
ら
24
時
間
限

定
で
職
場
を
離
れ
た
。
ま
た
同

日
午
後
、
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
に
あ

る
本
社
前
に
は
１
０
０
人
以
上

の
従
業
員
ら
が
集
ま
り
﹁
新
聞

社
は
給
料
を
払
う
時
だ
﹂
と
シ

ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
を
あ
げ
な
が

ら
抗
議
活
動
を
行
っ
た
。　

　

労
働
組
合
は
経
営
側
と
お
よ

そ
２
年
に
わ
た
り
約
40
回
の
労

使
交
渉
を
行
っ
て
き
た
が
、
記

録
的
な
イ
ン
フ
レ
の
な
か
物
価

に
応
じ
た
賃
上
げ
交
渉
や
福
利

厚
生
な
ど
で
合
意
で
き
て
お
ら

ず
、
会
社
が
１
・
５
億
ド
ル
︵
約

２
０
０
億
円
︶
の
自
社
株
買
い

を
す
る
計
画
も
批
判
し
、
利
益

を
従
業
員
に
還
元
す
る
よ
う
求

め
て
い
る
。
ま
た
２
０
２
３
年

に
５
・
５
％
の
昇
給
や
、
年
間

の
最
低
給
与
を
増
額
す
る
こ
と

も
求
め
て
い
る
。

Ｎ
Ｙ
タ
イ
ム
ズ
紙

従
業
員
が
１
日
ス
ト

　

ク
イ
ッ
ク
Ｕ
Ｓ
Ａ
は
、
１
月

に
２
つ
の
無
料
体
験
ク
ラ
ス
を

オ
ン
ラ
イ
ン
に
て
実
施
す
る
。　

　

１
月
４
日
︵
水
︶
午
後
８
時

か
ら
の
﹁
エ
ク
セ
ル
中
級
体
験

ク
ラ
ス
﹂
は
、
1
月
16
日
よ
り

開
始
さ
れ
る
﹁
エ
ク
セ
ル
︵
中

級
、
上
級
︶
オ
ン
ラ
イ
ン
ク
ラ

ス
﹂
で
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
学

べ
る
か
な
ど
が
体
験
で
き
る
。

５
日
︵
木
︶
午
後
９
時
か
ら
の

﹁
パ
イ
ソ
ン
体
験
ク
ラ
ス
﹂
も

17
日
か
ら
開
始
さ
れ
る
本
コ
ー

ス
に
つ
い
て
の
説
明
と
基
本
操

作
が
体
験
で
き
る
。
両
ク
ラ
ス

と
も
に
講
師
は
ビ
レ
ッ
ジ
ウ
ェ

ル
Ｌ
Ｌ
Ｃ
の
村
井
功
氏
が
担
当

す
る
。
定
員
は
先
着
50
人
。

　

参

加

費

無

料
。

申

し

込

み
・
詳
細
は
ク
イ
ッ
ク
Ｕ
Ｓ

Ａ
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
トhttps://

w
w

w
.919usanew

s.com
/

を
参
照
す
る
。

無料体験クラス
1月4日エクセル

1月5日にパイソン

mailto:KHAdvisors7@Gmail.com
https://michaeldunnlaw.com
http://rblpartners.com/
https://visaserve.com/lawyer/blog_category/Japanese-Updates
http://www.rostamilaw.com
https://www.hondag.com
tel:9175773969
http://www.919usa.com
http://www.919usa.com
http://www.919usa.com
mailto:rept@jetro.go.jp
mailto:rept@jetro.go.jp
mailto:rept@jetro.go.jp
mailto:rept@jetro.go.jp
https://www.919usanews.com/
https://www.919usanews.com/
https://www.919usanews.com/
https://www.919usanews.com/
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Ａ
Ｌ
Ｌ
Ｕ
︵
ブ
ロ
ー
ド
ウ
エ

ー
５
６
８
番
地
４
階
︶
で
は
、

﹁
日
本
の
古
美
術
と
写
真
展
﹂

を
24
日
︵
土
︶
ま
で
開
催
し
て

い
る
。
日
本
の
伝
統
工
芸
品
や

デ
ザ
イ
ン
、
生
活
用
品
は
、
日

本
の
日
常
生
活
の
一
瞬
を
切
り

取
っ
た
美
し
い
記
念
品
と
し
て

米
国
で
今
新
た
な
命
を
蘇
ら
せ

よ
う
と
し
て
い
る
。
骨
董
品
に

対
す
る
価
値
観
は
時
代
と
と
も

に
変
化
し
て
い
る
こ
と
か
ら
今

回
は
、
3
人
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

と
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
展
と
な

る
。
マ
リ
ロ
ウ
・
ダ
ウ
ベ
、
プ

リ
ア
・
キ
シ
ョ
ア
、
カ
ラ
・
ピ

ア
ザ
の
3
人
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

が
、
骨
董
品
本
来
の
美
し
さ
に

光
を
当
て
て
い
る
。
こ
れ
ら
の

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
は
、
こ
れ
ら
の

オ
ブ
ジ
ェ
の
新
し
い
展
示
方
法

や
使
用
方
法
を
生
み
出
し
、
新

た
な
価
値
観
を
提
示
し
て
い

る
。
Ａ
Ｌ
Ｌ
Ｕ
は
、
日
用
品
の

ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
を
考
え
、﹁
ネ

オ
・
ア
ッ
プ
サ
イ
ク
ル
﹂
を
﹁
Ａ

Ｌ
Ｌ
Ｕ
ア
ン
テ
ィ
ー
ク
ス
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
﹂
と
し
て
提
案
し
て

い
る
。
同
時
に
写
真
家
・
井
田

貴
子
の
同
テ
ー
マ
に
沿
っ
た
写

真
展
も
開
催
さ
れ
て
い
る
。

　

企
画
し
た
バ
リ
ュ
ー
エ
ン

ス
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
Ｕ

Ｓ
Ａ
リ
ミ
テ
ッ
ド
の
堀
真
彰
社

長
＝
写
真
左
＝
は
﹁
日
本
で
生

ま
れ
た
伝
統
工
芸
の
作
品
が
、

ア
メ
リ
カ
人
に
よ
っ
て
生
活
の

中
で
使
わ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て

ま
た
新
し
い
命
が
生
ま
れ
、
商

品
が
生
き
る
道
を
探
る
こ
と
が

で
き
れ
ば
嬉
し
い
﹂
と
話
す
。

使
い
方
は
自
由
に
新
し
い
ス
タ

イ
ル
を
展
示
作
家
が
提
案
し
て

い
る
。
買
い
物
袋
を
下
げ
た
来

場
者
は
﹁
日
本
好
き
の
娘
の
結

婚
祝
い
に
お
椀
を
買
っ
た
﹂
と

嬉
し
そ
う
に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
に

乗
っ
て
行
っ
た
。
同
展
の
ア
ー

ト
部
門
の
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
は
近

藤
奈
津
子
さ
ん
︵
Ａ
Ｌ
Ｌ
Ｕ
ス

タ
ジ
オ
︶
が
キ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

を
務
め
て
い
る
。
月
・
火
休
館
。

正
午
か
ら
午
後
５
時
ま
で
。

日
本
の
骨
董
品
が

米
国
で
新
た
な
命

　

ア

ー

テ

ィ

ス

ト
、

ア

ー

ト
セ
ラ
ピ
ス
ト
の
久
徳
裕

子
︵

き

ゅ

う

と

く
・

ゆ

う

こ

︶

に

よ

る

個

展
﹁T

rue 
E

xpressionism

﹂

が

19

日

︵
月
︶
か
ら
23
日
︵
金
︶
ま
で
、

ロ
ン
グ
ア
イ
ラ
ン
ド
シ
テ
ィ
ー

に
あ
る
ロ
ー
カ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
・
ア
ー
ト
ス
ペ
ー
ス
︵11-27 

44th R
d,

︶に
て
開
催
さ
れ
る
。

　

久
徳
さ
ん
は
、
今
年
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
大
学
大
学
院
を
卒
業
。

現
在
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
に
あ
る
子

供
の
病
院
で
セ
ラ
ピ
ス
ト
と
し

て
働
き
な
が
ら
、
作
品
を
制
作

し
て
い
る
。
同
展
で
は
、
抽
象

画
の
イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン
6

点
、
ド
ロ
ー
イ
ン
グ
、
彫
刻
な

ど
約
25
作
品
を
展
示
す
る
。
詳

細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
トhttp://

localproject.org/

　

ノ
ー
ス
・
レ
ー
ン
・
イ
ン
タ

ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
︵
レ
イ
エ
ス
真

梨
子
代
表
︶
は
ソ
ー
ホ
ー
の
ア

ー
ト
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
﹁
ナ
ウ
ヒ

ア
﹂︵
ウ
ー
ス
タ
ー
通
り
40
番

地
︶
で
12
月
24
日
ま
で
、
日
本

製
の
ギ
フ
ト
、フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
、

雑
貨
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
商

品
を
展
示
販
売
す
るD
E

C
O

 
B

O
K

O
 

ホ
リ
デ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
を
開
催
中
だ
。

　

日
本
の
商
材
に
特
化
し
た
北

米
初
の
展
示
会
・
デ
ジ
タ
ル
＋

フ
ィ
ジ
カ
ル
＝
﹁
フ
ィ
ジ
タ

ル
﹂
と
い
う
新
た
な
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
の
融
合
を
実
現
・
ア

メ
リ
カ
の
バ
イ
ヤ
ー
と
日
本
の

商
材
、
そ
れ
ぞ
れ
の
需
要
と
供

給
を
満
た
す
べ
く
﹁
売
り
や
す

さ
﹂
と
﹁
買
い
や
す
さ
﹂
に
フ

ォ
ー
カ
ス
し
た
商
品
キ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
が
特
徴
。

　

レ
イ
エ
ス
さ
ん
＝
写
真
左
＝

は
﹁
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
が
明
け
つ

つ
あ
る
中
で
、
日
本
か
ら
の
出

店
の
問
い
合
わ
せ
が
増
え
て
き

て
い
る
。
バ
イ
ヤ
ー
向
け
に
は

期
間
限
定
で
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の

買
い
付
け
が
で
き
るB

toB

の

や
り
方
も
し
て
い
る
が
、
一
般

に
は
実
際
に
商
品
を
手
に
と
っ

て
も
ら
っ
て
そ
の
場
で
購
入
す

る
こ
と
が
で
き
る
対
面
式
で
展

開
し
て
い
る
﹂
と
い
う
。

　

会
場
を
提
供
す
る
ナ
ウ
ヒ
ア

の
戸
塚
憲
太
郎
デ
ィ
レ
ク
タ
ー

は
﹁
ア
ー
ト
の
展
覧
会
に
も
人

が
戻
っ
て
き
て
い
る
の
で
、
こ

う
い
う
ポ
ッ
プ
ア
ッ
プ
形
式
の

ホ
リ
デ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
こ
れ

か
ら
も
流
行
す
る
の
で
は
な
い

か
。
人
が
戻
っ
て
き
て
い
る
こ

と
を
実
感
す
る
﹂
と
話
し
て
い

る
。
展
示
販
売
は
平
日
午
前
11

時
か
ら
午
後
６
時
ま
で
︵
月
・

火
休
館
︶。
17
日
︵
土
︶
は
正

午
か
ら
午
後
７
時
。

DECO BOKO
ホリデー

マーケット

NowHereで

久
徳
裕
子

Ｎ
Ｙ
個
展

23 日まで開催

ロングアイランド
シティーで

楽しい

 

週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活

デ
ジ
タ
ル
版

 www.nyseikatsu.com

https://shopnyseikatsu.com/
https://www.samuraimama.com/
http://localproject.org/
http://localproject.org/
http://localproject.org/
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
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 ローカル
  スクランブル　

 Queens & LI

全
米
最
大
級
の
光
の
シ
ョ
ー
が
シ
テ
ィ
・
フ
ィ
ー
ル
ド
に
登
場

　

本
紙
で
お
馴
染
み
の
写
真

家
、
植
山
慎
太
郎
さ
ん
の
撮
影

に
よ
る
２
０
２
３
年
度
版
の
カ

レ
ン
ダ
ー
が
こ
の
ほ
ど
完
成
し

た
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
季
節
感

あ
る
風
景
や
表
情
、
植
山
さ
ん

が
﹁
月
と
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
﹂
を

テ
ー
マ
に
撮
影
し
て
い
る
写
真

の
中
か
ら
選
り
す
ぐ
り
の
カ
ッ

ト
を
そ
れ
ぞ
れ
散
り
ば
め
た
。

　

本
紙
読
者
５
名
に
抽
選
で

プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
。
申
し
込

み
は
﹁
植
山
慎
太
郎
カ
レ
ン

ダ
ー
希
望
﹂
と
件
名
に
記
入

し

て

Ｅ

メ

ー

ル　

m
iura@

nyseikatsu.com
 

へ

応

募

を
。
締
め
切
り
は
12
月
21
日

︵
水
︶。
当
選
者
は
本
紙
新
年
号

で
発
表
し
、本
人
に
通
知
す
る
。

応
募
で
き
る
の
は
マ
ン
ハ
ッ
タ

ン
の
本
紙
編
集
部
ま
で
取
り
に

来
ら
れ
る
人
限
定
。

植
山
慎
太
郎
さ
ん

カ
レ
ン
ダ
ー
読
者
に

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
メ
ッ
ツ
球

団
の
本
拠
地
、
シ
テ
ィ
ー
・
フ

ィ
ー
ル
ド
︵
最
寄
り
駅
は
地
下

鉄
７
番
線
メ
ッ
ツ
・
ウ
ィ
レ
ッ

ツ
ポ
イ
ン
ト
駅
︶
で
は
来
年

１
月
８
日
︵
日
︶
ま
で
、﹁
ア

メ
イ
ズ
・
ラ
イ
ト
・
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
︵A

m
aze Light 

F
estiv

al b
y

 A
rtistic 

H
oliday D

esigns

︶﹂
を
開

催
中
。

　

ス
タ
ジ
ア
ム
内
に
は
、
北

極
、
お
菓
子
の
国
、
気
ま
ぐ
れ

な
森
な
ど
５
つ
の
世
界
が
あ

り
、
大
型
滑
り
台
を
滑
り
降

り
た
り
、
列
車
に
乗
っ
て
不

思
議
な
体
験
を
し
た
り
、
サ

ン
タ
に
手
紙
を
書
い
た
り
と
、

１
０
０
万
個
の
き
ら
め
く
光
に

包
ま
れ
な
が
ら
ホ
リ
デ
ー
シ
ー

ズ
ン
の
雰
囲
気
を
楽
し
め
る
。

ま
た
、
ラ
イ
ブ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
﹁
ア
メ
イ
ズ
・
ス
テ
ー
ジ
シ

ョ
ー
﹂︵
毎
晩
午
後
５
時
、
７

時
、
９
時
の
３
回
︶
や
、
ア
メ

リ
カ
最
大
の
光
の
シ
ョ
ー
﹁
メ

ガ
ラ
イ
ト
シ
ョ
ー
﹂
が
30
分
お

き
に
開
催
。
期
間
中
は
毎
日
午

後
４
時
か
ら
10
時
ま
で
オ
ー
プ

ン
。
入
場
料
は
36
ド
ル
〜
、
２

歳
以
下
は
無
料
。
チ
ケ
ッ
ト
・

詳
細
は
公
式
サ
イ
トhttps://

am
azelightfestival.com

/

NYC Winter Lantern Festival
　

フ
ロ
ー
ラ
ル
パ
ー
ク
の
ク
イ

ー
ン
ズ
・
カ
ウ
ン
テ
ィ
・
フ
ァ

ー
ム
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
は
﹁
Ｎ

Ｙ
Ｃ
・
ウ
ィ
ン
タ
ー
・
ラ
ン
タ

ン
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
﹂
が
開

催
中
。
光
の
彫
刻
や
イ
ン
ス
タ

レ
ー
シ
ョ
ン
が
、
暗
い
冬
の
夜

を
明
る
く
照
ら
し
て
い
る
。
今

年
の
テ
ー
マ
は
﹁
イ
ル
ミ
ネ
イ

ト
・
ザ
・
フ
ァ
ー
ム
﹂
で
、
ラ

イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
た
ト
ラ
ク
タ

ー
、
龍
な
ど
を
模
し
た
動
物

型
ラ
ン
タ
ン
、
花
の
ゲ
ー
ト

な
ど
を
展
示
。
来
年
１
月
８

日
︵
日
︶
ま
で
。
週
末
の
み
だ

が
12
月
23
日
か
ら
１
月
１
日
ま

で
は
毎
日
午
後
５
時
か
ら
９
時

ま
で
開
催
。
無
料
駐
車
場
あ

り
。
も
み
の
木
や
ポ
イ
ン
セ
チ

ア
、
農
場
の
羊
の
毛
で
作
っ
た

Courtesy, Illuminate the Farm

ク
イ
ー
ン
ズ
・
カ
ウ
ン
テ
ィ
・

フ
ァ
ー
ム
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

ス
カ
ー
フ
、
ハ
チ
ミ
ツ
な
ど
も

販
売
。
入
場
料
は
、
一
般
26
ド

ル
99
セ
ン
ト
、
３
〜
12
歳
が
17

ド
ル
99
セ
ン
ト
、
２
歳
以
下
は

無
料
。
チ
ケ
ッ
ト
・
詳
細
は

公
式
サ
イ
トhttps://w

w
w

.
queensfarm

.org/

Queens County Farm 
Museum

73-50 Little Neck Parkway
Floral Park, New York 11004-1129

718-347-3276

http://www.jwsny.org
tel:5168833046
http://ariyoshiny.com
https://japanvillage.com/
tel:5168833500
https://japaneseschool.org
tel:9175773969
mailto:hisamatsu@nyseikatsu.com
https://amazelightfestival.com/
https://amazelightfestival.com/
https://amazelightfestival.com/
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 BOOKS
　

今
や
日
本
は
貧
乏
な
国
に
な

っ
た
と
人
は
言
う
。
日
本
で
も

６
人
に
１
人
が
貧
困
に
あ
る
そ

う
だ
。
世
界
第
３
位
の
経
済
大

国
と
呼
ば
れ
る
一
方
で
、
日
本

は
﹁
貧
困
大
国
﹂
と
呼
ば
れ
る

こ
と
も
あ
る
。
新
聞
や
テ
レ
ビ

で
は
連
日
、
日
本
の
貧
困
問
題

が
取
り
上
げ
ら
れ
、
格
差
が
大

き
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
日

本
が
経
済
大
国
と
さ
れ
る
理
由

は
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
︵
国
内
総
生
産
︶

の
数
値
が
元
に
な
っ
て
い
る
。

Ｇ
Ｄ
Ｐ
と
は
、
１
年
間
の
﹁
民

需
＋
政
府
支
出
＋
貿
易
収
支
の

総
額
﹂
で
、
日
本
は
こ
れ
で
米

国
、
中
国
に
次
い
で
３
番
目
に

高
い
と
さ
れ
る
か
ら
だ
。

　

他
方
、
貧
困
大
国
で
あ
る
こ

と
に
つ
い
て
は
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
で
は

な
く
﹁
相
対
的
貧
困
率
﹂
が
根

拠
に
な
っ
て
い
る
。
算
出
方
法

は
、﹁
国
民
の
等
価
処
分
所
得

の
中
央
値
の
半
分
未
満
﹂、
具

体
的
な
金
額
で
言
う
と
、
１
人

世
帯
で
年
間
１
２
７
万
円
未
満

で
生
活
し
て
い
る
人
た
ち
が
貧

困
層
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
日

本
の
相
対
的
貧
困
層
の
割
合
は

15
・
４
％
な
の
で
、
国
民
の
６

人
に
１
人
が
貧
困
層
に
な
る
。

た
だ
、
国
際
的
に
は
、
国
に
よ

っ
て
物
価
が
違
う
の
で
、
そ
れ

ぞ
れ
の
国
で
物
価
に
照
ら
し
合

わ
せ
て
、
各
国
の
貧
困
ラ
イ
ン

が
決
め
ら
れ
て
い
る
。
世
界
的

に
見
て
も
日
本
は
、
イ
ス
ラ
エ

ル
、
米
国
、
韓
国
、
ト
ル
コ
な

ど
に
つ
い
で
10
番
目
に
高
い
数

値
で
、
先
進
国
に
限
れ
ば
４
番

目
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

日
本
に
お
け
る
貧
困
層
と
な

る
リ
ス
ク
要
因
と
し
て
一
般
的

に
言
わ
れ
る
の
は
﹁
一
人
親
世

帯
﹂﹁
非
正
規
雇
用
﹂﹁
低
学
歴
﹂

﹁
病
気
﹂
な
ど
。
特
に
一
人
親

世
帯
で
は
２
世
帯
に
１
世
帯
が

貧
困
層
と
な
っ
て
い
る
。
男
女

別
に
見
る
と
、女
性
の
場
合
は
、

年
収
２
０
０
万
円
以
下
が
全
体

の
４
割
で
１
０
０
万
円
以
下
だ

け
も
15
％
に
上
る
。

　

貧
困
は
自
己
否
定
感
を
生

み
、
心
の
が
ん
と
な
っ
て
増
殖

す
る
。
そ
れ
は
社
会
全
体
の
困

窮
に
も
つ
な
が
っ
て
い
く
と
警

鐘
を
鳴
ら
す
。
未
来
を
手
に
入

れ
る
た
め
に
17
歳
の
若
者
を
相

手
に
想
定
し
て
講
義
し
た
内
容

を
ま
と
め
て
い
る
の
が
こ
の
本

だ
。

　

貧
困
の
壁
を
乗
り
越
え
る
た

め
に
必
要
な
の
は
、
本
人
を
支

え
て
く
れ
る
誰
か
が
い
る
こ

と
。
ど
ん
な
逆
境
に
も
応
援
し

て
く
れ
る
人
が
い
る
こ
と
が
大

切
な
要
因
と
記
し
て
い
る
。
た

と
え
学
歴
が
な
く
て
も
、
生
活

苦
で
あ
ろ
う
と
も
、
ス
ポ
ー
ツ

や
芸
術
な
ど
で
一
芸
に
秀
で
て

い
て
、
こ
れ
だ
け
は
誰
に
も
負

け
な
い
と
い
う
何
か
自
分
の
自

信
に
繋
が
る
も
の
が
１
つ
で
も

あ
れ
ば
、
そ
の
人
が
ど
ん
な
境

遇
に
生
ま
れ
よ
う
と
も
、
そ
こ

か
ら
這
い
上
が
り
、
心
の
安
定

と
ま
っ
す
ぐ
な
精
神
を
維
持
す

る
こ
と
が
で
き
る
と
説
く
。

　

日
本
の
貧
困
は
前
述
の
﹁
相

対
的
貧
困
﹂
か
ら
算
出
さ
れ
る

が
、
世
界
の
貧
困
は
﹁
絶
対
的

貧
困
率
﹂
と
い
う
別
の
物
差

し
で
計
ら
れ
て
い
る
。
世
界

１
９
６
か
国
の
う
ち
お
お
よ
そ

１
５
０
か
国
が
こ
れ
に
該
当
さ

れ
る
と
さ
れ
て
い
る
。つ
ま
り
、

世
界
の
国
の
４
分
の
３
が
途
上

国
と
い
う
こ
と
に
な
る
。﹁
絶

対
貧
困
﹂
の
定
義
は
こ
う
だ
。

﹁
１
日
１
・
９
ド
ル
未
満
で
生
活

す
る
人
﹂。
世
界
的
レ
ベ
ル
か

ら
見
た
ら
日
本
の
貧
困
な
ん
て

ま
だ
可
愛
い
も
の
だ
と
決
め
つ

け
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
貧
困

の
対
局
に
あ
る
豊
か
さ
と
は
、

物
質
的
な
豊
か
さ
で
は
な
く
、

心
の
豊
か
さ
だ
と
。
好
き
な
事

に
熱
中
し
、
友
達
が
い
て
、
大

人
の
助
け
が
あ
り
、
ス
ポ
ー
ツ

で
体
を
鍛
え
、
勉
強
も
頑
張
る

こ
と
な
ど
ど
れ
か
一
つ
が
あ
れ

ば
、
自
己
肯
定
感
に
繋
が
り
、

そ
れ
が
貧
困
の
壁
を
突
破
し
、

心
の
豊
か
さ
を
得
る
こ
と
に
つ

な
が
る
の
だ
と
説
く
。︵
三
浦
︶

 貧困に喘ぐ君に捧ぐ
石井光太・著

 文春文庫・刊

■自転しながら公転する（山本文緒、新潮文庫）母の看病
のため実家に戻ってきた 32 歳の都。アウトレットモール
で契約社員として働きながら寿司職人の貫一と付き合いは
じめるが、彼との結婚は見えない。職場は頼りない店長、
上司のセクハラと問題だらけ。母の具合は一進一退。ぐる
ぐると思い悩む都がたどりついた答えとは？島清恋愛文学
賞、中央公論文芸賞受賞作。■吹上奇譚　第四話ミモザ（吉
本ばなな、幻冬舎）海と山に囲まれた吹上町で、ミミは除
霊師の美鈴に出会った。母親により痛めつけられた美鈴に、
ある日妊娠が発覚する。傷と再生、欲と本質、自然の力を
描いた長編の完結編。■死にがいを求めて生きているの（朝
井リョウ、中公文庫）日常に倦んだ看護師、承認欲求に囚
われた大学生、時代に取り残されたＴＶディレクター。交
わるはずのない彼らの痛みが、植物状態の青年・智也と彼
を見守る友人・雄介に重なるとき、歪な真実が露わにな
る。「平成」を生きる若者たちが背負った自滅と祈りの物語。
■栞と嘘の季節（米澤穂信、集英社）高校で図書委員をつ
とめる堀川と松倉。ふたりは図書室の返却本の中にトリカ
ブトの花の栞を見つける。校舎裏でトリカブトが栽培され
ているのも発見し、そしてついには被害者が出てしまう。

「その栞は自分のものだ」と嘘をついて近づいてきた瀬野
とともに、真相を追う。■忘れる読書（落合陽一、PHP 新書）
メディアアーティスト、筑波大学准教授、ベンチャー企業代表など多彩に活
躍する著者。時代の先端を行く思考の源は読書で培われたという。それは、
読んだ内容を血肉にするための「忘れる読書」だ。デジタル時代に「持続可
能な教養」を身につけるために必要なのは読書だと著者は断言する。本の読
み解きを通して現代社会を生き抜く思考法を学ぶ。■極秘資料は語る皇室財
産（奥野修司、文春新書）「こんな資料はこれまで表に出たことはありません。
今後も絶対に出ないでしょう」。資料を目にした宮内庁関係者はこう呟いた。
皇室費の中でも、天皇の私的な「財布」である内廷費の内訳は“聖域中の聖域”
だ。今回、戦前戦後で大きく変貌を遂げた皇室財産の全容が初めて明らかに。
特に驚かされるのは、昭和天皇の真実の暮らしぶりだった。（高田由起子）
　　　　　　　　　　　　　　　■書籍・資料協力：紀伊國屋書店 NY 本店

　

32
歳
、
女
性
契
約
社
員
の
悩
み
と
そ
の
答
え
。
傷
と
再
生
、
欲
と
本
質
を
描
く
。
平
成

の
若
者
た
ち
が
背
負
っ
た
自
滅
と
祈
り
の
物
語
。
猛
毒
の
栞
を
め
ぐ
る
、
幾
重
も
の
嘘
。

現
代
社
会
を
生
き
抜
く
思
考
法
を
学
ぶ
。
昭
和
天
皇
の
真
実
の
暮
ら
し
ぶ
り
。

 ■ 即買える新刊を紹介 ■

 ▲クリックすると新刊購入サイトへ！

　

﹁
サ
ン
タ
な
ん
て
い
な
い
。

あ
れ
は
パ
パ
と
マ
マ
よ
﹂
小
学

生
の
時
、
ク
ラ
ス
で
冷
た
く
言

い
放
ち
、
皆
の
夢
を
粉
々
に
打

ち
砕
い
た
子
供
は
い
な
か
っ
た

だ
ろ
う
か
。
こ
の
話
は
、
そ
ん

な
ひ
ね
く
れ
た
一
人
の
少
女
の

ク
リ
ス
マ
ス
ス
ト
ー
リ
ー
だ
。

幼
い
頃
か
ら
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス

を
決
し
て
信
じ
な
い
ま
ま
、
少

女
は
19
歳
の
ク
リ
ス
マ
ス
を
迎

え
る
。
両
親
に
散
々
反
抗
し
、

心
配
を
か
け
て
育
っ
て
き
た
少

女
も
多
少
は
大
人
に
な
り
、
２

人
の
た
め
に
ク
リ
ス
マ
ス
プ
レ

ゼ
ン
ト
を
用
意
し
よ
う
と
思
い

た
つ
。
少
女
は
、
た
だ
た
だ
両

親
の
喜
ん
だ
顔
が
見
た
か
っ

た
。
で
も
、
簡
単
だ
と
思
っ
て

い
た
プ
レ
ゼ
ン
ト
探
し
は
、
暗

礁
に
乗
り
上
げ
る
。
ど
ん
な
に

探
し
歩
い
て
も
、
２
人
の
欲
し

が
っ
て
い
た
も
の
が
見
つ
か
ら

な
い
。
彼
女
に
不
思
議
な
奇
跡

が
起
こ
る
ま
で
は
…
。

　

神
戸
出
身
で
現
在
は
Ｎ
Ｊ
州

在
住
の
日
本
語
教
師
／
企
業
講

師
、
沖
原
佐
枝
さ
ん
が
書
き
上

げ
た
シ
ョ
ー
ト
ス
ト
ー
リ
ー
。

ク
リ
ス
マ
ス
の
魔
法
が
と
け
て

し
ま
っ
た
人
の
心
に
も
、
き
っ

と
温
か
な
灯
が
と
も
り
ま
す
。

少
女
に
起
き
た
不
思
議
な
奇
跡

 『The Christmas Present』
Written by Sae Okihara     
Published by BookBaby

http://www.ojfd.com
https://parkavenuemedicalcenter.com/
https://usa.kinokuniya.com/
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 NY 生活ウーマン
 週刊 NY 生活は、家庭や職場、学校で美しく生きる女性たちを応援します。

　

天
孫
降
臨
︵
て
ん
そ
ん
こ
う

り
ん
︶
と
は
、
ニ
ニ
ギ
ノ
ミ
コ

ト
︵
邇
邇
藝
命
︶
が
祖
母
で

あ
る
ア
マ
テ
ラ
ス
オ
オ
ミ
カ

ミ
︵
天
照
大
神
︶
の
命
を
受
け

て
高
天
原
か
ら
日
向
国
︵
宮
崎

県
︶
の
高
千
穂
に
天
下
っ
た
こ

と
を
い
う
。
ア
メ
︵
天
︶
と
は

現
実
に
生
活
し
て
い
る
自
国
か

ら
遠
く
離
れ
た
異
国
を
あ
ら
わ

す
呼
び
名
で
、
そ
の
こ
と
か
ら

﹃
天
つ
神
﹄
は
縄
文
時
代
や
弥

生
時
代
に
日
本
の
国
土
以
外
か

ら
新
し
い
文
化
を
た
ず
さ
え
て

渡
来
し
た
祖
先
と
い
わ
れ
る
。

一
方
で
、
そ
れ
以
前
の
石
器
時

代
、
葦
原
中
津
︵
日
本
の
大
地

の
こ
と
︶
で
生
ま
れ
た
、
タ
カ

ミ
ム
ス
ビ
ノ
カ
ミ
︵
高
御
産
巣

日
神
︶
な
ど
北
方
系
天
孫
種
族

と
い
わ
れ
る
日
本
の
国
土
に
住

み
つ
い
て
い
た
﹃
国
つ
神
﹄
が

存
在
し
た
。
天
つ
神
は
、
稲
作

や
機
織
り
を
も
た
ら
し
た
韓
国

の
南
部
に
位
置
す
る
伽
耶
︵
新

羅
︶
や
、
百
済
、
そ
し
て
製
鉄

技
術
を
も
つ
北
部
の
高
句
麗
か

ら
渡
来
し
て
き
た
と
い
う
説
が

あ
る
。
母
権
社
会
文
化
に
由
来

す
る
太
陽
神
の
オ
オ
ヒ
ル
メ

︵
大
日
孁
︶﹁
最
も
古
い

日
本
特
有
の
称
号
の
一

つ
﹂
と
は
、
神
霊
交
感

を
お
こ
な
い
そ
れ
を
伝

達
す
る
女
性
シ
ャ
マ
ン

︵
巫
女
︶
の
ア
マ
テ
ラ

ス
を
指
す
が
、
伽
耶
族

と
い
わ
れ
る
物
部
氏
が

信
仰
す
る
天
磐
船
︵
あ

ま
の
い
わ
ふ
ね
︶
に
乗
っ
て
舞

い
降
り
て
き
た
天
つ
神
︵
正
式

名
は
、
天
照
国
照
彦
火
明
櫛
玉

饒
速
日
尊
で
天
火
明
命
︵
ア
メ

ノ
ホ
ヒ
カ
リ
︶
の
別
名
を
も
つ

ニ
ニ
ギ
ノ
ミ
コ
ト
の
兄
﹃
ニ
ギ

ハ
ヤ
ギ
﹄
で
あ
る
と
推
測
す
る

方
が
い
る
と
い
っ
た
ミ
ス
テ
リ

ア
ス
な
存
在
で
あ
る
。﹃
日
本

書
紀
﹄
の
第
10
代
崇
神
天
皇
の

6
年
の
条
に
よ
る
と
、
宮
中

に
﹁
ア
マ
テ
ラ
ス
オ
オ
ミ
カ
ミ

︵
伽
耶
族
︶﹂
と
﹁
ヤ
マ
ト
ノ
オ

オ
ク
ニ
タ
マ
ノ
カ
ミ
倭
大
国
魂

︵
高
句
麗
族
︶﹂
の
二
神
を
一
緒

に
祀
っ
て
い
た
が
、﹁
国
内
に

疾
病
が
は
や
り
、
背
く
も
の
が

あ
っ
て
政
治
を
す
る
こ
と
が
難

し
い
﹂
と
恐
れ
を
な
し
て
、
ア

マ
テ
ラ
ス
を
伊
勢
に
鎮
座
さ
せ

た
の
だ
。
す
な
わ
ち
、
縄
文
晩

期
か
ら
弥
生
時
代
の
末
期
ま
で

の
日
本
列
島
内
で
は
、
稲
作
文

化
を
も
た
ら
し
た
と
さ
れ
る
伽

耶
族
︵
の
ち
に
製
鉄
の
知
識
ま

で
身
に
つ
け
始
め
た
そ
の
勢
力

は
し
だ
い
に
大
き
く
な
っ
て
い

く
︶
と
、
鉄
文
化
を
伝
え
た
中

国
に
隣
接
す
る
高
句
麗
族
の
間

で
抗
争
が
絶
え
ま
な
く
続
い
て

い
た
と
い
う
。
そ
の
代
表
的
な

こ
と
が
ら
が
、
ス
サ
ノ
ウ
︵
素

戔
嗚
命
︶に
よ
る
か
の
有
名
な
、

農
民
を
苦
し
め
て
い
た
﹁
ヤ
マ

タ
ノ
オ
ロ
チ
﹂
の
退
治
だ
。

　

さ
て
、
株
式
会
社
ク
ロ
ス
フ

ォ
ー
か
ら
、
ス
サ
ノ
ウ
ノ
ミ
コ

ト
の
ヤ
マ
タ
ノ
オ
ロ
チ
退
治

の
神
話
を
モ
チ
ー
フ
に
デ
ザ

イ
ン
し
た
ペ
ン
ダ
ン
ト
征
討

︵SE
IT

O
︶
が
で
た
。

　

津

延

美

衣
︵
つ
の
べ

み
え
︶
＝
Ｎ

Ｙ
州
立
大
学

Ｆ
Ｉ
Ｔ
卒
業
。
米
国
宝
石
学
会

鑑
定
士
。
運
命
学
・
自
然
医

学
・
ア
ロ
マ
テ
ラ
ピ
ー
・
食
文

化
等
の
知
識
を
生
か
し
、
健
康

で
楽
し
く
感
動
的
な
人
生
を
描

く
プ
ラ
ン
ナ
ー
・
エ
ッ
セ
イ
ス

ト
兼
ジ
ュ
エ
リ
ー
ソ
ム
リ
エ
ー

ル
。
美
時
間
代
表
。
ブ
ロ
グ
：

http//mijikan.blogspot.com/

（株）クロスフォー　征討
(SEITO) ペンダント
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山
梨
と
宝
石
﹁
日
本
の
神
々

﹃
ス
サ
ノ
ウ
ノ
ミ
コ
ト(

素
戔
嗚
命)

と

ヤ
マ
タ
ノ
オ
ロ
チ
﹄
﹂
と
ジ
ュ
エ
リ
ー
32

　

写
真
を
撮
る
こ
と
で
自
分
自

身
を
取
り
戻
す
こ
と
が
で
き

た
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
現
在
、

フ
ォ
ト
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
し

て
活
躍
す
る
井
田
貴
子
さ
ん

は
、
自
身
と
写
真
と
の
出
会
い

に
つ
い
て
こ
う
振
り
返
る
。

 

﹁
子
供
の
頃
は
ム
ツ
ゴ
ロ
ウ
さ

ん
に
憧
れ
る
動
物
や
自
然
の
好

き
な
子
供
で
し
た
。
活
発
的
で

外
に
出
た
ら
帰
っ
て
こ
な
い
タ

イ
プ
で
親
に
心
配
ば
か
り
か
け

て
い
た
と
思
い
ま
す
。
14
歳
の

時
に
癲
癇
︵
て
ん
か
ん
︶
と
い

う
病
気
を
発
病
し
、
発
作
が
起

き
る
ご
と
に
記
憶
を
無
く
し
て

し
ま
っ
て
い
る
自
分
を
ど
う
に

か
防
ぎ
た
い
と
、
身
の
回
り
や

友
達
、
風
景
を
写
真
を
使
っ
て

記
録
に
残
す
こ
と
で
自
分
の
存

在
を
守
っ
て
き
ま
し
た
。
高
校

生
の
頃
は
常
に
使
い
捨
て
カ
メ

ラ
を
2
、
3
個
カ
バ
ン
に
入
れ

て
毎
日
現
像
し
て
い
ま
し
た
。

初
め
て
の
一
眼
レ
フ
は
高
校
3

年
生
の
時
で
し
た
﹂。
カ
メ
ラ

小
僧
な
ら
ぬ
カ
メ
ラ
少
女
は
、

記
憶
の
投
影
と
い
う
形
で
被
写

体
に
向
か
っ
て
シ
ャ
ッ
タ
ー
を

押
し
続
け
た
。

　

そ
の
後
、
も
っ
と
写
真
の
技

術
や
知
識
を
学
ぶ
た
め
、
東
京

に
あ
る
専
門
学
校
バ
ン
タ
ン
デ

ザ
イ
ン
研
究
所
に
入
学
し
、
フ

ィ
ル
ム
写
真
の
知
識
を
得
た
。

　

卒
業
後
、
四
ツ
谷
に
あ
る
レ

ン
タ
ル
フ
ォ
ト
ス
タ
ジ
オ
に
入

社
。
デ
ジ
タ
ル
写
真
や
撮
影
機

材
知
識
を
学
び
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
撮
影
や
プ
ロ
ダ
ク
ト
撮
影
な

ど
の
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
撮
影
の
現

場
で
ア
シ
ス
タ
ン
ト
フ
ォ
ト
グ

ラ
フ
ァ
ー
と
し
て
携
わ
っ
た
こ

と
が
プ
ロ
と
し
て
の
道
に
歩
み

出
す
き
っ
か
け
を
井
田
さ
ん
に

与
え
た
。

　

﹁
そ
こ
で
以
前
か
ら
憧
れ
て

い
た
Ｎ
Ｙ
在
住
の
憧
れ
の
フ
ォ

ト
グ
ラ
フ
ァ
ー
が
来
日
し
た
際

に
撮
影
の
ア
シ
ス
タ
ン
ト
と
し

て
携
わ
る
こ
と
が
で
き
、
弟
子

入
り
を
決
意
。
２
０
０
９
年
、

Ｎ
Ｙ
に
渡
り
ま
し
た
﹂。
結
局

フ
ル
タ
イ
ム
で
の
弟
子
入
り
す

る
こ
と
は
叶
わ
な
か
っ
た
が
、

今
で
も
そ
の
人
が
と
て
も
よ
く

指
導
し
て
く
れ
て
い
る
。

﹁
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
来
て
、
こ

の
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
で
た
く
さ

ん
の
い
ろ
ん
な
人
が
こ
の
世
に

い
る
こ
と
を
知
り
、
全
員
違
う

人
間
で
い
い
、
あ
り
の
ま
ま
の

自
分
で
い
い
ん
だ
と
い
う
こ
と

に
気
付
か
せ
て
も
ら
い
ま
し

た
。
ど
ん
な
人
間
で
も
い
い
、

病
気
を
持
っ
た
自
分
で
も
い
い

ん
だ
と
思
わ
せ
て
く
れ
た
の
は

Ｎ
Ｙ
で
す
。
持
病
の
こ
と
を
こ

う
や
っ
て
オ
ー
プ
ン
に
し
て
、

そ
れ
が
写
真
を
撮
る
き
っ
か

け
、
理
由
だ
っ
た
こ
と
を
説
明

し
て
、
そ
れ
を
自
然
に
受
け
入

れ
て
く
れ
る
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
が

あ
っ
た
か
ら
今
の
自
分
が
あ
る

ん
だ
と
思
い
ま
す
﹂
と
話
す
。

　

来
米
し
て
も
う
す
ぐ
14
年

に
な
る
。
多
く
の
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
在
住
フ
ォ
ト
グ
ラ
フ
ァ

ー
の
ア
シ
ス
タ
ン
ト
を
経
て
、

２
０
１
４
年
に
独
立
し
た
。
現

在
は
、
フ
ォ
ト
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス

ト
と
し
て
取
材
撮
影
な
ど
の
仕

事
も
し
な
が
ら
、
プ
ロ
ダ
ク
ト

や
フ
ー
ド
な
ど
の
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
的
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
撮
影
、

ま
た
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
や
フ
ァ
ミ

リ
ー
フ
ォ
ト
ま
で
幅
広
く
活
動

し
て
い
る
。
現
在
、
ソ
ー
ホ
ー

の
Ａ
Ｌ
Ｌ
Ｕ
ス
タ
ジ
オ
で
日
本

の
骨
董
品
と
ア
メ
リ
カ
の
生
活

と
の
融
合
を
テ
ー
マ
に
し
た
展

覧
会
が
開
か
れ
て
お
り
、
３
人

の
作
家
を
モ
デ
ル
に
し
た
写
真

展
を
24
日
ま
で
同
時
開
催
中

だ
。
埼
玉
県
出
身
。

    

︵
三
浦
良
一
記
者
、
写
真
も
︶

フォトグラファー

井田貴子さん

写
真
を
撮
る
こ
と
で
自
分
自
身
と
出
会
っ
た

http://www.yamagatadental.net/
https://mijikan.blogspot.com/
http://www.idocenter.com
http://villagewellusa.com
https://www.momotaro-manhattan.com/
https://www.cosmeproud.com
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コロンビア大学応用言語学教育博士 高橋純子

アメリカの学校で成功するには？
“AASP スキル”の “S”—
“Self-selective”を育成するには（１）

　

前
回
ま
で
は
﹁
Ａ
Ａ
Ｓ
Ｐ

ス
キ
ル
﹂︵
明
確
か
つ
主
張
の

あ
る
自
主
的
発
言
参
加
ス
キ

ル
︶
の
最
初
の
二
つ
の
項
目
＝ 

A
ssertive

︵
主
張
の
あ
る
発

言
︶
とA

rticulate 

︵
明
確
な

発
言
︶
に
つ
い
て
説
明
い
た
し

ま
し
た
。“A
ssertive”

で
は
、

先
生
の
質
問
に
﹁
ひ
と
こ
と
で

答
え
る
﹂
と
い
う
よ
う
な
日
本

人
の
傾
向
か
ら
脱
却
し
、
英
語

の
一
定
の
表
現
文
型 “

I think 
(guess; believe; consider

な
ど) that 

主
語
＋should

＋
動
詞
原
形 because 

主
語

+

動
詞”　

と
い
っ
た
基
本
型

に
ど
ん
ど
ん
肉
付
け
を
し
て
、

﹁
自
分
の
主
張
と
そ
の
論
理
的

な
理
由
﹂
を
述
べ
る
こ
と
が
重

要
で
あ
る
と
説
明
し
ま
し
た
。

こ
れ
を
マ
ス
タ
ー
す
る
に
は
、

生
徒
が
日
頃
か
ら
自
身
の
明
確

な
考
え
や
論
点
を
持
ち
、
ま
た

そ
れ
を
う
ま
く
伝
え
る
た
め

の
、
論
理
的
意
見
の
発
言
構
築

を
促
す
指
導
が
必
要
と
な
り
ま

す
。
次
に “

A
rticulate”

で

は
、
日
本
語
と
英
語
の
音
声
学

的
な
違
い
︵syllable-tim

ed 
vs. stress-tim

ed

︶
を
解
説

し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
違
い
を

よ
く
理
解
し
、
発
話
し
て
い
る

内
容
が
よ
り
明
確
に
伝
わ
る
よ

う
に
﹁
リ
ダ
ク
シ
ョ
ン
や
リ
ン

キ
ン
グ
﹂︵
短
縮
や
連
結
︶
を

使
用
し
、
リ
ズ
ム
や
イ
ン
ト
ネ

ー
シ
ョ
ン
の
構
築
を
マ
ス
タ
ー

し
て
、
腹
式
で
声
を
出
す
必
要

性
も
お
伝
え
し
ま
し
た
。
こ
れ

に
よ
り
、
正
確
か
つ
効
果
的
に

相
手
に
言
葉
で
意
図
を
伝
え
る

こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

　

さ
て
、
今
回
か
ら
は
、
三

つ
目
の
自
発
的
な
発
言(Self-

selective)
―
自
分
か
ら
積
極

的
に
発
言
権
を
取
る
方
法
を
ど

の
よ
う
に
行
う
か
、
ま
た
そ
れ

を
ど
う
指
導
す
る
か
に
焦
点
を

当
て
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ

の
自
発
的
発
言
は
、
最
初
の

“
A

ssertive”

と
い
っ
た
態

度
や
心
理
的
な
部
分
が
直
結
し

て
い
る
と
い
え
ま
す
。
日
本
や

ア
ジ
ア
で
は
答
え
を
知
っ
て
い

て
も
、
言
い
た
い
こ
と
が
あ
っ

て
も
、﹁
自
信
が
な
い
﹂﹁
間
違

っ
て
い
た
ら
恥
ず
か
し
い
﹂﹁
周

て
い
き
ま
す
。
手
を
挙
げ
て
い

る
ま
ま
の
日
本
人
を
含
む
ア
ジ

ア
系
学
生
は
、
結
局
全
く
な
ん

の
発
言
も
し
な
い
う
ち
に
そ
の

ト
ピ
ッ
ク
や
ク
ラ
ス
が
終
わ
っ

て
し
ま
う
、
最
悪
の
場
合
は
学

期
中
何
も
言
わ
ず
終
わ
る
ケ
ー

ス
も
見
ら
れ
ま
す
。

　

近

年

は
、

会

話

分

析

法

(C
onversation A

nalysis)

を
使
っ
て
ク
ラ
ス
内
で
の
会
話

や
、
先
生
の
指
導
発
話
研
究
が

多
く
な
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ

ら
に
よ
る
と
、
米
国
人
は
母
国

語
で
あ
る
英
語
で
の
﹁
プ
ロ
ジ

ェ
ク
タ
ビ
リ
テ
ィ
ー
﹂︵
発
言

内
容
が
わ
か
り
、
発
言
が
終
わ

り
に
近
づ
く
こ
と
を
察
知
す

る
︶
能
力
を
有
し
ま
す
。
英
語

は
日
本
語
と
違
い
、
主
語
の
次

に
す
ぐ
動
詞
や
目
的
語
な
ど
が

来
る
の
で
、
お
お
よ
そ
の
意
味

が
早
い
段
階
で
理
解
さ
れ
ま

す
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
た

め
次
に
発
言
権
を
取
り
た
い
米

国
人
生
徒
は
、
前
発
言
者
の
後

半
や
最
後
の
部
分
と
オ
ー
バ
ー

ラ
ッ
プ
し
た
り
、
前
発
言
が
終

わ
っ
た
と
同
時
に
話
し
始
め
た

り
し
て
無
理
や
り
発
言
権
を
掴

み
取
る
、
と
い
う
現
象
が
見
ら

れ
る
わ
け
で
す
。
こ
れ
で
は
あ

た
か
も
﹁
先
に
し
ゃ
べ
り
始
め

た
者
勝
ち
﹂
と
い
っ
た
競
争
が

起
こ
っ
て
い
る
か
の
よ
う
な
状

況
で
、
こ
れ
に
慣
れ
て
い
な
い

生
徒
は
、
例
え
英
語
に
精
通
し

て
い
て
も
発
言
を
始
め
る
タ
イ

ミ
ン
グ
を
掴
む
の
は
容
易
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
ま
し
て
や
、
ア

ジ
ア
の
よ
う
に
先
生
が
知
識
を

与
え
、
生
徒
ら
は
そ
れ
を
受
け

取
る
だ
け
と
い
う
﹁
知
識
の
一

方
的
な
移
動
﹂
の
指
導
形
式
を

取
る
文
化
、
ま
た
生
徒
の
発
言

自
体
が
必
要
と
さ
れ
て
い
な
い

よ
う
な
文
化
圏
出
身
の
生
徒
ら

に
は
、
こ
の
状
況
は
想
像
以
上

に
困
難
と
な
り
ま
す
。︵
つ
づ

く
︶
た
か
は
し
・
じ
ゅ
ん
こ
＝

コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
応
用
言
語
学

教
育
博
士
。
日
本
語
・
英
語
共

に
様
々
な
新
聞
コ
ラ
ム
や
学
術

記
事
な
ど
執
筆
。
著
書
に
﹃
ア

メ
リ
カ
駐
在
：
こ
れ
で
安
心
子

ど
も
の
教
育
ナ
ビ
﹄︵
時
事
通

信
出
版
社
︶
な
ど
。

り
の
目
が
気
に
な
る
﹂﹁
で
き

れ
ば
目
立
ち
た
く
な
い
﹂
な
ど

の
心
理
的
要
因
か
ら
、
発
言
を

全
く
し
な
い
生
徒
が
多
く
見
ら

れ
ま
す
。
欧
米
は
こ
れ
と
は
真

逆
で
、
発
言
は
ク
ラ
ス
で
お
互

い
の
知
識
や
経
験
を
シ
ェ
ア
し

て
自
身
の
学
び
を
深
め
、
ま
た

先
生
の
授
業
進
行
を
助
け
る
た

め
に
も
、
例
え
間
違
っ
て
い
て

も
大
変
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
行
動
と

し
て
受
け
止
め
ら
れ
ま
す
。
ま

た “
C

lass participation”

と
い
う
項
目
で
、
点
数
が
成
績

に
加
算
さ
れ
る
ク
ラ
ス
も
多
く

あ
り
ま
す
。
で
す
の
で
、
次
々

に
発
言
が
な
さ
れ
る
欧
米
で

は
、﹁
手
を
挙
げ
る
﹂
以
外
で

の
発
言
権
を
勝
ち
取
る
方
法

も
必
要
と
な
り
ま
す
。
な
ぜ
な

ら
ば
、
例
え
ば
米
国
の
ク
ラ
ス

で
は
次
の
発
言
権
を
得
る
た
め

に
、
米
国
人
学
生
は
挙
手
な
し

で
発
言
を
始
め
る
と
い
う
行
動

を
起
こ
し
、
彼
ら
が
次
々
に
そ

の
よ
う
な
発
言
を
続
け
る
う
ち

に
、
ト
ピ
ッ
ク
自
体
も
変
わ
っ

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
で
唯
一
、

公
立
学
校
で
日
本
語
と
英
語
の

2
か
国
語
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
小
学

校
課
程
の
授
業
を
行
う
パ
ブ
リ

ッ
ク
ス
ク
ー
ル
１
４
７
番
校

︵
Ｐ
Ｓ
１
４
７
ア
イ
ザ
ッ
ク
ラ

ム
セ
ン
・
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
区
ブ

ッ
シ
ュ
ウ
ィ
ッ
ク
︶
が
、
次
年

度
の
入
学
や
編
入
に
つ
い
て
の

学
校
説
明
会
を
行
う
。
説
明
会

は
対
面
式
と
バ
ー
チ
ャ
ル
形
式

と
2
種
類
あ
り
、
対
面
式
は
、

12
月
16
日
︵
金
︶、
1
月
6
日

︵
金
︶、
20
日
︵
金
︶
に
学
校
校

舎
︵325 B

ushw
ick A

ve

︶

で
開
催
す
る
。
時
間
は
そ
れ
ぞ

れ
午
前
9
時
30
分
か
ら
。
バ
ー

チ
ャ
ル
は
、
1
月
13
日
︵
金
︶

午
前
9
時
30
分
、
27
日
︵
金
︶

午
後
5
時
30
分
、
2
月
3
日

︵
金
︶
午
後
1
時
に
行
う
。
対

象
学
年
は
キ
ン
ダ
ー
ガ
ー
デ
ン

か
ら
5
年
生
ま
で
。
日
本
語
ネ

イ
テ
ィ
ブ
の
生
徒
は
学
区
外
か

ら
の
入
学
も
可
能
で
、
優
先
的

に
入
学
と
編
入
の
応
募
・
申
し

込
み
が
可
能
。

　

同
校
の
2
か
国
語
プ
ロ
グ
ラ

ム
は
２
０
１
５
年
か
ら
運
営
さ

れ
て
お
り
、
現
在
、
約
30
人
の

生
徒
が
在
籍
し
毎
日
2
時
限
の

日
本
語
の
授
業
を
受
け
て
い

る
。
充
実
し
た
日
本
語
教
員
の

指
導
に
よ
り
、
日
本
語
ネ
イ
テ

ィ
ブ
の
生
徒
と
そ
う
で
な
い
生

徒
が
同
じ
教
室
で
助
け
合
っ
て

共
に
学
ぶ
ク
ラ
ス
構
成
と
な
っ

て
い
る
。
ジ
ャ
パ
ン
・
ソ
サ
イ

エ
テ
ィ
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
も
あ
り
、
日
本
語
の
語
学
学

習
の
み
な
ら
ず
、
日
本
文
化
に

も
精
通
す
る
工
夫
が
凝
ら
さ
れ

て
い
る
。
公
立
学
校
な
の
で
受

講
料
は
無
料
。
市
内
の
公
立
校

で
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
採
用
し

て
い
る
の
は
現
在
こ
の
学
校

の
み
。
説
明
会
へ
の
参
加
を

希
望
す
る
場
合
は
事
前
予
約

が
必
要
。
グ
ー
グ
ル
フ
ォ
ー

ム shorturl.at/inv13 

よ
り

申
し
込
む
。
問
い
合
わ
せ
は
Ｅ

メ
ー
ル ps147jdlp@

gm
ail.

com
 

ま
で
。
学
校
詳
細
は
ウ

ェ
ブ
サ
イ
トhttps://w

w
w

.
ps147.org/ 

を
参
照
。

PS147

学
校
説
明
会
開
催
へ

公
立
で
日
英
２
か
国
語
教
育

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
学
校

︵
コ
ネ
チ
カ
ッ
ト
州
グ
リ
ニ
ッ

チ
、
岡
田
雅
彦
校
長
︶
の
５
年

生
は
11
月
30
日
、
社
会
科
移
動

教
室
で
日
本
語
放
送
テ
レ
ビ
ジ

ャ
パ
ン
を
運
営
す
る
Ｎ
Ｈ
Ｋ
コ

ス
モ
メ
デ
ィ
ア
を
訪
れ
た
。
そ

こ
で
は
﹁
予
定
通
り
放
送
す
る

こ
と
﹂﹁
事
実
を
分
か
り
や
す

く
伝
え
る
こ
と
﹂﹁
そ
れ
ぞ
れ

の
役
割
を
守
っ
て
仕
事
を
す
る

こ
と
﹂
な
ど
を
大
切
に
し
て
い

る
こ
と
を
学
ん
だ
。
そ
の
後
、

局
内
を
見
学
。
ス
タ
ジ
オ
で

は
、
初
め
て
の
キ
ャ
ス
タ
ー
体

験
に
胸
を
わ
く
わ
く
さ
せ
て
挑

ん
だ
。
子
供
た
ち
は
﹁
と
て
も

緊
張
し
た
け
ど
楽
し
か
っ
た
﹂

﹁
カ
メ
ラ
に
原
稿
が
映
る
仕
組

み
が
あ
る
こ
と
に
驚
い
た
﹂
と

終
始
興
奮
し
た
様
子
だ
っ
た
。

24
時
間
３
６
５
日
途
切
れ
る
こ

と
な
く
放
送
し
て
い
る
こ
と
を

知
り
、
テ
レ
ビ
放
送
局
の
仕
事

の
大
切
さ
を
実
感
す
る
こ
と
が

で
き
た
。
メ
デ
ィ
ア
の
役
割
と

そ
こ
で
働
く
人
の
努
力
や
工
夫

に
つ
い
て
考
え
る
、
有
意
義
な

移
動
教
室
と
な
っ
た
。

テ
レ
ビ
局
を
社
会
科
見
学

日
本
語
放
送
テ
レ
ビ
ジ
ャ
パ
ン

Ｎ
Ｙ
日
本
人
学
校
の
５
年
生

https://alto-edu.com/
http://www.seido.com
http://ze-edu.com
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●
作
品
募
集
＝
年
齢
、
国
籍
を
問
わ
ず
、
米
国
在

住
者
の
書
道
作
品
を
広
く
募
集
し
ま
す
。
●
応
募

方
法
＝
作
品
現
物
を
郵
送
︵
返
却
不
可
︶、
ま
た
は

デ
ジ
カ
メ
で
撮
影
し
た
画
像
を
下
記
宛
に
Ｅ
メ
ー

ル
し
て
く
だ
さ
い
。
住
所
・
氏
名
︵
英
文
表
記
も
︶・

電
話
番
号
・
学
校
名
と
学
年
を
明
記
の
こ
と
●
応
募

作
品
か
ら
毎
月
６
点
を
選
び
第
３
週
号
に
て
発
表

●
一
年
間
の
掲
載
作
品
か
ら
最
優
秀
賞
一
点
、
優

秀
賞
二
点
と
特
別
賞
一
点
を
選
出
し
ま
す
︵
入
賞

者
へ
の
副
賞
は
後
日
お
知
ら
せ
し
ま
す
︶。

＊
学
校
学
年
は
作
品
応
募
時
の
も
の
で
す
。

書
の
散
歩
道

週
刊

N
Y
生
活
紙
上
コ
ン
ク
ー
ル

■作品郵送先

　NEW YORK SEIKATSU PRESS, INC. Attn: SYUJI
   71 W. 47th St. #1205 New York, NY 10036
■ E メール： nyseikatsu.syuji@gmail.com

リ
セ
・
ケ
ネ
デ
ィ
日
本
人
学
校
小
２

小
林　

市
佳

プ
リ
ン
ス
ト
ン
日
本
語
学
校
中
３

小
林　

若
奈

N
Y
育
英
学
園
水
曜
書
写
ク
ラ
ブ
小
３

三
原　

理
恵

N
Y
小
山
書
道
教
室
小
６

西
尾　

彩

フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
日
本
語
補
習
校
中
１

関　

桃
花

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州

N
o
a
 D

a
v
is

158

　

そ
ろ
そ
ろ
ハ
ッ
ピ
ー
！
な
話

題
に
持
っ
て
行
き
た
い
の
で
す

が
、
私
の
気
持
ち
が
今
ま
だ
整

っ
て
い
な
い
ん
で
す
か
ね
。
な

ん
と
な
く
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
ニ
ュ

ー
ス
に
目
が
い
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
ち
な
み
に
最
近
世
の
中
で

使
わ
れ
て
い
る
﹁
整
う
﹂
と
い

う
言
葉
は
、
世
の
中
で
は
﹁
サ

ウ
ナ
に
入
っ
て
水
風
呂
で
整

う
﹂
み
た
い
な
感
じ
で
軽
く
使

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
気
に
な
っ
た
ネ
ガ
テ

ィ
ブ
な
ニ
ュ
ー
ス
は
﹁
保
育
園

内
虐
待
で
３
人
の
保
育
士
逮

捕
﹂
で
、
３
人
の
容
疑
者
が
﹁
実

名
＆
顔
出
し
﹂
で
報
道
さ
れ
て

い
る
こ
と
に
、
私
は
相
当
違
和

感
を
持
っ
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ

ん
﹁
法
的
制
裁
﹂
を
受
け
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
は
当
然
の
こ

と
で
す
。
し
か
し
、
法
的
制
裁

以
上
に
大
き
い
と
思
わ
れ
る
の

が
﹁
社
会
的
制
裁
﹂
で
す
。
報

道
で
は
３
人
の
保
育
士
が
行
っ

た
虐
待
が
細
か
く
報
道
さ
れ
、

虐
待
を
受
け
た
お
子
様
の
こ
と

を
思
え
ば
痛
々
し
く
て
、
許
せ

な
い
気
持
ち
が
沸
々
と
湧
き
上

が
り
ま
す
。
し
か
し
、
社
会
的

制
裁
と
い
う
側
面
か
ら
見
る

と
、
こ
の
３
人
の
容
疑
者
が
﹁
報

道
に
よ
る
暴
力
﹂
で
、
心
も
身

体
も
壊
し
て
、
精
神
も
狂
っ
て

し
ま
う
の
で
は
な
い
か
と
い
う

こ
と
も
私
は
心
配
で
す
。
も
し

も
、
容
疑
者
自
身
が
報
道
を
見

て
い
な
く
て
も
、
周
囲
の
目
が

奇
異
な
見
方
に
な
る
の
で
、
逮

捕
、
勾
留
、
釈
放
後
も
大
き
な

代
償
と
苦
し
み
を
味
わ
う
の
で

は
な
い
か
と
想
像
を
絶
し
ま

す
。

　

い
ろ
い
ろ
な
コ
ラ
ム
や
論
文

で
は
﹁
実
名
報
道
は
是
﹂
と
い

う
論
評
が
多
い
ん
で
す
ね
。﹁
実

名
報
道
が
さ
れ
な
い
デ
メ
リ
ッ

ト
﹂
の
理
由
の
一
部
と
し
て
は
、

以
下
の
よ
う
な
こ
と
が
書
か
れ

て
い
ま
し
た
。

　

ひ
と
つ
め
、
﹁
犯
罪
報
道
の

質
の
低
下
﹂
。
つ
ま
り
匿
名
報

道
だ
け
に
な
っ
て
し
ま
う
と
、

報
道
内
容
が
ず
さ
ん
に
な
り
、

適
当
な
誤
っ
た
報
道
に
な
っ
た

り
し
、
ひ
い
て
は
架
空
の
事
件

も
捏
造
さ
れ
る
恐
れ
が
あ
る
と

い
う
こ
と
ら
し
い
。
で
も
、
私

は
こ
う
感
じ
ま
し
た
。﹁
報
道

の
質
﹂
と
は
そ
ん
な
に
脆
い
も

の
な
の
で
し
ょ
う
か
？
報
道
の

質
の
担
保
に
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を

犠
牲
に
し
な
い
と
守
れ
な
い
も

の
な
の
で
し
ょ
う
か
。
本
人
た

ち
の
反
省
後
の
社
会
復
帰
の
道

が
断
た
れ
る
方
が
辛
い
で
す
。

　

ふ
た
つ
め
、﹁
知
る
権
利
、

報
道
の
自
由
の
侵
害
﹂。
こ
れ

も
ひ
と
つ
め
と
同
じ
で
す
。
日

本
は
民
主
主
義
国
家
で
主
権
者

は
国
民
。
国
民
に
は
国
の
あ
り

方
を
考
え
る
の
に
必
要
な
情
報

と
し
て
﹁
知
る
権
利
﹂
が
守
ら

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
と
い

う
の
は
、
た
だ
の
﹁
や
じ
う
ま

根
性
﹂で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

﹁
知
る
権
利
﹂
と
い
う
美
辞
麗

句
を
や
じ
う
ま
を
超
え
て
﹁
国

の
あ
り
方
﹂
に
結
び
つ
け
る
の

も
単
純
す
ぎ
な
い
か
と
も
感
じ

ま
す
。

　

み
っ
つ
め
、﹁
公
権
力
の
チ

ェ
ッ
ク
機
能
の
低
下
の
恐
れ
が

あ
る
﹂
と
。
私
は
こ
れ
は
﹁
ア

実
名
報
道
に
つ
い
て
思
う
こ
と

﹁
社
会
的
制
裁
﹂
優
先
に
疑
問

リ
﹂
だ
と
思
い
ま
す
。﹁
国
の

あ
り
方
﹂
と
し
て
は
重
要
な
ポ

イ
ン
ト
で
す
。
公
権
力
で
あ
る

立
法
、
行
政
、
司
法
の
国
家
機

関
が
不
正
を
行
っ
て
い
な
い
の

か
、
適
正
さ
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る

こ
と
こ
そ
が
大
事
だ
と
思
い
ま

す
。

　

た
だ
し
、
最
近
の
報
道
を
み

て
い
る
と
、
公
権
力
の
方
が
守

ら
れ
、
情
報
弱
者
で
あ
る
小
市

民
の
方
が
社
会
的
制
裁
の
割
を

食
っ
て
い
る
気
が
し
て
な
り
ま

せ
ん
。
我
々
の
よ
う
な
﹁
福

祉
﹂
に
関
わ
る
人
間
が
事
件
や

事
故
を
起
こ
し
た
場
合
、
報
道

で
は
﹁
会
社
員
﹂
で
は
な
く
、

﹁
介
護
士
﹂
と
報
道
さ
れ
ま
す
。

﹁
福
祉
に
関
わ
る
人
間
が
な
ん

て
こ
と
を
し
で
か
し
た
ん
だ
！

福
祉
や
医
療
は
聖
職
で
し
ょ
！

と
ん
で
も
な
い
！
﹂
と
叩
か
れ

ま
す
。
本
人
に
し
て
み
た
ら
た

だ
の
﹁
会
社
員
﹂
な
の
に
。
と

い
う
こ
と
で
、
私
が
思
う
、
一

部
論
文
か
ら
見
る
﹁
実
名
報
道

は
是
﹂
の
仮
説
検
証
と
し
て
は

﹁
否
﹂
で
あ
る
こ
と
を
確
信
し

ま
し
た
。
や
っ
た
こ
と
は
絶
対

ダ
メ
な
こ
と
だ
が
、
法
律
の
処

罰
以
上
に
社
会
的
制
裁
が
大
き

い
﹁
報
道
の
質
の
た
め
﹂﹁
知

る
権
利
﹂
の
犠
牲
に
な
っ
て
、

社
会
復
帰
へ
の
障
害
が
大
き
い

と
思
う
の
で
す
。
我
々
は
そ
こ

ま
で
実
名
＆
顔
出
し
を
欲
し
て

い
る
と
は
思
え
ま
せ
ん
し
、
日

本
全
体
の
そ
う
い
う
や
じ
う
ま

根
性
が
福
祉
と
し
て
も
﹁
生
き

に
く
い
世
の
中
﹂
を
醸
成
し
て

い
な
い
か
心
配
に
な
っ
て
い
ま

す
。
ち
な
み
に
、
逮
捕
さ
れ
る

の
で
は
な
い
か
と
心
配
な
人
は

弁
護
士
に
相
談
す
れ
ば
、﹁
い

ろ
ん
な
方
法
＆
手
段
で
実
名
＆

顔
出
し
を
さ
せ
な
い
方
法
は
い

く
ら
で
も
あ
る
﹂
と
も
い
い
ま

す
。や
っ
ぱ
り
情
報
っ
て
大
事
。

西
村
栄
一
／
株
式
会
社
ヘ
ル
プ

ズ
・
ア
ン
ド
・
カ
ン
パ
ニ
ー
代

表
取
締
役
、
全
国
介
護
事
業
者

連
盟
　
大
阪
支
部
監
査
役 

＊
同
社
で
は
専
門
家
と
連
携
し

て
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
行
っ

て
い
る
。
疑
問
、
悩
み
、
日
本

の
社
会
保
障
︵
介
護
・
医
療
・

年
金
・
雇
用
等
︶
制
度
に
関
す

る
質
問
や
相
談
を
受
け
付
け
て

い
る
。info@

helpz.jp

　

東
北
６
県
と
北
海
道
ゆ
か
り

の
会
で
構
成
さ
れ
る
﹁
ほ
く
ほ

く
会
﹂
は
10
日
、
コ
ロ
ナ
禍
か

ら
３
年
ぶ
り
と
な
る
﹁
ほ
く
ほ

く
会
﹂
ボ
ー
リ
ン
グ
大
会
を
ポ

ー
ト
・
オ
ー
ソ
リ
テ
ィ
ー
・
バ

ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
内
の
フ
レ
ー
ム

ズ
・
ボ
ウ
ル
で
開
催
し
た
。

　

当
日
は
各
県
か
ら
37
人
が
参

加
し
、
２
ゲ
ー
ム
勝
負
で
男
女

共
に
個
人
で
最
高
得
点
を
競
う

ル
ー
ル
で
熱
戦
を
繰
り
広
げ

た
。
ボ
ー
リ
ン
グ
の
パ
ッ
ケ
ー

ジ
で
、
各
県
の
カ
ウ
ン
タ
ー
に

ピ
ザ
や
フ
ラ
イ
ド
チ
キ
ン
な
ど

が
並
び
、
皆
が
軽
食
も
楽
し
め

た
。

　

幹
事
県
の
宮
城
県
︵
大
清
水

良
裕
会
長
︶
か
ら
結
果
発
表
が

あ
り
、
男
子
の
個
人
優
勝
者
は

岩
手
県
出
身
の
斎
藤
ひ
ろ
し
さ

ん
︵
２
ゲ
ー
ム
合
計
２
５
４
︶。

女
子
の
個
人
優
勝
者
は
山
形
県

か
ら
出
場
し
、
同
大
会
で
も
優

勝
経
験
が
あ
る
野
口
ま
な
み
さ

ん
︵
２
８
４
︶
が
実
力
を
発
揮

し
た
。

　

﹁
ボ
ー
リ
ン
グ
が
好
き
な
わ

け
で
も
、
得
意
な
わ
け
で
も
な

い
け
れ
ど
、
こ
の
よ
う
な
機
会

で
な
い
と
皆
さ
ん
に
お
会
い
で

き
な
い
の
で
、
今
日
は
楽
し
む

た
め
に
参
加
し
た
﹂
と
の
声
も

あ
り
、
参
加
者
と
応
援
す
る
人

た
ち
が
共
に
楽
し
ん
だ
イ
ベ
ン

ト
と
な
っ
た
。︵
山
本
み
ゆ
き
︶

男子個人優勝　斎藤さん
女子個人優勝　野口さん

ほくほく会ボーリング大会

https://starchildny.com/
tel:2014616502
https://satoricollegeplanning.com/
https://www.kokinshodo.com/
http://www.betteratmath.com
http://shidogakuin.com
https://www.nykoyamashodo.com/
https://japaneseschool.org
mailto:nyseikatsu.syuji@gmail.com
mailto:info@helpz.jp
mailto:info@helpz.jp
mailto:info@helpz.jp
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幼
児
の
部

小
学
五
年
・
六
年
の
部

 

中
学
の
部

  

高
校
・
一
般
の
部

小
学
一
年
・
二
年
の
部

小
学
三
年
・
四
年
の
部

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園
・
水
曜
書
写
ク
ラ
ブ

Ｎ
Ｙ
小
山
書
道
教
室

Ｎ
Ｙ
小
山
書
道
教
室

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
学
校

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
学
校

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園
・
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
校
書
写
ク
ラ
ブ

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
学
校

Ｎ
Ｙ
小
山
書
道
教
室

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
日
本
人
学
校

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
学
校

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
日
本
人
学
校

学
習
塾
エ
ナ
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園
・
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
校
書
写
ク
ラ
ブ

プ
リ
ン
ス
ト
ン
日
本
語
学
校

プ
リ
ン
ス
ト
ン
日
本
語
学
校

ネ
バ
ダ
州
・
ネ
バ
ダ
大
学
リ
ノ
校

マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
・
ボ
ス
ト
ン
日
本
語
学
校

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
日
本
人
学
校

 　

硬
筆
書
写
コ
ン
ク
ー
ル
第
48
回
冬
期

課
題
、
第
１
回
目
の
選
考
作
品
20
点
を

発
表
し
ま
す
。

　

紙
面
に
掲
載
さ
れ
た
選
考
作
品
の
な

か
か
ら
、
年
度
末
に
年
間
最
優
秀
大
賞

と
優
秀
賞
を
選
出
し
、
米
国
ゼ
ブ
ラ
社

よ
り
豪
華
筆
記
用
具
セ
ッ
ト
の
賞
品
と

賞
状
が
授
与
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
年
間

を
通
し
て
作
品
の
応
募
数
が
一
番
多
か

っ
た
団
体
に
は
、
特
別
団
体
賞
と
し
て

応
募
人
数
分
の
ゼ
ブ
ラ
ペ
ン
を
進
呈
し

ま
す
。

　

課
題
の
見
本
と
規
定
用
紙
は
、
ウ
ェ

ブ
サ
イ
トw

w
w

.n
y
seikatsu.com

よ
り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。
応
募

要
項
の
詳
細
も
同
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
参

照
し
て
く
だ
さ
い
。

＊

＊

＊

 

週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活

 

第
48
回
冬
期
課
題
選
考
作
品
発
表
︵
１
︶

 現在発表になっている第 48 回冬期課題の第２次応募締め切り
は１月 12 日（木）です。
選考作品の発表は１月 21 日号となります。引き続き作品を募
集します。
＊応募作品データをＥメールでお送りください。

 協賛：米国ゼブラ社

https://www.zebrapen.com/
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
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僕
は
八
月
三
十
一
日
か
ら

九
月
二
日
ま
で
修
学
旅
行
に

行
っ
た
。
一
学
期
か
ら
準
備

し
、
楽
し
み
に
し
て
い
た
た

め
出
発
が
待
ち
遠
し
か
っ
た
。

い
ざ
当
日
に
な
る
と
こ
れ
か

ら
ど
ん
な
こ
と
を
す
る
の
だ

ろ
う
か
と
心
配
に
な
っ
た
。

し
か
も
忘
れ
物
を
し
た
ら
簡

単
に
は
取
り
に
戻
れ
な
い
た

め
事
前
に
何
度
も
確
認
し
た
。

し
か
し
、
学
校
に
着
く
と
楽

し
み
に
な
り
、
そ
の
心
配
も

気
に
せ
ず
に
行
く
こ
と
が
で

き
た
。
こ
れ
か
ら
特
に
印
象

に
残
っ
た
こ
と
を
紹
介
す
る
。

　

初
日
は
、
プ
リ
マ
ス
プ
ラ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
行
っ
た
。

こ
こ
で
は
、
当
時
ア
メ
リ
カ

に
入
植
し
た
移
民
と
先
住
民

の
暮
ら
し
を
比
べ
ら
れ
る
。

入
植
者
の
エ
リ
ア
に
は
牛
な

ど
動
物
も
い
た
。
さ
ら
に
ス

タ
ッ
フ
が
入
植
者
の
再
現
を

し
て
い
て
、
木
を
切
っ
た
り

畑
仕
事
を
し
た
り
も
し
て
い

た
た
め
興
味
深
く
入
植
者
の

暮
ら
し
を
知
る
こ
と
が
で
き

た
。
ま
た
木
を
切
る
体
験
な

ど
も
で
き
た
。
現
在
の
暮
ら

し
と
は
全
く
違
っ
て
い
た
の

で
、
当
時
の
暮
ら
し
は
大
変

だ
と
思
っ
た
。

　

二
日
目
は
、
ボ
ス
ト
ン
茶

会
事
件
船
博
物
館
や
フ
ェ
ン

ウ
ェ
イ
パ
ー
ク
な
ど
に
行
っ

た
。
博
物
館
で
は
、
劇
を
見

た
り
茶
箱
を
投
げ
た
り
し
た
。

劇
は
英
語
だ
っ
た
が
、
迫
力

が
あ
り
楽
し
か
っ
た
。
次
に

フ
ェ
ン
ウ
ェ
イ
パ
ー
ク
に
行

っ
た
。
フ
ェ
ン
ウ
ェ
イ
パ
ー

ク
と
い
う
の
は
野
球
場
の
こ

と
だ
。
僕
た
ち
は
、
試
合
は

見
ず
に
、
球
場
の
ツ
ア
ー
に

参
加
し
た
。
こ
の
ツ
ア
ー
で

は
グ
リ
ー
ン
モ
ン
ス
タ
ー
と

い
う
巨
大
な
壁
を
見
た
り
、

球
場
に
あ
る
畑
な
ど
を
見
た

り
し
た
。
僕
は
、
球
場
の
狭

い
ス
ペ
ー
ス
の
中
で
、
野
菜

を
育
て
て
い
た
こ
と
に
驚
い

た
。
こ
こ
で
育
て
た
野
菜
は

寄
付
を
し
た
り
す
る
ら
し
い
。

　

夜
は
ホ
テ
ル
で
レ
ク
を
し

た
。
レ
ク
は
﹁
な
ん
で
も
バ

ス
ケ
ッ
ト
﹂
を
し
た
り
し
て

盛
り
上
が
っ
た
。
ハ
ン
カ
チ

落
と
し
で
は
、
校
長
先
生
が

走
っ
て
い
る
様
子
な
ど
を
見

ら
れ
た
の
で
貴
重
な
機
会
だ

っ
た
。
皆
、
普
段
と
は
雰
囲

気
が
違
っ
て
面
白
か
っ
た
。

　

三
日
目
に
な
る
と
楽
し
み

だ
っ
た
サ
イ
エ
ン
ス
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
に
行
け
る
た
め
嬉
し

か
っ
た
が
、
修
学
旅
行
が
終

わ
る
の
が
寂
し
か
っ
た
。
サ

イ
エ
ン
ス
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で

は
、
班
で
自
由
行
動
が
で
き

た
。
人
間
の
体
の
こ
と
や

宇
宙
に
つ
い
て
な
ど
を
知
っ

た
。
班
行
動
の
二
時
間
が
あ

っ
と
い
う
間
に
終
わ
っ
て
し

ま
っ
た
。
サ
イ
エ
ン
ス
ミ
ュ

ー
ジ
ア
ム
で
の
活
動
も
終
わ

り
、
無
事
に
バ
ス
で
学
校
に

帰
っ
て
く
る
こ
と
が
で
き
た
。

し
か
し
、
そ
こ
か
ら
が
緊
張

し
た
。
な
ぜ
な
ら
到
着
式
で

終
わ
り
の
言
葉
の
担
当
だ
っ

た
か
ら
だ
。
僕
は
、
な
る
べ

く
大
き
な
声
を
出
し
て
迎
え

に
来
て
く
れ
た
保
護
者
や
先

生
方
に
挨
拶
を
し
た
。
家
に

帰
る
と
、
疲
れ
が
た
ま
っ
て

い
た
た
め
ぐ
っ
す
り
眠
っ
た
。

僕
は
、
今
ま
で
に
な
い
最
高

の
三
日
間
が
終
わ
っ
て
し
ま

っ
た
の
が
悲
し
か
っ
た
。
し

か
し
僕
は
、
い
ろ
い
ろ
な
こ

と
を
学
べ
て
嬉
し
か
っ
た
。

　

僕
は
こ
の
修
学
旅
行
を
通

し
て
、
ク
ラ
ス
の
人
と
さ
ら

に
仲
良
く
な
る
こ
と
が
で
き

た
。
ま
た
積
極
的
に
話
す
こ

と
の
大
切
さ
な
ど
も
学
ん
だ
。

ア
メ
リ
カ
の
歴
史
も
学
べ
、

ク
ラ
ス
の
人
と
も
仲
良
く
な

れ
た
の
で
本
当
に
良
い
機
会

だ
っ
た
。
こ
の
修
学
旅
行
で

学
ん
だ
こ
と
を
、
こ
れ
か
ら

の
生
活
に
も
活
か
し
た
い
。

　
　

  　
︵
滞
米
１
年
３
か
月
︶

　

あ
る
夏
休
み
に
そ
の
ち
ゃ

ん
の
家
の
前
で
レ
モ
ネ
ー
ド

ス
タ
ン
ド
を
す
る
こ
と
に
し

ま
し
た
。
前
か
ら
レ
モ
ネ
ー

ド
の
話
は
し
て
い
て
、
い
つ

か
や
ろ
う
と
約
束
し
て
い
た

の
で
す
。
そ
の
ち
ゃ
ん
は
も

う
す
ぐ
き
っ
と
日
本
に
引
っ

越
し
て
し
ま
う
し
、
楽
し
い

思
い
出
を
増
や
し
た
い
な
あ

と
思
っ
て
私
は
と
っ
て
も
は

り
き
っ
て
い
ま
し
た
。

　

前
の
日
は
そ
の
ち
ゃ
ん
の

家
に
泊
ま
り
、
レ
モ
ネ
ー
ド

や
レ
モ
ネ
ー
ド
を
入
れ
る
入

れ
物
を
買
い
に
行
き
ま
し
た
。

レ
モ
ネ
ー
ド
の
入
れ
物
は
、

安
く
て
可
愛
い
も
の
が
あ
れ

ば
い
い
な
あ
と
思
っ
て
探
し

ま
し
た
。
値
段
を
比
べ
る
た

め
に
二
つ
の
お
店
を
行
っ
た

り
来
た
り
し
て
安
い
方
に
決

め
ま
し
た
。
﹁
可
愛
い
の
買
え

て
よ
か
っ
た
ね
〜
﹂
﹁
楽
し
み

だ
ね
〜
﹂
と
家
に
戻
り
ま
し

た
。

　

そ
の
後
そ
の
ち
ゃ
ん
の
家

に
戻
る
と
お
父
さ
ん
が
﹁
許

可
書
と
か
い
ら
な
い
の
か
な

あ
。
﹂
と
言
っ
た
の
で
、
二
人

で
警
察
署
に
レ
モ
ネ
ー
ド
ス

タ
ン
ド
の
許
可
は
い
る
か
ど

う
か
聞
き
に
行
き
ま
し
た
。

　

警
察
署
は
な
ん
か
ド
キ
ド

キ
し
ま
し
た
。
私
た
ち
は
机

に
い
た
警
察
官
に
聞
き
ま
し

た
。
﹁
レ
モ
ネ
ー
ド
ス
タ
ン
ド

を
す
る
に
は
許
可
書
は
い
り

ま
す
か
。
﹂
﹁
レ
モ
ネ
ー
ド
ス

タ
ン
ド
な
ら
い
ら
な
い
よ
。
﹂

﹁
ガ
レ
ー
ジ
セ
ー
ル
は
い
る
け

れ
ど
。
﹂
と
言
い
ま
し
た
。
﹁
ど

こ
で
や
る
の
？
明
日
買
い
に

行
く
ね
。
﹂
と
言
っ
て
く
れ
た

の
で
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

ガ
レ
ー
ジ
セ
ー
ル
は
許
可
が

い
る
の
か
。
へ
ぇ
〜
そ
う
な

の
か
？
と
私
は
思
い
ま
し
た
。

そ
の
ち
ゃ
ん
の
家
に
歩
い
て

帰
り
ま
し
た
。
な
ん
か
聞
い

た
だ
け
な
の
に
、
私
達
頑
張

っ
た
な
と
思
い
ま
し
た
。

　

そ
し
て
レ
モ
ネ
ー
ド
と
一

緒
に
売
る
ブ
レ
ス
レ
ッ
ト
や

指
輪
を
二
人
で
つ
く
り
ま
し

た
。﹁
眠
い
ね
〜
。﹂
と
言
い

な
が
ら
夜
の
一
時
ま
で
頑
張

り
ま
し
た
。

　

次
の
日
の
朝
、
レ
モ
ネ
ー

ド
を
つ
く
っ
て
準
備
を
し
て

全
部
並
べ
ま
し
た
。
そ
の
ち

ゃ
ん
の
お
父
さ
ん
や
お
母
さ

ん
も
テ
ン
ト
を
出
し
て
く
れ

た
り
、
デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン
を

手
伝
っ
て
く
れ
た
り
し
ま
し

た
。
私
達
は
値
段
を
考
え
て
、

料
金
表
を
作
り
ま
し
た
。
ち

ょ
っ
と
安
い
か
な
と
思
っ
た

け
れ
ど
、
た
く
さ
ん
売
れ
ば

い
い
な
あ
と
思
っ
て
、
そ
の

ち
ゃ
ん
と
一
緒
に
一
杯
五
十

セ
ン
ト
、
ブ
レ
ス
レ
ッ
ト
は

ひ
と
つ
三
ド
ル
、
指
輪
は
ひ

と
つ
一
ド
ル
に
き
め
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
と
て
も
暑
か
っ

た
の
で
、
た
く
さ
ん
売
れ
る

か
な
あ
と
思
い
ま
し
た
。
で

も
最
初
は
な
か
な
か
お
客
さ

ん
が
こ
な
く
て
、
こ
ん
な
は

ず
じ
ゃ
…
と
思
っ
て
い
た
ら
、

隣
の
家
の
人
が
買
い
に
き
て

く
れ
て
、
チ
ッ
プ
で
レ
モ
ネ

ー
ド
と
同
じ
金
額
を
お
い
て

い
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
の

後
だ
ん
だ
ん
お
客
さ
ん
が
増

え
て
、
た
く
さ
ん
売
れ
ま
し

た
。
お
客
さ
ん
が
来
た
ら
と

て
も
う
れ
し
か
っ
た
け
れ
ど
、

と
て
も
大
変
で
し
た
。
暑
い

の
で
、
の
ど
は
か
わ
く
し
、

す
ぐ
に
氷
が
溶
け
て
レ
モ
ネ

ー
ド
が
ぬ
る
く
な
っ
て
し
ま

う
の
で
、
氷
を
足
し
た
り
新

し
い
レ
モ
ネ
ー
ド
を
作
っ
た

り
忙
し
か
っ
た
で
す
。

　
朝
の
十
時
半
に
オ
ー
プ
ン

し
て
五
時
く
ら
い
ま
で
頑
張

っ
て
ヘ
ト
ヘ
ト
で
し
た
。
全

部
で
八
十
ド
ル
く
ら
い
売
り

あ
げ
ま
し
た
。
目
標
は
百
ド

ル
だ
っ
た
け
れ
ど
、
ち
ょ
っ

と
た
り
な
か
っ
た
で
す
。
で

も
お
客
さ
ん
に
「
が
ん
ば
っ

て
ね
〜
。」
と
か
「
美
味
し
い

ね
。」「
こ
れ
か
わ
い
い
ね
。」

と
言
っ
て
も
ら
え
て
、
す
ご

く
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
お

金
を
か
せ
ぐ
こ
と
は
と
て
も

大
変
だ
け
ど
、
ど
う
す
れ
ば

売
れ
る
か
と
か
そ
の
ち
ゃ
ん

と
考
え
て
楽
し
か
っ
た
で
す
。

い
つ
か
会
社
を
作
っ
て
み
た

い
で
す
。

　
　
　
　  

　（
米
国
生
ま
れ
）

 ﹁
レ
モ
ネ
ー
ド
﹂

　
　
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
補
習
授
業
校
小
６

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
長
谷
川
　
澄

　

ぼ
く
は
ア
メ
リ
カ
の
ケ
ン
タ

ッ
キ
ー
州
に
住
ん
で
い
ま
す
。

ぼ
く
に
は
弟
が
い
ま
す
が
、
ふ

だ
ん
ケ
ン
カ
を
し
ま
せ
ん
。
幸

せ
な
兄
弟
関
係
だ
と
思
い
ま

す
。
ぼ
く
の
一
日
の
中
で
、
い

ち
ば
ん
楽
し
い
時
間
は
、
ゲ
ー

ム
を
す
る
時
と
、
ユ
ー
チ
ュ
ー

ブ
を
見
る
時
で
す
。

　

で
も
、
ぼ
く
は
ニ
ュ
ー
ス
で

ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
人
た
ち
が
ロ
シ

ア
と
の
戦
争
で
苦
し
ん
で
い
る

様
子
を
見
ま
し
た
。
ウ
ク
ラ
イ

ナ
か
ら
、
と
つ
ぜ
ん
に
平
和
が

な
く
な
っ
た
し
ま
っ
た
の
で

す
。
戦
争
で
は
、
人
々
が
死
ん

で
し
ま
い
ま
す
。
と
て
も
悲
し

く
、か
わ
い
そ
う
な
こ
と
で
す
。

だ
か
ら
、
ぼ
く
は
戦
争
を
一
日

も
早
く
、
終
わ
ら
せ
て
ほ
し
い

で
す
。

　

ぼ
く
は
、
戦
争
や
争
い
の
な

い
平
和
で
豊
か
な
く
ら
し
を
つ

く
り
あ
げ
て
い
き
た
い
で
す
。

世
界
の
人
た
ち
が
、
戦
争
と
平

和
に
つ
い
て
、
も
っ
と
考
え
て

い
く
と
良
い
と
思
い
ま
す
。
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 ﹁
ボ
ス
ト
ン
修
学
旅
行
を
通
し
て
﹂

　
　
　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
学
校
小
６

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
比
良
　
聡
一

 ■児童生徒作文のページ■

 （記載学年は応募時のものです）

 「戦争と平和のちがい」
　　　　　　　　中部テネシー日本語補習校小５

　　　　　　　　　　　　　　　　伊東　蒼生

 「ニューヨークとしょかん」
　　　　　　　リセ・ケネディ日本人学校小１

　　　　　　　　　　　　　　　森下　かずてる

　

き
ょ
う
、
日
本
ご
の
学
校
の

と
も
だ
ち
と
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
と

し
ょ
か
ん
へ
い
き
ま
し
た
。
一

ば
ん
た
の
し
か
っ
た
の
は
ス
パ

イ
ダ
ー
マ
ン
の
カ
ー
ド
を
も
ら

っ
た
こ
と
で
す
。
な
ぜ
な
ら
め

ず
ら
し
い
か
ら
で
す
。
ぼ
く
の

と
も
だ
ち
が
見
た
ら
、
き
っ
と

﹁
す
ご
い
ね
。﹂
と
い
う
と
お
も

い
ま
す
。
ま
た
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
と
し
ょ
か
ん
で
、
は
じ
め
て

ブ
ラ
イ
ア
ン
ト
パ
ー
ク
の
ち
か

に
と
し
ょ
か
ん
の
本
が
た
く
さ

ん
あ
る
と
き
い
て
び
っ
く
り
し

ま
し
た
。

　

大
き
い
ス
パ
イ
ダ
ー
マ
ン
カ

ー
ド
は
大
じ
に
と
っ
て
お
い

て
、
小
さ
い
ス
パ
イ
ダ
ー
マ
ン

カ
ー
ド
で
こ
れ
か
ら
た
く
さ
ん

の
本
を
か
り
た
い
で
す
。

　
　

  　
︵
滞
米
６
年
８
か
月
︶

http://www.kodomony.org
http://www.newjersryjapaneseschool.org
mailto:nyseikatsu.sakubun@gmail.com
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 LIVING in USA
 米国の住まいを豊かにするページ：住居から考察する NY ライフスタイル

　

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
で
広
い
と
こ
ろ
に
住
み
た
い
と
い
う
の
は
昨
今
の

不
動
産
価
格
高
騰
の
中
で
は
至
難
の
技
だ
が
、
探
せ
ば
結
構
掘
り
出

し
も
の
は
あ
る
も
の
だ
。
写
真
の
部
屋
は
、
サ
ウ
ス
ハ
ー
レ
ム
に
あ

る
コ
ン
ド
ミ
ニ
ア
ム
で
３
ベ
ッ
ド
ル
ー
ム
と
い
う
、
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン

で
は
な
か
な
か
お
目
に
か
か
れ
な
い
広
さ
の
物
件
だ
。
セ
ン
ト
ラ
ル

パ
ー
ク
、
モ
ー
ニ
ン
グ
サ
イ
ド
パ
ー
ク
に
も
近
く
、
窓
か
ら
緑
が
見

え
て
心
が
落
ち
着
く
。
三
寝
室
な
の
で
子
供
の
部
屋
も
独
立
し
て
確

保
で
き
る
サ
イ
ズ
。
自
宅
オ
フ
ィ
ス
と
し
て
も
一
室
使
っ
て
も
ゲ
ス

ト
や
、
場
合
に
よ
っ
て
は
短
期
の
シ
ェ
ア
な
ど
も
可
能
で
、
一
戸
建

て
の
間
取
り
に
近
い
。
広
さ
は
１
３
０
０
平
方
フ
ィ
ー
ト
。
価
格
は

１
９
０
万
ド
ル
。
ス
ポ
ン
サ
ー
セ
ー
ル
な
の
で
審
査
も
簡
単
。
公
益

費
は
月
額
１
２
０
６
ド
ル
。
固
定
資
産
税
は
年
間
１
万
５
６
７
２
ド

ル
。　

問
い
合
わ
せ
は
電
話
３
４
７
・
５
４
６
・
５
３
１
８
、

Ｅ
メ
ー
ル: rika.furum

oto@
gm

ail.com

　

山
崎
里
香
さ
ん

  

︵
写
真
提
供
・
古
本
不
動
産
︶

マンハッタンで
見つけた３寝室

サウスハーレム

　

宿
泊
料
金
が
23
％
オ
フ
に
な

る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
﹁
Ｎ
Ｙ
Ｃ

ホ
テ
ル
ウ
ィ
ー
ク
﹂
が
１
月

３
日
︵
火
︶
か
ら
２
月
12
日

︵
日
︶
ま
で
、
市
内
５
区
に
あ

る
１
３
８
軒
の
ホ
テ
ル
が
参
加

し
て
実
施
さ
れ
る
。
ホ
リ
デ
ー

シ
ー
ズ
ン
を
終
え
て
一
段
落
し

た
Ｎ
Ｙ
の
街
の
ホ
テ
ル
を
お
得

に
宿
泊
で
き
る
チ
ャ
ン
ス
。

　

こ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間
中

に
は
、
毎
年
恒
例
の
﹁
レ
ス
ト

ラ
ン
ウ
ィ
ー
ク
﹂、
２
枚
の
チ

ケ
ッ
ト
が
１
枚
分
の
料
金
で
購

入
出
来
る
﹁
ブ
ロ
ー
ド
ウ
エ
ー

ウ
ィ
ー
ク
﹂
と
、
同
じ
く
ミ
ュ

ー
ジ
ア
ム
や
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
、
パ
フ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ー
ツ

の
チ
ケ
ッ
ト
が
２
フ
ォ
ー
１
に

な
る﹁
マ
ス
ト
シ
ー
ウ
ィ
ー
ク
﹂

が
１
月
17
日
か
ら
２
月
12
日
ま

で
同
時
開
催
予
定
。
ダ
イ
ニ
ン

グ
や
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
、
ブ
ロ

ー
ド
ウ
エ
ー
シ
ョ
ー
な
ど
と
組

み
合
わ
せ
て
シ
テ
ィ
ー
ラ
イ
フ

滞
在
を
こ
の
時
期
だ
け
の
値
段

で
楽
し
め
る
。
詳
細
は
公
式
サ

イ
トhttps://w

w
w

.nycgo.
com

/nyc-hotel-w
eek/

宿
泊
代
23
％
割
引

ホ
テ
ル
週
間
実
施
へ

　

不
動
産
会
社
ダ
グ
ラ
ス
・
エ

リ
マ
ン
の
報
告
書
に
よ
る
と
、

こ
の
11
月
、
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
に

あ
る
賃
貸
物
件
の
家
賃
中
央

値
が
前
月
か
ら
２
％
上
昇
し
、

４
０
３
３
ド
ル
と
な
っ
た
こ
と

が
わ
か
っ
た
。
今
年
６
月
に
初

め
て
５
０
０
０
ド
ル
を
超
え
た

家
賃
の
平
均
値
は
５
２
４
９
ド

ル
で
、
日
本
円
に
す
る
と
71
万

円
以
上
︵
１
ド
ル
＝
１
３
６
円

計
算
︶
の
高
額
と
な
る
。

　

物
件
の
空
室
率
は
依
然
と
し

て
歴
史
的
低
水
準
の
２
・
４
％

で
あ
る
た
め
、
家
主
に
と
っ
て

は
コ
ロ
ナ
禍
の
時
と
は
打
っ
て

変
わ
っ
て
家
賃
を
下
げ
る
必
要

の
な
い
状
態
で
あ
る
と
言
え

る
。
借
主
に
と
っ
て
は
厳
し
い

状
況
で
あ
り
、
新
規
契
約
件
数

が
10
月
か
ら
39
％
の
低
下
と
パ

ン
デ
ミ
ッ
ク
以
来
最
大
の
減
少

幅
を
記
録
。
不
動
産
の
専
門
家

は
﹁
こ
の
ま
ま
新
規
契
約
が
減

少
し
続
け
れ
ば
、
最
終
的
に
家

主
は
価
格
を
下
げ
ざ
る
を
得
な

い
だ
ろ
う
﹂と
指
摘
し
て
い
る
。

今
年
の
夏
以
降
に
は
下
落
す
る

だ
ろ
う
と
予
測
さ
れ
て
い
た
家

賃
の
平
均
値
だ
が
、ダ
グ
ラ
ス
・

エ
リ
マ
ン
社
Ｃ
Ｅ
Ｏ
の
ジ
ョ
ナ

サ
ン
・
ミ
ラ
ー
氏
は
﹁
世
の
中

が
望
む
ほ
ど
、
す
ぐ
に
家
賃
は

下
が
ら
な
い
も
の
だ
﹂
と
述
べ

て
い
る
。

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
家
賃
上
昇

平
均
５
２
４
９
ド
ル

mailto:commercial@redacinc.com
mailto:rika.furumoto@gmail.com
https://www.nycgo
https://www.nycgo
https://www.nycgo
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EVENT　 
■ホリデー・ノスタルジア・トレイン＝
12/18　都市交通局（MTA）NY トランジッ
ト・ミュージアムに展示されている 1930
年代のビンテージ列車がホリデーシーズ
ンの週末に走行するイベント。地下鉄 1
系統でチェンバース・ストリート駅から
137 丁目シティカレッジ駅を運行する。
車内には当時の広告が貼られ、レトロな
服装やビンテージドレスを着て乗車する
人も多くタイムスリップ気分が楽しめる。
詳細は https://www.nytransitmuseum.org/
■ホリデーマーケット＝毎年恒例のホリ
デーマーケットが今年も市内各地で開催
中。さまざまなアートやクリスマスプレ
ゼントにぴったりの品々が並ぶ。ブラ
イアントパーク（2023/1/2 まで）、 ユニ
オンスクエア（12/24 まで）、コロンバ
スサークル（12/24 まで）3 か所の詳細
は https://www.urbanspacenyc.com グ ラ
ンドセントラル駅構内ホリデーフェア

（12/24 まで、バンダービルトホールにて）
詳 細 は https://www.grandcentralterminal.
com

CLASS/SEMINAR
■ Japanese SHARE 主催ウェビナー「患
者をとりまく心のケア 2022」＝ 12/17　
20:00　治療中の患者とサバイバー、ケ
アギバー（パートナー、子ども、親、友
人、仕事関係者）から寄せられた不安や
質問にアドバイスする。パネリストは、
ブロディー愛子（Japanese SHARE 代表
／がん経験者）、三宅亜紀子（ＮＹ大学病
院オンコロジーソーシャルワーカー）ほ
か。参加費無料だが要申し込み。詳細は
https://sharejp.org/schedule/2022/12/17

■英語発音矯正「スライドメソッド」オ
ンラインセミナー＝ 12/28 〜 12/30　7:00　

「カウントダウン発音大爆発」と題し、英
語初心者から上級者までの英語発音を改
善したい人を対象に、英語発音用の舌の
動かし方などを解説する。講師は「最強
英語発音メソッド」著者モリヤマハル
カさん。参加費：$27（全 6 回）詳細は
https://www.slidemethod.com/countdown

THEATRE/DANCE
■第 74 回さろんシリーズ（最終回）＝
12/18　15:00　 天 理 文 化 協 会（43A W 
13th St.）伊藤さちよ舞踊団によるシリー
ズ最終回は「連句と舞踊」。歌舞伎舞踊長
唄曲「君が代松竹梅」の抜粋と、伊藤に
よる創作 2 曲を上演する。入場料：$20　
■上映会「ラブ・レターズ　岩井俊二
監 督 作 品 特 集 」 ＝ 12/23 ま で　Japan 
Society（333 E 47th St.）90 年代に人気
を博した岩井俊二監督の作品「ラブレ
ター」「打ち上げ花火、下から見るか？横
から見るか？」「四月物語」「リリイ・シュ
シュのすべて」の 4 作を上映する。入場料：
一般 $15、学生・シニア $12、会員 $10　
詳細は https://www.japansociety.org
■ラジオシティ・クリスマス・スペクタ
キュラー＝ 2023 年 1 月 2 日まで　Radio 
City Music Hall（1260 Avenue of the 
Americas）NY のホリデーシーズンを彩
る風物詩、ロケッツのダンサーらによ
る華やかなラインダンスのショー。1 日
3 〜 5 回公演。入場料：$46 〜　詳細は
https://www.rockettes.com/christmas/

ART
　

■ 年 次 展「PRINTS ON B’DWAY」 ＝
12/17 まで　Gallery Max New York（552 
Broadway #401）NY と 日 本 の 版 画 家・
写真家・CG 作家らが、銅版・石版・木版・
シルクスクリーン等の作品 60 点以上を
展示する。参加作家は板東綾子、マック
ス藤島、百田和子ほか 20 人。入場無料。
詳細は http://gallerymaxny.com/
■ 堂 園 ま り 子 絵 画 展「Color Passion 
Elegance」 ＝ 12/31 ま で　Bergdorf 
Goodman（754 5th Ave. 7F）画家でジュ
エリーデザイナーの堂園さんが昨年に続
き、NYの高級デパートで開催する作品展。
金箔とオイルパステルを使った独特の色

調とマテリアル感のある作品を展示する。
■「着物スタイル：ジョン・C・ウェバー・
コ レ ク シ ョ ン 展 」 ＝ 2023/2/20 ま で　
The Metropolitan Museum of Art（1000 
Fifth Ave.）18 世 紀 後 期 か ら 20 世 紀 初
頭に近代女性のライフスタイルに適応し
用いられた T 字型の衣服である着物の流
行をたどる。150 年の着物スタイルの変
遷を展示する。入場料：大人 $30、シニ
ア $22、学生 $17、NY 州在住者と NY・
NJ・CT の学生は入場料任意。
詳細は https://www.metmuseum.org/
■クリムト展覧会「Gold in Motion」＝
終 了 日 未 定　Hall des Lumières（49 
Chambers St.）オーストリアの画家グス
タフ・クリムトの有名な絵画作品がオリ
ジナルサウンドとともに、高さ約 9 メー
トルの壁に投影される没入型デジタル
アート展。入場料は一般 $30、65 歳以上
$28、5 〜 16 歳 $15。
詳細は https://www.halldeslumieres.com/

　

ホ
リ
デ
ー
シ
ー
ズ
ン
に
、
モ

エ
・
エ
・
シ
ャ
ン
ド
ン
が
世
界

20
以
上
の
都
市
で
開
催
し
て
い

る
グ
ロ
ー
バ
ル
セ
レ
ブ
レ
ー
シ

ョ
ン
で
、
数
々
の
受
賞
歴
を

持
つ
英
国
の
舞
台
デ
ザ
イ
ナ

ー 

エ
ス
・
デ
ブ
リ
ン
が
、
地

球
上
で
最
も
言
語
的
に
多
様
な

場
所
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
豊
か
な

文
化
、
強
さ
、
回
復
力
を
称

え
、
リ
ン
カ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
正

面
に
12
月
18
日
︵
日
︶
ま
で
限

定
の
最
新
ア
ー
ト
作
品
﹁Y

our 
V

oices

﹂
を
設
置
。
こ
の
光

り
輝
く
作
品
は
、
現
在
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
で
話
さ
れ
て
い
る

７
０
０
の
言
語
を
表
現
し
た

７
０
０
本
の
光
る
コ
ー
ド
で
形

成
さ
れ
、
回
転
し
な
が
ら
、
世

界
中
の
人
々
の
声
が
響
き
渡
る

と
い
う
も
の
。

　

リ
ン
カ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
・
フ

ォ
ー
・
ザ
・
パ
フ
ォ
ー
ミ
ン

グ
・
ア
ー
ツ
に
キ
ュ
レ
ー
ト
さ

れ
た
Ｎ
Ｙ
を
拠
点
と
す
る
シ
ラ

ー
・
イ
ン
ス
テ
ィ
テ
ュ
ー
ト
・

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
合
唱
団
、
ウ
ク

ラ
イ
ナ
・
ビ
レ
ッ
ジ
・
ボ
イ
セ

ズ
な
ど
６
つ
の
言
語
の
合
唱

団
が
歌
声
を
披
露
す
る
。
16

日
︵
金
︶、
17
日
︵
土
︶、
18

日
︵
日
︶
の
午
後
６
時
か
ら

は
、
ハ
ー
レ
ム
・
ジ
ャ
パ
ニ
ー

ズ
・
ゴ
ス
ペ
ル
・
ク
ワ
イ
ヤ
ー

︵
１
９
９
７
年
ト
ミ
ー
富
田
創

設
、
代
表
：
松
尾
公
子
︶
も
日

本
語
で
出
演
す
る
。入
場
無
料
。

詳
細
は
公
式
サ
イ
トhttps://

lincolncenter.org/series/
lincoln-center-presents/
your-voices-49

を
参
照
。

日本人ゴスペル響く
リンカーンセンターで

16日、17日、18日の6PM

mailto:emishoga@danielgale.com
mailto:miyuki3533@gmail.com
http://www.shoenrealty.com
https://www.roomstyle.design/
http://snsrealty.com/
http://www.startsnewyork.com
http://www.nykoshin.com
mailto:info@tsutech.com
http://www.furumoto.com
http://newyork-apartment-realestate.com
mailto:nishi-doso-usa@hotmail.com
https://www.slidemethod.com/countdown
https://www.japansociety.org
https://www.rockettes.com/christmas/
https://www.nytransitmuseum.org/
https://www.urbanspacenyc.com
https://www.grandcentralterminal
https://sharejp.org/schedule/2022/12/17
http://gallerymaxny.com/
https://www.metmuseum.org/
https://www.halldeslumieres.com/


　

ル
ー
ト
66
フ
ァ
ン
の
皆
さ

ん
、
こ
ん
に
ち
は
！
さ
あ
、
い

よ
い
よ
年
の
瀬
。
２
０
２
３
年

ま
で
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
の
季
節

に
な
り
ま
し
た
ね
。
し
か
し
今

年
は
少
し
寒
く
な
い
で
す
か
？

筆
者
は
サ
ン
ク
ス
ギ
ビ
ン
グ
休

暇
ま
で
米
国
に
滞
在
し
て
い
ま

し
た
が
、
各
地
が
慣
れ
親
し
ん

だ
気
温
よ
り
低
い
気
が
し
ま
し

た
し
、
日
本
に
戻
っ
て
き
た
ら

何
と
、
世
間
は
一
気
に
冬
支
度

と
な
っ
て
い
ま
し
た
！
殊
の
外

寒
い
の
が
苦
手
な
筆
者
に
は
、

ル
ー
ト
66
の
シ
ー
ズ
ン
・
オ
フ

で
あ
る
冬
は
と
て
も
過
ご
し
難

い
季
節
で
も
あ
り
ま
す
︵
涙
︶
。

　

さ
て
、
皆
さ
ん
の
お
手
元
に

こ
の
コ
ラ
ム
が
届
く
頃
は
も
う

遅
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
年

末
年
始
の
旅
行
先
は
決
め
ま
し

た
で
し
ょ
う
か
？ 

日
本
へ
の

入
国
規
制
が
大
幅
に
緩
和
さ
れ

た
今
は
、
恐
ら
く
久
し
ぶ
り
の

日
本
の
お
正
月
を
楽
し
ま
れ
る

方
も
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
米

国
内
に
留
ま
る
皆
さ
ん
に
は
是

非
、
年
末
年
始
の
﹁
寒
す
ぎ
な

い
﹂
休
暇
を
満
喫
で
き
る
ル
ー

ト
66
絡
み
の
小
旅
行
を
ご
紹
介

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

と
い
う
こ
と
で
、
今
月
の
﹁
魅

惑
の
ア
メ
リ
カ
旧
国
道
ル
ー
ト

66
﹂
シ
ー
ズ
ン
④
第
20
回
は
ク

リ
ス
マ
ス
休
暇
か
ら
年
末
年
始

を
国
立
公
園
付
近
で
過
ご
し
て

み
よ
う
！
と
い
う
こ
と
で
、
ア

リ
ゾ
ナ
州
ル
ー
ト
66
と
グ
ラ
ン

ド
キ
ャ
ニ
オ
ン
国
立
公
園
︵
以

下
Ｇ
Ｃ
Ｎ
Ｐ
︶
の
旅
に
つ
い
て

お
話
し
ま
す
。
が
、
し
か
し
！

そ
う
は
言
っ
て
も
こ
の
コ
ラ
ム

は
あ
く
ま
で
も
ル
ー
ト
66
中
心

で
す
か
ら
、
Ｇ
Ｃ
Ｎ
Ｐ
自
体
に

関
す
る
お
話
は
他
の
国
立
公
園

専
門
家
に
お
任
せ
し
た
い
と
思

い
ま
す
の
で
ご
容
赦
く
だ
さ
い

︵
笑
︶
。
筆
者
は
Ｇ
Ｃ
Ｎ
Ｐ
と
三

角
形
を
形
成
す
る
ア
リ
ゾ
ナ
州

ル
ー
ト
66
の
街
、
フ
ラ
ッ
グ
ス

タ
ッ
フ
と
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
に
つ

い
て
お
話
し
ま
す
。

　

ア
リ
ゾ
ナ
州
北
部
の
玄
関
口

は
フ
ラ
ッ
グ
ス
タ
ッ
フ
に
な
り

ま
す
。
ア
リ
ゾ
ナ
州
の
州
都
は

フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
で
す
が
、
同
州

北
部
の
中
心
都
市
で
交
通
の
要

衝
で
あ
る
フ
ラ
ッ
グ
ス
タ
ッ
フ

は
﹁
州
北
の
首
都
﹂
と
も
言
わ

れ
、
人
口
は
５
万
５
千
人
程
度

で
す
が
、
大
変
活
気
の
あ
る
街

で
す
。
た
だ
し
、
今
回
の
テ
ー

マ
で
あ
る
﹁
三
角
形
旅
行
﹂
は
、

同
州
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
か
ら
始
め

た
方
が
効
率
的
な
の
で
ま
ず
は

早
速
フ
ラ
ッ
グ
ス
タ
ッ
フ
か
ら

ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
へ
移
動
し
ま

す
。
距
離
に
し
て
わ
ず
か
33
マ

イ
ル
、
所
要
時
間
は
車
で
約
40

分
と
い
っ
た
感
じ
で
す
。
ウ
ィ

リ
ア
ム
ズ
は
米
国
流
表
現
を
す

れ
ば
﹁
ウ
ィ
ー
ク
エ
ン
ド
・
ゲ

ッ
タ
ウ
ェ
イ
﹂、
地
元
や
近
郊

に
住
む
人
々
が
週
末
に
遊
び
に

来
る
、
人
口
わ
ず
か
３
５
０
０

人
程
度
の
小
さ
な
街
で
す
。
Ｇ

Ｃ
Ｎ
Ｐ
は
こ
の
街
か
ら
国
道
64

号
線
を
ひ
た
す
ら
北
上
し
た
と

こ
ろ
に
あ
り
ま
す
。
街
の
中
心

は
Ｉ- 

40
か
ら
出
て
南
側
の
ダ

ウ
ン
タ
ウ
ン
、
ル
ー
ト
66
は
一

方
通
行
で
２
本
平
行
に
通
る
の

が
特
徴
的
で
１
９
８
４
年
に
国

家
歴
史
登
録
財
史
跡
と
な
っ
て

い
ま
す
。
街
中
に
は
無
数
の
レ

ス
ト
ラ
ン
や
お
土
産
屋
さ
ん
が

軒
を
連
ね
て
建
っ
て
お
り
、
旅

の
お
土
産
は
全
て
こ
こ
で
揃
う

と
言
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
ま
た
、
夜
に
な
れ
ば
ネ

オ
ン
サ
イ
ン
の
明
る
さ
に
圧
倒

さ
れ
ノ
ス
タ
ル
ジ
ー
を
誘
い
ま

す
。

　

さ
て
、
そ
ん
な
ウ
ィ
リ
ア
ム

ズ
、
取
り
分
け
ご
紹
介
し
た
い

の
は
﹁
グ
ラ
ン
ド
キ
ャ
ニ
オ
ン

鉄
道
﹂
で
す
。
あ
、
言
っ
て
お

き
ま
す
が
、
筆
者
は
鉄
キ
チ
で

も
鉄
オ
タ
で
も
な
い
で
す
か
ら

そ
こ
ま
で
深
い
う
ん
ち
く
は
語

れ
ま
せ
ん
︵
笑
︶。

　

グ
ラ
ン
ド
キ
ャ
ニ
オ
ン
鉄
道

は
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
と
Ｇ
Ｃ
Ｎ

Ｐ
の
サ
ウ
ス
リ
ム
間
を
走
る
鉄

道
で
開
通
は
何
と
１
９
０
１
年

９
月
17
日
！
こ
の
列
車
の
開
通

は
、
地
域
へ
の
観
光
客
増
加
に

つ
な
が
り
、﹁
グ
ラ
ン
ド
キ
ャ

ニ
オ
ン
・
ビ
レ
ッ
ジ
﹂
ま
で
出

来
ま
し
た
。
そ
の
後
自
動
車
旅

行
が
ブ
ー
ム
に
な
り
鉄
道
旅
客

サ
ー
ビ
ス
は
一
旦
停
止
し
ま

す
が
、
あ
る
個
人
投
資
家
が

１
９
８
８
年
に
路
線
を
購
入
、

施
設
を
修
復
し
、
翌
年
秋
か
ら

再
び
旅
客
列
車
の
運
行
を
開
始

し
今
日
に
至
り
ま
す
。
鉄
道
の

出
発
点
は
﹁
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
・

デ
ポ
﹂
と
呼
ば
れ
る
１
９
０
８

年
に
建
て
ら
れ
た
壮
観
な
駅
舎

で
、
当
時
は
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
〜

シ
カ
ゴ
間
を
走
る
横
断
鉄
道
を

利
用
す
る
旅
行
者
の
た
め
の
オ

ア
シ
ス
だ
っ
た
そ
う
で
す
。
今

日
で
は
、
グ
ラ
ン
ド
キ
ャ
ニ
オ

ン
・
レ
イ
ル
ウ
ェ
イ
ホ
テ
ル
、

レ
ス
ト
ラ
ン
、
バ
ー
、
そ
し
て

広
大
な
ギ
フ
ト
シ
ョ
ッ
プ
も
あ

り
で
、
こ
こ
も
ま
た
歴
史
的
建

造
物
の
国
立
登
録
簿
に
載
っ
て

い
ま
す
。

　

Ｇ
Ｃ
Ｎ
Ｐ
ま
で
は
ほ
ぼ
北
に

一
直
線
、
全
長
64
マ
イ
ル
︵
約

１
０
３
キ
ロ
︶
の
距
離
を
片
道

約
２
時
間
強
か
け
て
ゆ
っ
く
り

景
色
を
堪
能
し
な
が
ら
走
り
ま

す
。
ネ
タ
バ
レ
で
す
が
、
途
中

﹁
列
車
強
盗
﹂
が
入
っ
て
く
る

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
あ
り
、
オ

ー
ル
ド
ウ
ェ
ス
ト
の
旅
を
経
験

で
き
る
エ
ン
タ
メ
娯
楽
も
ア
メ

リ
カ
な
ら
で
は
で
し
ょ
う
か
。

基
本
的
に
ク
リ
ス
マ
ス
当
日
を

除
き
毎
日
運
行
し
ま
す
が
、
目

玉
の
﹁
蒸
気
機
関
車
﹂
は
、
特

別
な
休
日
と
ピ
ー
ク
旅
行
シ
ー

ズ
ン
︵
３
月
〜
10
月
︶
の
最
初

の
土
曜
日
︵
年
間
計
約
８
〜
10

回
ほ
ど
︶
な
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。
Ｇ
Ｃ
Ｎ
Ｐ
で
宿
泊
し
な

い
と
き
は
前
述
の
ホ
テ
ル
も
あ

り
日
帰
り
も
充
分
可
能
で
す
。

　

ま
た
、
こ
の
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ

は
、
Ｉ- 

40
に
バ
イ
パ
ス
さ
れ

た
ル
ー
ト
66
上
の﹁
最
後
の
街
﹂

で
し
た
。
１
９
８
４
年
10
月
13

日
、ル
ー
ト
66
は
終
焉
を
迎
え
、

翌
年
１
９
８
５
年
、
ル
ー
ト
66

は
正
式
に
廃
線
と
な
り
ま
し
た

︵
泣
︶。
そ
の
壁
画
も
街
に
は
残

っ
て
い
ま
す
の
で
お
忘
れ
な

く
！

　

お
っ
と
、
紙
面
が
少
な
く
な

っ
て
き
ま
し
た
が
、
Ｇ
Ｃ
Ｎ

Ｐ
か
ら
は
車
で
あ
れ
ば
州
道

１
８
０
号
を
一
本
道
、
さ
き
ほ

ど
の
鉄
道
で
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
に

戻
っ
て
、
と
お
好
き
な
パ
タ
ー

ン
で
移
動
し
て
く
だ
さ
い
。
フ

ラ
ッ
グ
ス
タ
ッ
フ
に
は
、
ダ
イ

ナ
ー
、
モ
ー
テ
ル
、
オ
ー
ル
ド

タ
ウ
ン
︵
旧
市
街
︶、
そ
し
て

ネ
イ
テ
ィ
ブ
ア
メ
リ
カ
ン
の
遺

跡
な
ど
、
歴
史
的
に
有
名
な
ル

ー
ト
66
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
が
数

多
く
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
天
体

好
き
な
人
に
は
冥
王
星
の
発
見

で
知
ら
れ
る
ロ
ー
ウ
ェ
ル
天
文

台
も
こ
こ
フ
ラ
ッ
グ
ス
タ
ッ

フ
に
あ
り
ま
す
。
こ
の
コ
ラ

ム
で
何
度
も
触
れ
て
き
ま
し

た
、
フ
ァ
イ
バ
ー
グ
ラ
ス
製
の

ポ
ー
ル
バ
ニ
ア
ン
の
巨
人
像
は

﹁G
ranny’s Closet

﹂
と
い
う

ダ
イ
ナ
ー
の
駐
車
場
で
発
見
で

き
ま
す
。
そ
の
他
、
街
で
は
ク

ラ
フ
ト
ビ
ー
ル
の
製
造
が
近
年

盛
ん
で
12
か
所
ほ
ど
あ
り
ま
す

が
、
筆
者
イ
チ
オ
シ
の
﹁
マ
ザ

ー
ロ
ー
ド
・
ブ
リ
ュ
ー
ワ
リ
ー
﹂

は
是
非
訪
れ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
ご

愛
読
い
た
だ
き
ま
し
た
﹁
魅
惑

の
ア
メ
リ
カ
旧
国
道
ル
ー
ト

66
﹂
シ
ー
ズ
ン
④
は
今
月
で
終

わ
り
と
な
り
ま
す
。
シ
ー
ズ
ン

オ
フ
と
な
る
冬
場
は
充
電
期
間

と
し
て
ま
た
来
春
よ
り
新
た
な

テ
ー
マ
で
シ
ー
ズ
ン
⑤
を
お
送

り
す
る
予
定
で
す
の
で
、
ま
た

お
目
に
か
か
る
ま
で
皆
様
、
お

体
を
大
切
に
お
元
気
に
お
過
ご

し
く
だ
さ
い
！ 

よ
い
お
年
を

お
迎
え
く
だ
さ
い
ね
。

︵
後
藤
敏
之
／
ル
ー
ト
66
協
会

ジ
ャ
パ
ン
・
代
表
、
写
真
も
︶
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さ
あ
行
こ
う
！ 
魅
惑
の
ア
メ
リ
カ
旧
国
道
﹁
ル
ー
ト
66
﹂

そ
の
20

： 
年
末
年
始
に
行
き
た
い
ア
リ
ゾ
ナ
北
部
の
三
角
地
帯

 第 450 回

　

神
戸
市
立
美
術
館
で
開
催

し
て
い
た
﹁
よ
み
が
え
る
川

崎
美
術
館
展
﹂︵
10
月
15
日
〜

12
月
4
日
︶
を
見
学
し
て
き

ま
し
た
。
川
崎
美
術
館
と
は
、

１
８
９
０
︵
明
治
23
︶
年
9
月

6
日
、
神
戸
市
布
引
の
現
在
新

幹
線
が
走
る
Ｊ
Ｒ
新
神
戸
駅
周

辺
に
あ
っ
た
川
崎
邸
内
に
設
け

ら
れ
た
日
本
初
の
私
立
美
術
館

で
す
。
創
設
者
は
、
川
崎
造
船

所
︵
現
川
崎
重
工
業
株
式
会
社
︶

や
神
戸
新
聞
社
な
ど
を
創
業

し
た
川
崎
正
蔵
︵
１
８
３
７
〜

１
９
１
２
︶
で
す
。
こ
の
展
覧

会
で
は
、
約
１
０
０
年
ぶ
り
に

川
崎
美
術
館
に
あ
っ
た
珠
玉
の

作
品
が
再
び
神
戸
に
集
う
画
期

的
な
も
の
で
し
た
。

　

川
崎
正
蔵
に
よ
る
日
本
・
東

洋
美
術
の
収
集
は
、
明
治
初
期

か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
西
洋
文

化
の
流
入
が
急
速
に
進
み
、
廃

仏
毀
釈
や
古
美
術
品
の
看
過
、

海
外
流
出
を
憂
慮
し
た
彼
は
、

日
本
・
東
洋
の
美
術
品
を
守
る

た
め
に
、
時
代
・
地
域
・
ジ
ャ

ン
ル
を
問
わ
ず
、
金
額
が
い
く

ら
で
あ
ろ
う
と
優
品
の
購
入
を

進
め
ま
す
。
そ
の
結
果
、
千
数

百
点
を
数
え
る
一
大
コ
レ
ク
シ

ョ
ン
を
築
き
上
げ
、
そ
れ
ら
を

秘
蔵
す
る
こ
と
は
﹁
国
の
宝
が

埋
も
れ
る
こ
と
﹂
と
考
え
、
こ

れ
を
公
開
す
る
た
め
、
川
崎
美

術
館
を
開
館
し
ま
し
た
。
私
が

勤
務
す
る
京
都
国
立
博
物
館
の

開
館
が
１
８
９
７
︵
明
治
30
︶

年
、
現
役
最
古
の
私
立
美
術
館

で
あ
る
大
原
美
術
館
の
開
館
が

１
９
３
０
︵
昭
和
5
︶
年
で
あ

る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
招
待
制

で
あ
っ
た
と
い
え
、
日
本
に
お

け
る
貴
重
な
草
創
期
の
美
術
館

で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま

す
。

　

美
術
館
は
川
崎
正
蔵
の
歿

後
も
活
動
を
続
け
ま
し
た
が
、

昭
和
初
期
の
金
融
恐
慌
を
き

っ
か
け
に
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は

散
逸
し
、
美
術
館
の
建
物
も

１
９
３
８
︵
昭
和
13
︶
年
の
阪

神
大
水
害
や
１
９
４
５
︵
昭
和

20
︶
年
の
神
戸
大
空
襲
に
よ
り

失
わ
れ
て
し
ま
い
、
建
物
は
残

念
な
が
ら
現
存
し
ま
せ
ん
が
、

当
時
の
﹃
陳
列
品
目
録
︵
出
品

リ
ス
ト
︶﹄
や
室
内
を
彩
っ
て

い
た
円
山
応
挙
の
障
壁
画
に
よ

っ
て
、
室
内
の
状
況
が
部
分
的

に
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
ま
す
。

展
覧
会
で
は
、
１
９
１
４
︵
大

正 

3
︶ 

年
の
川
崎
正
蔵
三
回
忌

に
刊
行
さ
れ
た
豪
華
図
録
﹃
長

春
閣
鑑
賞
﹄
の
掲
載
作
品
を
中

心
に
、
旧
蔵
品
を
通
し
て
当
時

の
川
崎
美
術
館
展
観
の
様
子
の

一
端
を
再
現
し
よ
う
と
す
る
も

の
で
し
た
。

　

特

に

注

目

す

べ

き

は
、

１
９
０
２
︵
明
治
35
︶
年
の
明

治
天
皇
の
神
戸
行
幸
で
舞
子
の

行
在
所
︵
あ
ん
ざ
い
し
ょ
、
有

栖
川
宮
舞
子
別
邸
︶
に
御
用
立

て
ら
れ
、
当
時
の
新
聞
記
事
で

﹁
名
誉
の
屏
風
﹂
と
呼
ば
れ
た

五
双
の
金
地
屏
風
で
し
ょ
う
。

海
外
か
ら
初
の
里
帰
り
公
開
と

な
る
狩
野
孝
信
筆
﹁
牧
馬
図

屏
風
﹂︵
個
人
蔵
︶
を
は
じ
め
、

伝
狩
野
孝
信
筆
﹁
桐
鳳
凰
図
屏

風
﹂︵
林
原
美
術
館
蔵
︶、
狩
野

探
幽
筆
﹁
桐
鳳
凰
図
屏
風
﹂︵
サ

ン
ト
リ
ー
美
術
館
蔵
︶
の
三
双

は
、
ま
さ
に
必
見
で
し
た
。
ま

た
、
円
山
応
挙
の
全
盛
期
に
描

か
れ
た
障
壁
画
﹁
海
辺
老
松
図

襖
﹂
十
二
面
、﹁
月
夜
浮
舟
図
﹂

四
面
、﹁
江
頭
月
夜
図
襖
﹂
四
面
、

﹁
江
岸
楊
柳
図
襖
﹂
八
面
︵
い

ず
れ
も
東
京
国
立
博
物
館
蔵
︶

は
、
川
崎
美
術
館
に
展
示
さ
れ

て
い
た
当
時
の
広
間
、
上
之
間
、

三
之
間
の
空
間
を
再
現
し
て
お

り
、
実
に
見
応
え
の
あ
る
も
の

で
し
た
。
こ
の
よ
う
な
画
期
的

な
特
別
展
を
企
画
し
た
神
戸
市

美
術
館
に
拍
手
を
送
り
た
い
気

分
で
す
。

︵
文
・
栗
原
祐
司 

京
都
国
立
博

物
館
副
館
長
︶

よみがえる

川崎美術館
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私
は
最
近
、
大
失
敗
を
犯
し

た
。
あ
ま
り
に
最
近
の
こ
と
な

の
で
、
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
書

く
の
も
胸
が
痛
い
。

　

あ
る
仕
事
関
係
者
か
ら
、
締

切
を
予
定
よ
り
早
め
て
も
ら
え

な
い
か
と
い
う
Ｅ
メ
ー
ル
が
ク

リ
ス
マ
ス
・
イ
ヴ
に
届
い
た
。

前
に
一
度
、
無
理
だ
と
断
わ
っ

た
が
、
と
て
も
困
っ
て
い
る
ら

し
く
、
再
度
の
相
談
だ
っ
た
。

　

お
世
話
に
な
っ
て
い
る
の

で
、
な
ん
と
か
し
た
か
っ
た

が
、
ほ
か
の
仕
事
と
の
兼
ね
合

い
で
、
不
可
能
に
近
か
っ
た
。

パ
ニ
ッ
ク
状
態
で
、
﹁
も
う
、

メ
リ
ー
ク
リ
ス
マ
ス
ど
こ
ろ
じ

ゃ
、
な
い
わ
！
﹂
と
、
愚
痴
っ

ぽ
い
Ｅ
メ
ー
ル
を
日
本
に
い
る

夫
に
送
っ
た
。

　

と
、
思
い
込
ん
で
い
た
。
と

こ
ろ
が
、
私
は
気
が
動
転
し
て

い
た
の
だ
ろ
う
。
う
っ
か
り
そ

れ
を
、
そ
の
仕
事
関
係
者
本
人

に
Ｅ
メ
ー
ル
し
て
し
ま
っ
た
の

だ
。　

　

あ
わ
て
ふ
た
め
き
、
私
は
ア

メ
リ
カ
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の

プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
に
電
話
を
か
け

た
。
週
末
に
さ
し
か
か
る
の
で
、

彼
女
が
そ
れ
を
目
に
す
る
ま
で

に
数
日
あ
る
。

　

Is there anything you 
can do about it?

　

な
ん
と
か
な
ら
な
い
で
す

か
？　

と
泣
き
つ
く
私
に
、

　

N
o, there's nothing w

e 
can do about it.  Sorry.

　

い
え
、
な
ん
と
も
な
ら
な
い

で
す
ね
、
残
念
で
す
が
、
と
つ

れ
な
い
返
事
が
返
っ
て
き
た
。

　

で
き
る
こ
と
と
言
え
ば
、
そ

の
人
に
お
詫
び
の
Ｅ
メ
ー
ル
を

す
ぐ
に
送
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

そ
ん
な
こ
と
、
も
う
と
っ
く

に
し
ま
し
た
。　

　

そ
う
で
す
か
。

　

も
う
一
巻
の
終
わ
り
だ
。
こ

れ
だ
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な

ど
と
い
う
の
は
、
便
利
な
よ
う

で
不
便
な
の
だ
。

　

で
も
、
と
電
話
の
相
手
が
言

う
。

　

Y
es?　

と
私
は
期
待
に
胸

が
高
鳴
り
、
受
話
器
を
握
る
手

に
思
わ
ず
力
が
入
る
。

　

It's C
hristm

as.

　

ク
リ
ス
マ
ス
で
す
よ
。

　

電
話
の
向
こ
う
で
彼
が
言

う
。

　

だ
か
ら
、
そ
の
人
も
許
し
て

く
れ
る
で
し
ょ
う
。

　

あ
る
テ
レ
ビ
局
の
取
材
で
、

全
米
を
回
っ
た
時
の
こ
と
を
思

ク
リ
ス
マ
ス
だ
か
ら エッセイ連載 33

岡
田 

光
世

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
魔
法

Title illustration Tadahiro Uesugi

　

日
本
ク
ラ
ブ
は
こ
の
秋
、
長

年
に
わ
た
り
指
導
し
て
き
た

尾
島
陽
子
さ
ん
の
退
任
に
よ

り
、
女
声
コ
ー
ラ
ス
部
は
30
年

の
歴
史
に
幕
を
下
ろ
し
た
。
今

後
は
混
声
コ
ー
ラ
ス
部
を
設
立

す
る
に
あ
た
り
、
部
員
を
募
集

し
て
い
る
。
新
コ
ー
ラ
ス
部

は
、
音
楽
を
通
し
て
部
員
同
士

が
繋
が
り
の
持
て
る
場
、
出
会

い
の
場
と
し
て
の
活
動
を
目
指

す
。
ま
た
、
設
立
に
あ
た
り
３

つ
の
大
き
な
目
標
を
掲
げ
て
い

る
。
①
大
リ
ー
グ
・
政
府
や
国

際
機
関
の
施
設
に
お
け
る
国
歌

斉
唱
や
日
本
の
歌
の
披
露
、
②

２
０
２
５
年
の
戦
後
80
周
年
・

国
連
創
設
80
周
年
に
カ
ー
ネ
ギ

ー
ホ
ー
ル
ま
た
は
国
連
で
記
念

演
奏
会
を
行
う
、
③
日
本
が
誇

る
﹁
年
末
の
第
九
﹂
を
Ｎ
Ｙ
で

開
催
す
る
。

　

募
集
の
詳
細
は
次
の
通
り
。

リ
ハ
ー
サ
ル
は
芸
術
監
督
・
指

揮
者
の
伊
藤
玲
於
奈
氏
の
指
導

の
も
と
、
週
１
回
程
度
︵
木
曜

ま
た
は
金
曜
︶
夕
方
２
時
間
の

リ
ハ
ー
サ
ル
を
行
う
。
初
心
者

歓
迎
。
楽
譜
が
読
め
な
く
て
も

大
丈
夫
。
入
部
資
格
は
日
本
ク

ラ
ブ
会
員
、ま
た
は
そ
の
家
族
。

部
費
は
１
か
月
80
ド
ル
。
問

い
合
わ
せ
は
Ｅ
メ
ー
ルinfo@

nipponclub.org

︵

日

本

ク

ラ
ブ
事
務
局
︶
ま
で
。

指導する芸術監督・指揮者の伊藤玲阿奈氏

日本クラブ混声合唱部現
在
部
員
を
募
集
中

伊
藤
玲
阿
奈
氏
が
指
導

い
出
し
た
。
録
音
機
材
が
規
定

の
サ
イ
ズ
よ
り
大
き
か
っ
た

り
、
荷
物
の
量
が
多
か
っ
た
り

で
、
利
用
す
る
航
空
会
社
の
カ

ウ
ン
タ
ー
の
女
性
に
、
数
百
ド

ル
と
い
う
追
加
料
金
を
払
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
言
わ
れ

た
。
彼
女
は
奥
の
方
で
誰
か
と

話
を
し
、
し
ば
ら
く
し
て
戻
っ

て
き
た
。

　

こ
ち
ら
も
覚
悟
し
、
払
お
う

と
思
っ
て
い
る
と
、

　

It's C
hristm

as.

　

女
性
は
そ
う
言
っ
て
微
笑

み
、
特
別
に
見
逃
し
て
く
れ
た

の
だ
。

　

私
は
す
ぐ
に
例
の
日
本
の
仕

事
関
係
者
に
お
詫
び
の
電
話
を

し
、
ひ
た
す
ら
謝
っ
た
。

　

It's C
hristm

as.

　

こ
の
思
い
が
伝
わ
れ
ば
、
と

祈
る
ば
か
り
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
エ
ッ
セ
イ
は
、
文
春
文

庫
﹁
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
魔
法
﹂

シ
リ
ー
ズ
第
１
弾
﹃
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
の
と
け
な
い
魔
法
﹄
に
収

録
さ
れ
て
い
ま
す
。

h
ttps://w

w
w

.am
azon

.
co.jp/dp/4167717220

　本紙 12 月３日号３面で告知した都市交通局（ＭＴＡ）の復活ホリ
デーシーズン・ビンテージ列車の撮影に 11 日出かけた。Ｒ 33 形、Ｒ
33 ＷＦ形、Ｒ 36 形など 1960 年代製の車両が走行する。午後１時す
ぎに地下鉄駅 135 丁目駅で待っていると、ダウンタウン方面に降りて
くるケール・グリーンの通称『グリーン・マシーン』が走ってきた。
古さが渋い。12 月の運行は 18 日の日曜にも。上りチェンバーズ・ス
トリート駅発は午前 10 時、正午、午後２、４時、下り１３７丁目発
は午前 11 時、午後１、３、５時。（写真・植山慎太郎）

レ
ト
ロ
な
電
車

ホ
リ
デ
ー
走
行

https://www.amazon.co.jp/dp/4167717220
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